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2種のセキレイの分布境界域における

1 5年間の変化＊

中村一 恵

Change of Two Wagtails’Distributions in the 

Boundary area during the 15years 

Kazue NAKAMURA 

はじ め に

日本では北海道と本州北部に繁殖するとされていた

ハクセキレイ Motacillaalbaの1亜種 M.a. lugens 

（以下ハクセキレイと書いた場合， とくに断らない限

りこの亜種を指す〉が，近年，その繁殖分布を次第に

南下させ〔中村，1978;1980), それまで冬鳥と して

波31そしていた本種が1970年以降神奈川県にも定着 ・繁

殖するようになった。ハクセキレイが分布を鉱大し，

定着 ・繁殖する地域が増加したことは，近縁のセグロ

セキレイM.grandisと分布域を接触させ，地域によっ

ては分布域の重複の程度が次第に強まってきたことを

意味する。

近縁種は，地理的に異所的に，ただし分布域の重複

の程度を次第に強めて，まったく同所的に同じ棲み場

所に霊なり合って核んでいる場合まで，その分布の仕

方はさまざまである（吉田，1967〕。

生態 ・形態の似た，近縁関係にある 2極が，ある楼

み場所で一緒になれば，両者の聞に競争の起きること

が予想される。私は，種間競争の結果は，第一に近縁

種の分布の仕方に現われていると考える立場（中村，

1985〕で，2種の分布変化を追っている。ハクセキレ

イがセグロセキレイを圧迫していくだろうと考えてい

るが，はたしてそうなのか，2種の接触部でさまざま

な仮説を立てて調査する必要がある。そのためには神

奈川県での2種のセキレイの繁殖分布が現在どうなっ

ているのか，現状を把握し，今後の分布変化とその要

因を調査するための基礎を得たいと考えた。

ヰ本稿の大綱については1985年10月5-6日に信州大学
で行なわれた日本鳥学会大会において発表した。

神奈川県東部は，本論で述べるように， 2種のセキ

レイの分布域が近年になって重なるようになった地域

で，その変化が激しくゆれ動いている所であること，

また， 調査地域の広さと しても手頃であり，かつ，日

本野鳥の会々員をはじめ，野鳥観察者が多く在住し，

比較的正確な情報が得られることが期待できるという

諸々の条件を考えるならば，当地域が2種の種間関係

を調べるうえで絶好の地であることが理解できると思

7。

本論文は，神奈川県内の2種のセキレイの繁殖分布

調査の結果とそこから得られた若干の知見を報告する

ものである。

本調査を行なうにあたって，日本野鳥の会神奈川支

部，同会目録編集委員会，藤沢探鳥クラブ，緑区自然

保護懇話会の全面的なご支援を得た。情報を提供下さ

った方のお名前は，附録と してまとめた各繁殖記録の

末尾に示してある。ご協力いただし、たことに深く感謝

したL、。また，本論文をまとめるにあたり，浜口哲

一，原久美子，石江磐，石井隆，腰原正己，室伏友

三，長沢修介，大坂盛，佐藤昌彦，杉山道夫，鈴木茂

也の諸氏から絶大なご協力を得た。現地調査のさいに

は，県立博物館の新井一政， 高桑正敏両君の協力を得

た。以上の方々すべてに対して厚くお礼申し上げる。

調査方法および調査地

ハグセキレイの繁嫡状況をより広く正確に把握する

ために，県全域を対象として，日本野鳥の会神奈川支

部， j篠沢探鳥クラブ，緑区自然保護懇話会の各機関紙

を通じて情報の提供を呼びかけた。誌上での呼びかけ
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は， 1985年5月号（No.171〕， 同5月号（No.37), な方向からカラー写真に撮るように努めた。以下に示

同4月号（No.31）にそれぞれ掲載された。記録に必 す図はこれらの写真とスケッチに基づいて描いたもの

要な事項と しては，以下の項目をあげた。1〕観察者氏 である。

名， 2〕連絡先 ：住所，氏名，電話番号， 3〕観察年月 以上によって集めた繁殖記録に，現在野鳥の会神奈

日， 4）観察場所， 5）繁殖に関係した事項（交尾，巣材 川支部が鳥類目録編纂のために集積している資料カー

運び，餌運び，巣，雛，幼鳥の観察等）の記載。 ドの一部による記録と文献に残されている記録を加え

情報の提供を呼びかけると同時に，ハクセキレイが て補足した。

繁殖して いると予測された県東部域を対象として， ハクセキレイの繁殖記録を集めると同時に，セグロ

1985年5月から 7月までの繁殖期に現地調査を行なっ セキレイの繁殖記録に関してもできる限り多く集める

た。主な調査地は次の通りである。5月26日（横浜市 ように努めた。いずれの場合も，不明な点があった場

大岡川，河口から上流4.5km約の範囲），5月29日（膝 合には情報提供者に直接あたって内容を確かめ，不正

沢市／横浜市境川I, ｛矢野橋～東橋間約5kmの範囲〉， 確と判断された記録は除外した。これらによって得ら

6月4日（横浜市鶴見川，港北区大曽根大綱橋～緑区 れた繁殖記録は附録として論文末尾に一括してまとめ

中山町都橋間約7kmの範囲）， 6月12日（逗子市問越 た。ただし，紙面の都合でセグロセキレイの繁殖記録

川， 河口から上流約4.5闘の範囲〕，6月17日（葉山町 は一部しか掲載できなかった。

森戸川，河口付近0.5畑1の範囲），6月17日（葉山町下

山Ji[，大山橋～一色権問0.5kmの範囲），6月26日〔横 結果および考察

須賀市平作JI［，河口から上流約 3kmの範囲）， 7月1 l. ハクセキレイの内陸侵入について

日（横浜市柏尾JI[，戸塚駅前から上流約2km，阿久平日 東京と神奈川のI克をなす多摩川流域でハクセキレイ

川との合流点までの範囲〕，7月12日（Ji［崎市平瀬川s が繁殖期に観察されたのは，1970年6月羽田付近の河

多摩川との合流点から上流約2.5 f仰の範囲）， 7月16 口部での記録が最初である。そして73年6月にはガス

日〔横浜市鶴見川下流，新鶴見橋から下流約lMの範 橋付近〔河口より約lOkmの地点〉で餌をくわえて同一

間）。 方角に飛ぶ個体が矧奈され，76年6月にはこ子橋付近

野外識別にあたっては，地鳴きの音質，頭部の羽色 （河口より約20kmの地点）の工場に営巣する 1つがい

パターンや背面の色などに注意し，別亜種や変異個体 が確認されて，多摩川流域において木種が繁殖を開始

と考えられる鳥を観察した場合はできる限りいろいろ したのは臨かなものとなった （中村，1977）。

f
 

p
t
 

ト
A

111烈

神奈川｜
0 .10km 
L._一一一一一一~一一一一一一~

図1 多摩川におけるハクセキレイの繁殖期における分布前線の変遷， 各地点は下涜から， a：大師橋
（川崎市川崎区〕，b：ガス橋 (Ji［崎市中原区〕，c：ニ子橋〔川崎市高津区〉，d 多摩川原橋～是

政橋（東京都稲城市つ，e：秋川との合流点〔東京都秋川市〕斜線はセグロセキ レイの分布を示す。
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当時の分布が海岸から直線距出fl＇にして 10数km程度の

内陸までであったことは，日本野鳥の会で実施された

全流域の一斉カウント調査によっても怖かめられてい

る（市｜王l・ほか， 1977〕。この調査は1976年5月30日

と6月27日に行なわれた。それによると，ハグセキレ

イは河口部から 二子橋付近までの区間には出現した

が，それより上流域では観察されていない。当時本種

が中流域まで侵入していなかったことは， 東京農業大

学野鳥の会（1981）の調査結果からも明らかである。

この調査は，河口部から28kmの地点にある多摩川原橋

から上流の是政橋までの3.5 kmの区間で＇1971年1月か

ら1980年6月まで行なわれた。それによると，ハクセ

キレイは1977年までは冬鳥としては出現しているが，

繁殖期には観察されていない。ところが， 1978年の夏

には数羽が記録され，繁殖の可能性が出てきたことが

岡野鳥の会によって示唆されている。小平市や都区内

など海岸より15～20km入った東京の内陸部でハクセキ

レイの繁殖が確認されたのもち ょうど この頃である

（日本野鳥の会東京支部研究部， 1978〕。

以上によりハクセキレイが多摩川の下流から中流域

へと次第に分布を広げていったことは明らかである。

最近ではさらに上流の，秋川との合流点付近でも1980

年頃から毎年繁殖するように なり 〔津戸，1984〕， 10

年たらずで海岸から約45km目Ifれた内陸まで分布を広げ

たことになる（図 1）。

図2は，神奈川県におけるハクセキレイの繁殖分布

の変化を， 1970～75,1976～80, 1981～85の三期に分

けて示したものである。その広がり方は，多摩川流域

の分布変化でみた通り ，海岸部から内陸部へと分布を

拡大してし、く方向であることは明白である。ハクセキ

レイは15年とLづ非常に短L、期日JJで神奈川県の東半分

（相模川以東〉のほぼ全域を l~lめるに至ったといえる 。

関東地方全般における繁殖分布の広がりも海岸部か

ら内陸部へと向かう傾向が認められる。

茨城県の海岸部（水戸市，東海村）では1968～1970

年頃（中村， 1978；樋口 ・中村，1983〕，千葉の海岸

部（市川市）では1975年頃 Cl吉沢，1977，中村1978〕，

神奈川県東部の海岸部 ο11崎市，横浜市〉では1972～

73年頃〔中村，1977）から繁摘が開始されている。海

岸線のない埼宝県では1974年頃 （吉岡，1982）から繁

殖が開始されている。これに対して，茨城とほぼ同斜

度に位置していても，栃木のような内陸県では上記の

繁殖開始例よりも数年遅れている。栃木県では1976年

頃（緬口 ・平野，1981）から繁殖が開始されてL情。

1970275 

1976 -'80 

1981-'85 

医12 ハクセキレイの繁殖分布とその変化。小さい黒
丸は幼.r.~のみの記録を示す。

中古・［lJ山方の長野県ではさらに数年遅れている。 長野

県大lllJr¥Iでハクセキレイの繁殖が確認されたのは1983

年であり， 1985年には明科町でも繁殖した（般原正

己，私信〉。私も1985年7月白馬村で繁殖を確認した。

長野県では 北部から徐々に分布を広げつつあるらし

い。神奈川県西部の海岸部とは10年ほどの聞きがある。

3 



ヤペ

」 __1.Pkm

図3 三浦半島におけるハクセキレイ（白丸〕とセグ

ロセキレイ〔黒丸〕の繁殖分布，小さい丸は幼鳥

のみの記録，黒白丸は2種のつがL、形成による繁

殖が観察された記録を示す。
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神奈川県西部の海岸部（平塚市〕では1978年頃（浜口

・ほか， 1985）から， 静岡県の海岸部（富士市〉でも

1978年頃（佐藤昌彦，私信〕から繁殖が開始され，北

に位置する栃木県より遅いが，長野県への侵入よりは

早い。

これまで本州中部以北ではハクセキレイは本土から

少し離れた小さな島と本土の海岸線に沿って南下しな

がら分布を広げる傾向にあり，内陸部にはほとんど入

っていなかった（中村， 1978;1980）。 しかし関東地

方を中心にして本種が海岸部から内陸へ分布を広げる

ようになったことはほぼ確実であり，その時期は1980

年前後からと思われる。

結論として，北に位置する海岸部ほどその侵入は早

く，内陸に位置する地域ほど，たとえそれが北に位置

していても，海岸部に比へて遅く繁殖が開始される。

長野県より南に位置する， 愛知，三重，和歌山，大

阪，兵庫，広島などの近畿・中国地方への侵入はすで

に1980～1983年頃（中村， 1985）に行なわれており，

長野県よりは早いか，ほぼ同じ時期である。しかし，

これらはすべて海岸または海岸に近い所より得られた

繁殖記録である。

一方，セグロセキレイの分布はどうであったかとい

うと， 三浦半島の鳥に精通している柴田（1971〕が，

渡り区分のうえでそれを漂鳥と分類しているように，

本種は三浦半島では繁殖していなかった。

たとえば逗子周辺では，少なくとも 5'60年前にさ

かのぼっても，セクロセキレイはノ、グセキレイ 向様，

冬鳥として記録される 存在であり（丸 ・丸， 1985)'

逗子と葉山にまたがる二子山周辺の鳥について， 1975

年lfjから 1978年3月まで調査した杉山道夫 （未発

表〉も， ハクセキレイを冬鳥として記録してはいる

が，セグロセキレイについてはまったく記録していな

い。鈴木茂也（1985，私信〕によると， 10年位前まで

はセグロセキレイは冬でも少なかったという。

以上により，三浦半島においては，セグロセキレイ

は数少ない冬鳥または漂鳥として渡来し， 定着してい

なかったことはほぼ間違いなL、。だが，不思議なこと

に，ハクセキレイが半島に侵入し定着しはじめた時期

とほぼ同じくして，セグロセキレイも繁殖するように

なった（図3〕。 そうなったのは， おそらく1980年前

後以降からである。

三浦半島の付根にあたる鎌倉や横浜南部地区でもセ

グロセキレイは近年まで定着していなかった可能性が

2. 三浦半島における 2種の繁殖分布

三浦半島〔鎌倉市 ・横浜市の行政市界以南の地域を

指す〕においてハクセキレイの繁殖の可能性が示唆さ

れたのは1977年である。この年の7月浦賀水道に面し

た野比海岸で幼鳥が観察され（中村.， 1977〕， 翌年の

6月同所にある東京電力横須賀火力発電所内の工場の

屋根に営巣し， 三浦半島において本種の繁殖すること

が初めて確認された（中村， 1980）。その後， 10年たら

ずで三浦半島各地から広く繁殖記録が得られるように

なった（図 3）。 しかし，半島に隣接する鎌倉や横浜

南部と異なるのは現在の分布が海岸から 2～3kmの範

囲に限られている点である。

本州中 ・北部におけるハグセキレイの北から南への

分布拡大は， 一般的な傾向として，海岸線に沿って行

なわれ，まず島映に定着し，その後隣接する本土沿岸

部に侵入する（中村， 1980〕。そして前述したように，

関東地方では海岸部方通ら次第に内陸へと分布を広げて

Lぺ傾向が認められる。したがって，三浦半島におけ

る現在の分布が海岸部に限られているのは，この地域

への侵入が京浜地区よりも遅れて行なわれたことを示

している。次の段階として，京浜地区同様，半島の内

陸部へ侵入することは充分予i!'Wできる。
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大きし、。 1968年4月下旬から 5月中旬に藤沢市に隣接 3. ハクセキレイの繁殖期と営巣場所について

する鎌倉市西部（寺分と梶原周辺〕の繁殖期の鳥相に 親の給餌行動に基づく繁殖記録の観察例数の月別変

ついて調査した（中村，未発表〕が，セグロセキレイ 化をまとめると図4のようになる。その場合， 巣内育

はまったく観察されなかった。当時は水田を中心とす 雛〔A〕と巣外育指fl(B〕に分け，前者には， 親鳥が

る湿地が広がり，チュウサギ，パン，タマシギ，コチ 実際に巣のある場所へ給餌のため出入りした記録，ま

ドリ，チュウシャクシギなどの水鳥が豊富であった。 たは巣があると考えられる一定方角へ餌をくわえて飛

現在は完全な宅地が進み，往時の鳥相とは一変してい 行した記録を含め，後者には巣立雛に親鳥が給餌を行

る。金沢区泥亀110・にあった泥亀新田の生物を1952年か なった記録を含めた。

ら8年にわたって調査した報告（村上，1959）による 巣内に雛のいた時期は5月中旬から 7月下旬，巣外

と，セグロセキレイは9月から 4月までの季節に出現 において給餌が観察された時期は大部分が6月上旬か

する冬鳥的存在であったことが記録されている。金沢 ら7月下旬までで，前者は5月下旬から 6月中匂，後

区に隣接した戸塚区南部（公田町，中野町， 上郷町〕

でも同様で，私はこの地区の鳥を20年近く観察してい 10 

るが，本種は秋季に極めてまれに出現する程度の漂鳥＂

的存在であった。ところが， 1985年8月18日に上郷町

で独立した幼鳥1羽を目撃した。

三浦半島は一種の小さな島である。そうした狭い地

域で近縁な関係にある 2種がそこで共存できるのだろ

うか。 今後の動向に注目したし、。 5 

今回の調査で羽毛の著しく汚染されたセグロセキレ

イが，三浦半島に近い所で2例観察された。一つは，

1985年4月9日， 国鉄j篠沢駅の近くを流れる境川の藤

沢橋下流で観察したつがいのうちの雌で， 腐斑，雨穫

の白色部が薄墨に汚染されていた。もう一つは， 国鉄

大船駅のフォームの屋根に営巣したつがいのうちの雌

で， 白色部が同様に湾墨に汚染されていた。このつが

し、は近くを流れる柏尾川で採餌し，巣のあるフ ォーム

の屋根に餌を運んでいた（記録3 1〕。彼らが採餌

場所として利用していた境JI／，柏尾川とも，神奈川県

環境部によると， BOD値がlOmg/eで，も っとも汚れ

ている河川のひとつに分類されている。 三浦半島およ

びその周辺地域への分布の広がりと羽毛の汚染された

個体の出現との関係は現在のところ明らかではない。

10 

三島〔1957）は，河口から15～16km上流の多摩川で 5 

採集したノ、クセキレイの多数が，煤煙で汚染されてい

たことを観察したが，セクロセキレイではこのような

性質が認められなかったと報告している。セグロセキ

レイの羽毛に汚染がないことと冬の関東京市街では見

かけることがないことから，ハクセキレイの採餌範囲

が河川にとどまらず広く市街地に及ぶのに対し，セグ

ロセキレイの採餌範囲は河川流域のみと考えられると

三島は指摘している。

27.2 
A 

N:33 

47.6 

B 

N:21 

図4 ハクセキレイの繁殖記録の月別観察例数， Aは
巣内育雛， Bは巣外育雛を示す。
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図5 ハクセキ レイの営巣場所，矢印は巣の位置を示す，1・桃須賀市文化会館屋上，2 横浜市港北

区小川町‘第三京浜道路， 3：鎌倉市今泉清帰事務所の建物（臼中和作氏織影）， 4：鎌倉市寺分国鉄

大船工場， 5：横須賀市長沢京浜長沢駅（川島逸郎氏撮彩），6：横須賀市野比東京電力横須賀火力

発電所

者は6月ヒ句から中旬に集中している。巣外育鎖！のも 繁勉記録の調査結果から，神奈川県におけるハクセ

っとも早いI時期の観祭例は，藤沢市における 5月12日 キレイの繁殖期は4月から 7月であり，茨城県水戸市

であった（記録2 48〕。 この記録には雛に給餌する における繁殖期（S.NA:;A,IURA et al.，前出〕と差は

ltiE親のカラー写真が添付されてあり，ハグセキレイで ないものと思われる。水戸市における初卵産卵のもつ

あったことに誤りはない。雛の発育状態から巣立直後 とも早い開始H寺期は4月27日と報告されている。した

のものと思われた。ハクセキレイの抱卵期間は約14日 がって，藤沢市における 1例はもっとも早い産卵例で

聞である〔SNAKA別 RA et al., 1984〕から，これか あったと考えられる。

ら逆算すると 4月下旬に産卵したと推定される。巣材 宮城県北部では，立花（1960）によると，卵期は5

運搬のもっとも早い時期の観察例は，4月25日に記録 月七句から 7月上旬であり，南千島のクナシリ島で

されている（記録2 1）。 は， NECI-IAEV (1969）によると，産卵は5月下旬から

6 



6月 F句までに行なわれ，関東地方より遅いようであ

る。

繁殖記録の調査結果からわかるよ うに，蛍巣J易所は

すべて建物であり，セグロセキレイが利用するような

大河川での地上蛍巣例はなかった。 中でも， 火力発電

所，大企業の工場，国鉄工場等の大型施設内の辿造物

への営巣例（24例中15(JiJ〕が多く ，その他，高速道路

・橋（3例〉，駅〔2例〉， ヒツレ等の屋上 c2例〉， 看
板やコソレフ場の建物（各l例〉等を営巣場所として選

択していた（図5）。 このように繁殖記録の得られた

環境は，すべて近くに大小河川のある工業団地， ll庁工

場や住宅の密集する市街地であった。

4. ハクセキレイとセグロセキレイの異種間つがし、に

よる繁殖

1985年6月7日，三浦半島におけるハクセキレイの

繁殖分布を問べよう として国鉄東逗子駅に降り立った

際，偶然にも駅前（逗子市沼間〉て、ハクセキレイとセ

グロセキレイとがつがいとなって繁殖している場而に

遭遇し，観察する機会を得た。営巣場所は寧や人通り

の多い市街地で，巣は商店街の入口を示す鉄柱の隙聞

に作られ， 士山上約5.5mの高さの所にあった。栄；の真

下に立つと i~Hの鳴き声を聞くことができ，ハ ク セキレ

イとセグロセキレイが協同ても給餌にあたっていた。

午前10時30分から午後3時までも270分間連続して観

察した結果，ハクセキ レイは71回， セグロセキレイ は

41回給餌を行なった。前者は1時間あたり15.8回，後

者は9.1回で，給餌回数はハクセキ レイによ って多く

行なわれた。ハクセキレイがこの間ほとんど鳴き声を

発しなかったのに対し，セグロセキレイは屯線やヒソレ

の屋上のテ レビアンテナ毎年に止まってあるいは飛びな

がら， ピチィッ，ピジィなどのよく通る声で嚇った。

羽色も正常な雄の特徴を持っていた。これらのことか

ら，つがいの相手のハグセキレイは雌であることがわ

かった。 この個体の背の色は，最初雄と見誤ったほ

ど，成鳥；維の夏羽に似て 黒、n;.fミが強かった（図6）。し

かし，日科らないこと，おflへの給餌回数が多かったこと

からも，この鳥がjtitであったことは間違いない。

セグロセキレイには典型的な羽色とは異なる特徴を

持ついろいろな変りものが見られ， 変異は頭胸部に集

中し，中にはハクセキレイに似た顔の羽色パターンを

持つ個体もいるが，それらの鳴き声（地鳴き〕はあく

までもセグロセキレイのものである（樋口 ・平野，

1983）。6月10日に4羽のilEが巣立っていたが，州I親

が人家の屋根に降りたj舶の1羽に向かつて飛ぶ際に発

した声は，チチッ，チチッという音声であった。その

後何度か鳴き戸を聞いたが，いずれもハグセキレイの

ものであった。したがって，この個体が，そうしたセ

グロセキレイの羽色変異個体であった可能性はあまり

ない。典型的な lugensタイプであったが，ただし，

前述したように，背の色が維のように黒かったのが特

異な点であった。

幼鳥には限先から11Jl!の」ー方を通って眼の後方に達す

るパフ色を佑7びる淡灰色のJiヨ斑があった。）肥， H侯もJi:/

斑の色とほぼ同じで有fパフ灰白色。胸もバフ色を帯び

た淡灰色で， I候に達しない不規則な暗灰色斑があり ，

図6 セグロセキレイ雄とつがL、になって繁泊したハクセキレイ雌（左〕とその雛，逗子市沼間， 1985

年6月12日撮影
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頭胸部の羽色パターンは全体としてハクセキレイ型で 例では，ハクセキレイ雄の給餌への貢献がほとんど見

あった（図6〕。鳴き声もハクセキレイに似て，チチ られなかったのは，両種の雄の貢献の遠いによるので

チッ，チチチッとL寸音声であった。 はないかと思われる。ハクセキ レイ雄の給餌への貢献

ハクセキレイとセグロセキレイの異種間つがいによ はセグロセキレイ雄のそれより少ない（S.NAKAMURA 

る繁殖例は，過去に石井（1979）によって発見されて et al., 1984）。 セグロセキレイ雄×ハクセキレイ雌の

いる。このつがし、は， 1979年5月16日に横浜市緑区折 組み合わせても4羽巣立っているのに対し， ハクセキレ

本町で観察されたもので，逗子の例とは逆に，ハクセ イ雄Xセグロセキレイ雌の組み合わせて。は1羽しか巣

キレイ!IJJ;とセグロセキレイ雌の組み合わせて志あった。 立っていないのが印象的である。

5月16日の観察（石井隆，1979年6月9日付私信〕

によると， 5. 鶴見川で観察された羽色変異個体について

ハクセキレイはアノfートのテレビアンテナ，セグロ 1985年7月16日と 8月17日に，頭胸部の羽色バター

セキレイは20mほど離れた電線にそれぞれ止ま って互 ンにみだれのある個体（性不明〕が鶴見川下流〔横浜

いに鳴きかわしていた。興味深いことに，その際，セ 市鶴見区鶴見町〕で2羽観察された。後者については

グロセキレイがノ、クセキレイの地鳴きに似たチキン， 至近距離で観察することができ，その特徴を知ること

チキンという澄んだ戸を発した。ハクセキレイはその ができた（図7, a～c）。この個体の肥，l喉，好l，耳

場をほとんど移動しなかったが，セグロセキレイは時 羽，劉側は白く，後頭部の黒色部に連なる黒色の過限

々餌をくわえてもどり，そこから給餌に飛び立って行 線があって，左側から見ると（図7'c）， 一見ハクセ

く。20～30分間隔でそれは行なわれた。巣の位置は発

見できなかったが，500m1まど離れた所にあったと思

われた。餌をくわえたセグロセキレイが先に飛び立

ち，少し問をおいてノ、クセキレイがその後をついて行

く。 5～10分ほどでセグロセキレイ ，ハクセキレイの

順で同じ場所にもどってくる。このように2羽ともほ

とんど同時に行動し，つがいであることは確かなよう

に思われた。

5月18日，セグロセキレイがしき りに畑に降りるの

で，近寄ると，巣立直後の雛1羽がキャベツの葉の上

にいた。その後，雛は近くの工場の屋根に飛ぴ，そこ

でセグロセキレイによって給餌された。ハクセキレイ

が一， 二度餌をくわえていたことはあったが，雛の発

見後も， 実際の給餌はセグロセキレイによって行なわ

れた。この雛に一度キセキレイが餌を運んできたが，

給餌までには至らなかった。その後も雛に近づくこと

はあっても，セグロセキレイに追い払われた。5月19

日に工場の屋根にいる雛を見たのが最後となり，それ

以後の観察はなかった。

5月18日に石江馨氏によ って撮影された写真を見る

限りでは，ハクセキレイは典型的な lugensタイ プで

あり ，セグロセキレイにも羽色の異常はないようであ

る。雛の羽色パターンは， 石井氏の指摘通り， セグロ

セキレイに近いと思われた。

逗子の例では，明らかに雄（セグロセキレイ〕の給

餌への貢献は雌（ハクセキレイ〉よりも少なかった

が，それでも!IJtiま頻繁に給餌にあたっていた。横浜の
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a 

b 
c 

d 
図7 1985年に鶴見川下流で観察された羽色変異個体

a～c （同一個体）は8月17日， d は7月16日に
観察された。bはaの個体が頚を伸ばした時の状
態， cはaの個体の左側の顔を示す。



キレイ夏羽雌に似ていたが，右側の羽色パターン（図

7 ' b〕はハクセキレイとは異なっていた。典型的な

羽色のハクセキレイでは，耳羽と頚側は連続して白い

が，この個体では頚の白色部lま耳羽と連続することな

く独立して白い。過眼線は左右と も1本の黒線ではな

く， とくに左側（図7'c）では， 限の直前から分れ

た ， 涙を流したような顕著な黒条線が頬にある。 ~l'i頂

部には灰色の羽毛が混じり ，niふり状を呈し，顔のパ
ターンがひどくみだれている。背はハクセキレイ夏羽

雌に似た灰色で，頭部の黒と背色はその境界で明瞭に

二分され，強L、対照をなす。飛び立ちの際に発した鳴

き声はチチュン，チチュンで，ハクセキレイのもので

あった。

7月16日に目撃した個体（図8'd）は， かなり神

経質で接近が難しく ，充分な観察はできなかった。

この個体の眼先，頬， 耳羽が黒いため，一見セグロ

セキレイに似ていたが，喉，前頚，頚側はほぼ左君子対

称的に白かった。 aの個体向様，黒白模様の境界はは

っきりせず，みだれていた。図はそのラフスケ ッチで

ある。実際にはもっと複雑な模様であったかもしれな

い。飛び立ちの際に発した鳴き声は，チチ ッ，チチッ

で，ハクセキレイのものであった。

これまで多数のハクセキレイを野外で見たり， j梨本

で調べてきたが，このような個体（これがハクセキレ

イM.albaであれば〕を見るのは初めてのことであ

る。中村 ・岩本 〔1985）が報告したような交雑個体で

ある疑し、が強い。

図8 セグロセキレイの繁殖分布，小さい黒丸は幼鳥
のみの記録，三角印は繁殖期における成鳥の観察

記録を示す。県東部地域にはあまり定着していな

総 括

ハクセキレイは10数年というi示 、期間で神奈川県東

部のほぼ全域を占めるに至ったが，その動向は京浜地

区の海岸部から次第に西へ広がる方向にあり，京浜地

区より遅く侵入が行なわれた三浦半島では現在海岸部

を中心に分布が広がっている。東から広がってきた

（図3）ことは，西部と東部とてもの環境の違いとセグ

ロセキレイの分布の状態とが関係しているものと恩わ

れる。

神奈川県の地形は西部1)山地， 中央音IIの台地 ・平

野， 東部の丘陵地域の3地域に大別される。西部の山

地は丹沢山地，箱根連山から成り ，山地の前面には酒

匂川によって作られた足柄平野が展開している。中央

部は関東ロームにおおわれた台地が広がり，相模川の

流域！こは相模平野が発達し，相模湾沿岸Ii！沙丘地帯と

なっている。東部は東京都から多摩丘陵，下末吉台地

が連らなり， 三浦半島がつき出して東京湾と相模湾を

分けている。

多摩川，鶴見川の河口一帯は大正時代からの埋立に

よって臨海工業地帯が作られ，現在では東京湾岸に沿

って横須賀市夏島町まで広がっている。1955年 〔昭和

30年〉当時は，横浜，川崎の市街地ぽ内陸に及んでい

なかった。 また，県夫の諸郡市は市街地の規模も小さ

く，田園地帯に点散している状態であった。 しかし，

高度経済成長期に市街化が激しく進行し，既成市街地

の外延的拡大ばかりでなく，鉄道新線の沿線では大規

模な宅地開発が実施され，丘陵部の農地山林が宅地に

図9 ハクセキレイとセグロセキレイの異種間つがい

による繁殖例（黒丸印）と両者の雑種と考えられ

る！固体（中村 ・岩本，1985), または雑種の疑い

のある個体（黒四角印〕の分布， 斜線部はハクセ

キレイの繁殖分布域（1985年現在〕を示す。

9 



変った。臨海部が市街地，工業団地として開発された

のちは，こうした市街地や工場地帯の拡大は相模川流

域までの県東部の内陸部を中心に行なわれた。三浦半

島では海岸部を中心に北部から南部へと市街地が広が

って行った。工業立地の動向も，1965年（昭和40年〕

代には川崎，横浜両市では埋立地を除いて大工場の新

規立地はほとんどなくなり，県犬，湘南に新規立士山が

求められるよ うになった（神奈川県都市部都市政策

課， 1985）。すなわち，近五手の者間T化による1即売の変

貌は県の東部から西部へ向かつて進行した。

二子橋付近から下流の多摩川にセグロセキレイは繁

殖期にほとんど見られない〔市凹・ほか， 1977，図 1)

こと， 三浦半島と隣接地域における繁殖は1980年前後

以降から起きた，近年の分布拡大によると考えられる

ことから，神奈川県東部とくに海岸寄りの地域にセグ

ロセキレイは棲みついていなかったか，楼みついてい

たとしても生息密度の低い地域であったことはほぼ間

違いなし、。このことは繁殖記録の調査結果 （図8）か

らも示唆される。これらのことから，ハクセキレイは

都市化の著し＼ ＇， セグロセキレイがあまり定着してい

ない地域に侵入したということができるだろう。

ハクセキレイは大陸では海岸の鳥である。繁殖期に

海芳lから 2～3km以上内陸に入ることはない（Snc-

PANIAN, 1983）。南千島のクナンリ島 〔面積1400krti弱〉

や色丹島（面積約260knDなどの烏でも本種！ま海岸全

域ゃいくつかの湖の岩の多い崖に生息するが，制JI岸：に

はあまり繁殖していない。クナシリ 島では典型的な海

岸性の穫である〔NECHAI"V,1969〕。かつての日本に

おけるハグセキレイの繁殖環境も，大陸やI打千島の例

からして本土から少し離れた小さな島や本土の海岸部

の，比較的狭1パ地域に限られていたものと 考えられ

る。佐藤〔1960〕は，佐渡両津市沖約3kmの海中に立

つ巨岩から成る小島でクロサギの繁殖を記録したが，

海岸の岩場に棲むク ロサギが営巣するようなノト島でハ

クセキレイも繁殖することを報じている。また， 立花

〔1960）は，宮城県の追波湾にある 3 海岸から 1km離

れた小島で本種の繁殖を確認したが， 巣l土岩l也に生え

るハイネスの下や草聞に作られていたことを報じてい

る。

このような場所がハクセキレイ本来の繁殖環境であ

ったのであろう。しかし日本列島では，北海道の内陸

部〔日本野鳥の会， 1980）や栃木，長野のように海岸

から 50～100kmも内陸に入った地域で本積が繁殖す

る。このようになった原因は何であるのか， 彩、は次の
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ように考える。

ハクセキレイの侵入初期において繁殖環境となった

工業団地は，前述したように，比較的近年になってか

ら造成されたものである。石やコンクリー卜，鉄で構

成された工場群が林立し，アスフアノレ卜の道路が四方

に走る工業団地は，植物被覆の大類型からいえば，地

表の大部分が無機物でおおわれるとL寸意味で 「砂

漠」的な環境である。岩や砂から成る海岸が，波浪，

潮汐，強風などによって森林が発達しにくい，いわば

砂漠のような環境であるのと似ている。巨大な建築物

は天然の岩場に似て，数多くの隙聞がある（図5）。

しかもこうした要素を含む環境は， 多くが河口に近い

所に作り出されてきた。日本の工場地帯が河口に近い

都市周辺に立地されてきた大きな理由は水の条件があ

ったからであろう。 とりわけ大量の水を消費する鉄

鋼， 重化学コンビナ ト，化学，製紙などの用水型産

業にとっては決定的な条件であった。水資源がなによ

りも重視されて，工場！土水辺に集中した。

繁殖記録のほとんどが水辺に近い所（附録参照〉で得

られていることからもわかるように，河川は育if叶こ！の

ハクセキレイにとって極めて重要な採餌環境である。

営巣場所と採餌場所の二つの条件が満たされた環境の

増加したことが，ハクセキレイの定着 ・繁殖を可能に

した原因のひとつであったと思われる。

ハクセキレイの現在の分布鉱大は，以上のよ うな環

境の変化が先行してはじめて成り立っていると考えら

れる。同時に，繁殖適士山が狭少で多くの個体併を収容

できないことが，増大する個体群の南下を促したのに

違いない。それは，日本列島に向かうn佐刊j進の方向

であって，北進や西進ではない。なぜなら，大陸にお

いては，北側でタイワンハクセキレイ （ocularis），西

側でシベリ アハクセキレイ〔baicalensis〕，南側でホ

オジロハクセキレイ (leuco戸sis）と分布を按し， それ

らの境界はほぼ安定しているものと考えられるからで

ある。 これらのうち，ホオジロハクセキレイが大陵か

ら西日本に分布を拡大しているが，これまで10数ケ所

から繁殖炉ljが知られているにすぎず，日本における分

布密度は稀薄である〔中村， 1985）。

中村 ・岩本（1985）は， ハクセキレイとセグロセキ

レイの異種間つがい形成が一時的 ・局地的に起こり，

交雑する場合のあることを示唆した。その後， 前述し

たように，両者のつがい形成による繁殖炉ljが逗子市で

見つかり，また，雑種の疑いのある個体が鶴見川下流

で観察された。これらの分布は県の東部域に片寄って



L、る（図9〕。すなわち，ハクセキレイが分布を広け、， 拶ljのうち13W1Jの巣〔80%）が地上に作られていたこと

定着2・繁泊している地域の中で，1979年以降から見つ を報じている。しかし，茨城県水戸市北部では， 30例

かっている。 中24例 （86.7%〕が建造物に作られており，京都市郊

つい数年前まで神奈川県東部域はハクセキレイ繁殖 タでも， 53例中48 (91J 〔90.5 ~引 が人家を選択している

地の太平洋側における南限地であった（中村， 1980〕。 （大迫，1984〕。士山城によって営巣形態は変化すると考

分布拡大の前線域におけるマージナノレな個体群である えりれるから，直接比較することに問題はあるが，セ

から，当然繁殖個体群サイズは小さく，生息密度は低 グロセキレイも，ハクセキレイ同様，建造物への営巣

L、。前述したように，ハクセキレイが侵入した地域に 晴好を強めているように思われる。

はセグロセキレイはあまり定着していない。2種の生

息密度の低い，こうした地域において交雑が起きるら

しL、。

自然の状態での交雑は上種の同じメンバーで生じる

のがふつうである〔SHORT,1969）。ハクセキレイ〔M.

alba）とセグロセキレイ （M.grandis〕は，アフリカ

のハジロセキレイ〔M.aguimp), インドのオオハク

セキレイ （M.maderaspatensis）と共に上種を形成す

る（PETERS,1960）。ハクセキレイとセグロセキレイの

聞に交雑が起こりうることは，両者の類縁の近さを示

している。

長野県白馬村で繁殖したハクセキレイのつがいの継

続観察を地元の研究家長沢修介氏にお厚郎、してあった

が，同氏からの私信 （1985年8月26日付〉によると，

仰の給餌に続いて雄が餌をくわえて巣のある倉庫内に

入ると，その後を追うようにしてセグロセキレイ幼鳥

3羽が飛来し，2羽がその中に入って行ったとL寸。

奇妙な行動である。 不思議なことに， 三浦半島ではほ

ぼ同H当期に 2種が棲みつくようになり， 共に繁殖する

場所が見つかるよ うになっている。近縁な関係にある

2極のどちらか一方が，あるいは互いに引きつけられ

るということが起こるのかもしれない。

すでに指摘した（中村，1985）ように，ハクセキレ

イとセグロセキレイの聞に交雑はないとする見解に疑

問を感じている。両者は交雑しないと言われたのは，

ドイツの鳥学者H ヤーン（H.JABN）が1942年に発表

した論文の中で述べたのが最初であるらしい。 M AYR

(1965〕は， それを受けて， ハクセキレイは北海道と

木州北部に侵入したが，分布の重なるそれらの地域で

は交幸ii＇しない（ p. 503〕と記述したものと思われる。

ヤーンがどの程度調査して2穫は交雑しないとしたの

かは，論文の入手ができていないので明らかではな

い。この問題については論文の入手を待って別の機会

に改めて論じたいと思う。

長野県千rJJ:1川流域で1967～68年にかけてセグロセキ

レイの繁殖生態を調査した羽田 ・篠田（1969〕は， 15

要 約

神奈川県におけるハクセキ レイとセグロセキレイの

繁殖分布を調査し，ゆくのような結果が得られた。

1. それまで冬烏として渡米していたハクセキレイが

1970年以降定着 ・繁殖するようになり， 1980年までの

10数年間に著しく分布を広げ，県の東半分（相模川以

東）を占めるに至った。その広がりは京浜地区の海岸

部から県央の内陸部へと，近年の都市化の伸展に対応

して東部から西部へと進行する方向である。これらの

地域には近縁のセグロセキレイはあまり定若していな

かったと考えられた。

2. 県の東昔I）に位置していても，三浦半島へのハクセ

キレイの侵入は京浜地区よ りも遅く行なわれた。この

地域にはそれまでセグロセキレイは定着していなかっ

たが，ハクセキレイの侵入とほぼ同じ時期にセグロセ

キレイも繁殖するようになった。ハグセキレイの現在

の繁殖分布は，京浜地区と異なり，海岸から 2～3km 

の範囲に限られている。

3. ハクセキレイの営巣場所はすべて工場等の建造物

であり ，繁殖記録の得られた環境は近くに河川｜のある

工業団地，住宅や工場の密集した市街地等であった。

営巣場所と採餌場所の二つの条件が満たされた環境の

増加したことがハクセキレイの定着 ・繁殖を可能にし

た原因のひとつと考えられた。

4. 神奈川県におけるハクセキレイの繁殖期は4月か

ら7月である。

5. 逗子市で2極の異種間つがL、による繁殖例と，鶴

見川下流で雑種の疑いのある，頭部の羽色パターンの

みだれた個体が2例観察された。異種間つがいによる

繁殖例や幸IHifiと考えられる個体，またはその疑いのあ

る個体は，ハクセキレイ が分布を広げ， 定着 ・繁殖し

ている県東部，すなわち，分布拡大の前進基地周辺で

見つかっている。そのような例は1979年以降観察され

るようになった。
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附 録 れた工場の屋根へ向かう（石井隆）。 6.v. 26. '85.南区

1. ハクセキレイの繁殖記録〔1970～1980〕 弘明寺，雌が大岡川でユスリカ幼虫等を集め，市街地へ

川崎市lVI. 23.’73.中原区上平間，餌をくわえて親 向かう（中村一恵〕。7.v. 29’85.戸塚区伐野lllJ，境川｜の

鳥が同ーの工場方向へ飛ぶ。2.VI.7.’76.高津区下野 川岸と隣接する畑で雌雄が餌を集め，市街地へ向かう。

毛キャノン玉川事業所の天丹ニ（地上約6m〕に営巣， 幼鳥2羽を連れたセグロセキレイのつがいが同じ畑で

親鳥が餌をくわえて出入りする。 3.VI.17.’77.高津区 採餌（中村一恵）。8.VI. 2.’85.保土ケ谷区仏向町相鉄

下野毛，昨年と同じ場所に営巣，この日巣立つ。 4.VI. 線和田町駅付近，成鳥l羽が10～15分間隔で餌を集め

20.’77.幸区塚越工場の屋根で幼鳥が親から給餌を受 に飛来する〔田丸義夫〉。9.VI. 2.’85.金沢区福浦，コソレ

ける（以上，中村， 1977〕。 5.Vll.18.’78.川崎区扇島， フ場2階スタンドに雌挺i；が出入りする （大場英男〕。

工場の屋根で成鳥2羽が幼鳥 2羽に給餌（矢田孝）。 10. VI. 3.’85.神奈川区鶴屋町，雛（杉山好平，野毛山動

横浜市6.VI. 28.’72.中区伊勢佐木町，独立 した 幼鳥 物園保護受。11.VI. 4’85港北区小机町鶴見川，雄が川岸

3羽。 7.Vll.17.’76.神奈川区守谷110＂，餌をくわ えた で採餌し幼鳥に給餌。12.VI.4.’85.同鶴見Ji[，雄が近

親鳥が高速道路のアンクソレ内に入る（中村，1977）。 くの水田で採餌し， 第三京浜の橋下内に運ぶ。 13.VI. 

8. V.16.’78.磯子区八幡橋，工場の屋根に成鳥 1羽が 4.’85.緑区川向町鶴見川，親鳥1羽と幼鳥1羽の群。

餌を運ぶ（田丸義夫〉。 9.Vl.13.’79.緑区折本町， 成 14. VI. 4.’85.緑区佐江戸町鶴見川， 雌がテトラポッ

鳥1羽が幼鳥2羽に給餌（石井隆〉。鎌倉市 10.VI. 8. 卜の上や土手の草むらから餌を集める。 15.VI. 4.’85. 

'80.大船， 水田に雌雄が15～20分間隔で餌集めに飛来 線区中山町，鶴見川と恩田川lの合流点， tltil親が幼鳥に

（田丸義夫）。 横須賀市11.VII. 30.’78.野比海岸，独立 給餌，付近にセグロセキレイのつがいと幼鳥1羽の群

した幼鳥2羽（中村， 1977）。 ，2. vr.11. ・1s.野比海岸， （以上，中村一恵）。16.VI. 8.’84.保土ケ谷区岩井町I惟

東京電力横須賀火力発電所の工場の屋根に削j鮒が出入 子川支流，雌が幼鳥に給餌〔石井隆〉。17.vr.10.’85.戸

りする。抱卵中？（中村一恵〉。 13.VI. 25.’78.佐原， 塚区公田町，雌と幼鳥3羽の群，親は稲荷川の川床で餌

成鳥 1羽と巣立直後と思われる幼鳥 2羽の群（川島 を集め，幼鳥に給餌（中村一恵、〉。 18.VI. 16.’84.西区楠

清〉。 寒川町 14.Vl.7.’78.相模川沿い，成鳥 1羽幼鳥 町新田間川で雄が幼鳥に給餌（石井｜二隆）。 19.VI. 16.’82. 

5羽の群，幼鳥は親に餌ねだりをする。15.VI.15.’78目 戸塚区品濃町， 雛（桜井順子，野毛山!fiil被l園保護受）。

一之宮， 旭ファイパーグラス工場内に営巣，成鳥が相 20. VI. 18.’84.緑区東方町・，維が畑で幼鳥に給餌（石

模川と排水路から餌を運ぶ（以上，浜口，1981)。 井隆〕。 21.VI. 20.’84.中区新山下JIIJ，雛 （来糸弘，野毛

山動物園保護受〕。22.港北区小机uo・，成鳥1羽が餌を
2. ハクセキレイの繁殖記録 （1981～1985〕 くわえて市街地へ向かう（石江馨）。 23.VII. 1.‘85.戸

川崎市lIV. 25. '85.川崎区殿lllT, tltllが多摩川河口の 塚区矢部町柏尾川，雄が水面や川岸から餌を集め，工

土手と 干潟に降りて巣材を集め，工場地帯へ向かう 場の屋根に向かう，近くに雌と幼鳥3羽の群，1羽に

〔中村一恵〕。2.v.中旬～VI.25.’84.高津区溝ノ 口東 給餌。24.Vll.1.’85.同阿久和Jll，雌却が川床の水た

急バス構内の整備工場棟の鉄骨上（約2.5m）に営巣， まりでユスリカ幼虫を集め，市街地へ向かう。25.

6月5日抱卵（4個）， 6月25日解化直後の銅13羽を確 VII. 1.’81.戸塚区回谷住友電工K.K.の倉庫に営巣，

認 （小海義明〉。3.VI. 11.’84.川崎区殿lllJ，多摩川沿 巣内に雛5羽，7月2日に巣立つ（以上，中村一恵〕。

いの工場内に少なく とも 2つがいが営巣，1つがいの 26. VII. 3.’84.瀬谷区瀬谷町境川， 幼鳥（石江馨〕。27.

雛は巣立っており ，干潟で親の給餌を受ける。他のつ VII. 4. '84.保土ケ谷区狩場町，雛 （閉村和子，野毛山

がいは干潟でゴカイ等を集めて工場内へ運ぶ（中村ー 動物園保護受）。 28.VII. 5.’84.緑区美しが丘多摩プラ

恵、）。 4.VII. 12.’85.高津区久地，平瀬川下流，幼鳥3 ーザ屋上，幼鳥を含む5羽の群， VII. 13.’84.緑区あ

羽，雌親が川床で採餌し，このうちの1羽に給倒。 こ ざみ野富士銀行屋上，幼鳥を合む5羽の群（以上，北

れより上流に雌親と幼鳥4羽の群，さらに上流に独立 川淑子）。 29.Vll.14.’85.神奈川区三ツ沢南町一神商

した幼鳥 1羽（中村一恵）。横浜市s.v.12.’84.緑区 事2階クーラー内に雄が餌を運ぶ（石江磐〕。30.VII. 

折本町モータープーノレの砂利士山でみ雌が採餌（？）し，近 21.’82.戸塚区中野町，東京電力変電所の屋上に雌雄

くのアノ4ートの雨どいの中に入る。同じ場所でセグロ が餌を運ぶ（中村一恵〉。 31.VII. 23. '84.港北区小机

セキレイ成鳥1羽が地上でハアリの類を集め，50m離 町， 雄続と行動する幼鳥，同じ場所にセグロセキレイ
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幼鳥（石江馨〉。32.VIII. 9.’83.神奈川区三沢上町，整

備工場屋根下，雛〔武田吾一，野毛山動物園保護受〕。

横須賀市33.V.19.’83.長坂，成鳥がl](EFIで採餌し，西

方向へ飛ぶ（鈴木茂也）。34.v. 21.’84長沢，京急、長沢

駅フォームの鉄骨支柱に営巣，親鳥が餌を運ぶ（JIJ島

逸郎〕。 35 目 V.26. ’85. 津久~:J:浜，成鳥 2 羽が餌を運ぶ

（田丸義夫）。 36.VI. 4.’85.夏品町日産自動車追浜工場

内に営巣，雌が排水処理場で餌を集めて運ぶ（田中和

徳〉。 37.VI. 7.’85.田浦i!IJ,自衛隊第 2術科学校前の

川で成鳥2羽が採餌し，幼鳥3羽に給餌。 38.VI. 9. 

'85.佐島，雄と思われる成鳥が砂浜にいたえ！J鳥に給餌

〔以上，鈴木茂也〉。 39.VI. 26. '85守深田台， 文化会館

屋上，雌雄のうち雌が屋上のコケをむしったり，植込

みから巣材をさがす。 40.VI. 26. '85.舟倉IHJ平作JIJ,

削が川床で餌を集め，え！1鳥2羽に給餌，他に独立した

幼鳥4羽，近くの同じ場所にセグロセキレイのつがし、

と幼鳥 1羽，雌が幼鳥に給餌（以上，中村一恵〕。41.

VII. 8.’85.長沢，京急、長沢駅の屋根に親鳥が餌を運ぶ

52. VI. 15.’85.大庭船地蔵，親鳥2羽が小糸JIJの橋下

の中に餌を運ぶ（浜伸二郎〉。53.VI. 26. '85.大庭引地

川で親鳥が幼鳥に給餌（高橋和也〉。茅ケ崎市54.VI. 

9.’85.室田， 1Jく同の中に住宅のあると ころで成鳥が幼

鳥に給餌〔新倉三佐雄）。 平塚市 55.VI. 3. 81.久領炭

相模JIJ沿L、から併をく わえた 1羽が工場のタンクの隙

聞に入る（浜口，1983）。56.VI. 10. '85.大神，雄が人

家の屋根にいる幼鳥に給餌， 1980年頃から繁殖してい

る（門！協力11津子〉。 57.VII. 23.’81.大原， フライキャ

ッチで引火用水簡の虫を捕え，幼鳥2羽に給餌（浜にI,

1983〕。座間市58.VI. 22.’85.栗原，成鳥1羽幼鳥2羽

の群（唐沢良子〕。大和市59.VI. 10.’83.福田引地川，:Mt

が幼鳥に給餌（梶谷謙太郎〉。相模原市60.V. 30. '85.下

九沢2 親鳥と行動する幼鳥（富沢保治〉。津久井町61.

VII. 15.’85.津久井湖三井大権，幼鳥（石江馨〕。小田

原市62.VIII. 6.’85.中新田酒匂川飯泉桜，i'JJ烏2羽

（室伏友三〕。

。｜｜島逸郎〉。 三浦市42.V.15.’82.城ケ島，成鳥雄が 3. セグロセキレイの繁殖記録

虫をくわえて飛ぶ〔小海義明）。逗子市43.v.下旬84. 鎌倉市l.v. 20. '85.玉縄，国鉄大船駅フォ ームの屋根

逗子，成鳥が田越川で餌を集めて運ぶ（佐藤望〉。44. に営巣， ~tfl :MI とも柏尾川で餌を集めて運ぶ（中村－

VII. 12.、85.逗子，回越川の川岸で附lが餌を集め，市 恵〕。2.v. 21’85.台，東洋化学工場lこ蛍巣，おflを保護

街地へ向かう（中村一恵）。鎌倉市45.VI. 4.’84.手広， （篠原幸子〉。 3.V. 27.’83.岡本，成鳥が餌をくわえて

工場の倉庫のひさしに営巣，6月11日巣立つ υIJ井悦 変電所内に入る（樋口 ・中村， 1983〕。4.VI. 2.山崎，

子〉。46.VI. 10.’81.寺分，回鉄犬船工場の鉄骨（約4.5 成鳥1羽幼鳥 l羽の群（石江馨〕。 横浜市5.VII. 2.’81. 

m）に営巣，雌雄がガガンボ科の民虫を多く運び，3 戸塚区笠間fllJ三井東圧K.K.内で雌雄と幼鳥 1羽のj洋

羽の雛に給餌，6月15日頃巣立つ。47.VI. 21. '81.大 （中村一恵〕。 逗子市6.VI. 9.・85.山の様，成鳥が排水

船柏尾川支流で採餌する幼鳥3羽〔以ヒ，中村一恵〉。 滞で餌を集めて運ぶ〔圧｜中和徳〕。葉山町7.VII. 7.’85 

藤沢市48.V.12.’85.大庭， IUIが問んぼにいる幼鳥に 長柄，幼鳥，6月9日に同じ場所で成鳥 1羽（鈴木茂

給餌（浜伸二郎〉。 49.V.18. '85.川名，ヤマハ藤沢セ 也〉。横須賀市8.IV. 29.’84.長沢北部，電々公社の屋

ンターの看板の中に羽毛を運ぶ〔線問， 1985，藤沢探 上に営巣〔？〕，水田から巣材を運ふ；（宮脇〕。9.V.11. 

鳥クラブ四季報No.38〕。50.V.1・’85.辻堂新町遊歩道 ’85. 久村， ~til 却が工場外壁の穴に餌を運ぶ（田中和徳〉。

上で親鳥が幼鳥に給餌（高橋和也）。 51・YI.4.’85.下 l O. VI. 26. '85.苅倉町平作JI[,j世主ftと幼鳥 1羽の1洋，

土棚，水田にいた 2羽のうち 1羽が稲株から巣材を採 ~titが幼鳥に給餌（中村一恵〉 。

取し，いすず自動車工場の方角へ向かう（溝部泰子〉。
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神奈川自然誌が｜ 7 : 15～18, Mar. 1986 

厚木市におけるヤマセミの生態調査

一一採餌と営巣の場所について一一

神保健次・神保 忍 ・山 崎良子

Ecological Survey of the Japan巴sePied Kingfisher in Atugi 

Kenji ]INBO, Shinobu ]INBO and Ryoko YAMAZAKI 

はじめに の測定はヤマセミの非繁f1i'UIJ'Jと推定される10～12月の

筆者らは神奈川県厚木市でヤマセミ Cerylelugub円S 聞に行った。

の生態調査を続けている。本種は一般に四季にわたっ

て領域を守り， 一つの渓流一つの湖沼に一番くらいし 2. 調査結果

か生息しない（清楼，1978）。神奈川県においては丹 1）餌場を中心とした行動範囲

沢や箱恨などの山聞の渓流に多い烏で，カワセ ミがー 調査の結果，玉川地区には一番のヤマセミが生息し

時激減した時もさいわい農薬などの影響を受けずに済 ていることが明らかになった。 このヤマセミには場所

んだ〔中村， 1980）。このタljは， その生息、で良好なる 的lこ離れた 7か所の採餌場所が観察された（図 1）。

自然環境が指標されていることの証ともいえる。 ヤマセ ミはー7か所ある採餌場の内4か所を繁殖期，3

一方，観察を続けているヤマセミは， 開発が進んで か所を非繁殖期に分け利用していた。つぎに観奈され

し、る；農村地帯の人為的環境の中に周年生息し繁殖して た採餌場所について以下に述べる。

いる。筆者らはそこに注目すべきものがあると考え， (1) 繁殖期の採餌場

当地域での本種の定着度を追求している。本報ではこ ヤマセ ミの繁殖時期はこれまでの矧祭結果から判断

れまでに観察することの出来た行動｜習と巣穴について し3月から 9月頃までと推定される。この時期本砲は

報告したし、。 玉川地区を流れる日向JIJ，七沢川沿いに一定の場所を

確保し，この場所で頻繁に魚、を採餌するのが観察され

1. 謂査場所および調査方法 た。その場所は七沢川の下流に1か所，日向川lの中流

調査士山は神奈川県厚木市玉川地区である（図 1）。 および下流でそれぞれ 1か所，計3か所が観察された

この場所は厚木市街地、ら北西約5kmで，丹沢山塊の主 （神保ら，1985）。 3か所の採餌場は日向川，七沢川沿

要峰の一つである大山 （1245m〕の東部山鐙に位置し いの約2.5 kmの一範囲でbあった。なお，ヤマセミがここ

日向川，七沢川の下流域でもある。付近は住宅地等の で捕えていた魚種はオイカワとアブラハヤであること

増加てや環境改変が著しL、。 が観察された。

観察は1981年7月か句＇HJ85年lOJJまで行った。この 繁殖期にヤマセ ミが硲保していたもうひとつの採餌

聞の観察総回数は 132日であ った。 場所は3 神奈川県立自然保護センターが雀：rmしている
ヤマセミを発見した場合，双眼鏡（8倍）と望遠鏡（20 池（面積，1988ni〕である（図1〕。 この池は休刻｜回

倍〕 で観察した。観察していた倒休が移動した場合 であ った所を1981年に整備して設置した場所である。

は，追跡によりその個体を発見し移動前と移動後のそ 水鳥の誘致をその目的のーっとしているため，池には

れぞれのA位置を 2.5万分の lの地図仁に記録した。 餌用のフナ，モツゴ等の 小魚、が定期的に放されてい

調査地で本種の巣穴（不完全なものも含む。〉が発 る。この場所でヤマセミが頻繁に観察されるようにな

見された場合は，造巣されている崖の長さ を巻尺で測 ったのは， 1982年4月からであった。これまでの調査

定，その位置を 2.5万分の 1の地図上に示した。巣穴 でヤマセミがここで魚、を捕える期間は， 3月～9月ま

15 



｛古

)II 

村

至宮ヶ瀬

至
大
山

伊勢原市

調査地点

＊非繁殖JYJに探知lをしていた場所

古巣穴が観察された場所

山
UI
 

女

500 !OOOm 

図l 調査地とヤマセミの巣穴の分布

r'l't正

での約7ヶ月間であることが観察された。この間，池

でヱjs:種が捕えていた主な魚種はフナであった。

(2) 非繁殖期の採餌場

ヤマセミの非繁殖期はこれまでの観察結果から判断

し， 10月から 2月頃までと推定された。この期間，本

種が利用していた採餌場は玉川地区に存在するニジマ

スの養魚、場の池であった。その場所は日向川中流に1

か所，七沢川中流に2か所，計3か所であった。いず

れの養魚、場の池でもニジマスを餌食する本種が頻繁に

観察された。

ところで，本穫がニジマスを揃えていたそれぞれの

養魚、場〔図 1）では， 毎年10月～12月にかけ15～25C皿

に成長したニジマスの亜成魚を池に放している。

一方，ヤマセミがそれらの池で捕食していた魚の大

きさは，約15～20Clllで前述した期間に放されたニジマ

スの大きさと一致し， ヤマセミがその魚、を採倒してい

16 

ることが観察された。

3. ヤマセミの巣穴の分布

ヤマセミはカワセミと同様に土の崖に巣を堀り営巣

する鳥である。玉川地区にはカワセミも周年生息し繁

殖しており ，2種の巣穴がある崖も発見された。西村

〔1979〕によれば， カワセミ とヤマセミの問で巣場所

をめぐる競争が存在する可能性もあるというが， ここ

ではヤマセミの巣穴についてだけ述べる。

さて，本種の巣穴の分布であるが， 玉川地区におい

て発見されたヤマセミの巣穴の数は7か所の崖に9巣

〔3巣は同じ越さに造巣〉であった。 図lに示すように

9巣はし、ずれも日向川，七沢川沿いの崖に造巣されて

いた。これらは玉川地区に生息する同一番により造巣

されたものであることが推察された。

つぎに，ヤマセミが1主に巣穴を堀る場合崖の大きさ



図2 巣穴（矢印〕 と魚を運ぶヤマセミ

がその造巣に関連するかを検討するため，巣穴が発見 と歴然とした差が示され，ヤマセミが造巣の対象とす

された崖全部の大きさを測定したところ， その値は局’ ると考えられた崖の存在数は， 人工出の方が多かっ

の横幅10-30m ( 2), 30-50m (5), 50ー70m〔2) た。

で崖の高さは3-5m(1), 5-lOm (2), 20-30 ところで， ヤマセミはJilからlOOOm以上限れた崖も

m (3), 30-40m (3〕（カッコ内は例数〕で，本種 よく利用するという（西村， 1979〕。そこで，ヤマセ

の巣穴はl，、ずれもlOm以上の横幅がある崖に観祭され ミの巣穴が存在していたJJ:Oの位置から，木艇が繁殖期

た。また， W：の高さからヤマセミが示した造巣例で に示した採餌場（図 1）までの最短距縦を求めた。そ

は，3m以上のj一位にその巣穴が観察されたのに対しそ の結果，採飼場から500m以内Jこ4巣，550m以とに5

れ以下では観察されず，ヤマセミ は高さ2m以上の主主 巣が観察された。このことはヤマセミはJilから550m 

に多く造巣するとL寸西村（1979）の示す範囲とほぼ 以遠の注でも 500m 以内の崖でも同程度の造巣率を示

一致した。このことから判断し木程が造巣する崖の選 すとL、う西村 （1979〕の示す範囲と一致していた。

択はその大きさに関係していることが推察された。 ー なお，採餌場から巣穴までの距離が最も近い例は約

方，ヤマセミが造巣していたLiY／自然崖か人工jよかを 30m, これに対しその距雌が最も遠方だったのは約

調べたところ，池あるL、はJil沿L、に存在する自然の崖 1800mの例であった。

には 1fJiJも観察されなかった。巣穴が発見された崖は

し、ずれも宅地造成等で出来たいわゆる、人工j主、であ 4. 巣の形 態

った。ヤマセミが造巣する Li~の選択は，これまでの観 ヤマセミの巣穴を測定したところ，その値は巣穴の

察で崖自身の大きさに関係している可能性があること 入口は縦径11ー14つm(5), 15-lS:m (4），秘径12ー

は先にも述べた。 そこで， 調査地域に存在する 3m 15C皿（2 ) , 16 22 ;m ( 7 ) , トンネノレの長さは産室を

（高さ）以上のLi＇ーを探し本経の造巣に可 能と考えられ 合め130 169つ皿（6〕（カツコ内は例数）であった。

たものだけについて，自然出か人工定かに分けその数 なお， トンネノレの深さが15-30:mと短し、ものが3例

を比較してみた。その結果，前者が17例，後者で45例 あり ，これはその深さから椴察し完成巣とは考えられ
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なかった。

まとめ

動物がふつう生活している地域は，一般にその動物

の行動圏と呼ばれている（111岸， 1976〕。筆者らは，

厚木市玉川地区に生息する ヤマセ ミの行動｜習を調査

し，本報では行動圏の中の採餌と営巣場所について報

告した。

既に論述したことで霊復するものも多いが，これま

での観察結果からヤマセミの行動圏を検討してみた

い。先にも述べてきたように，本種には魚、を捕える一

定した採餌する場所が7か所あった。 7か所の採餌場

は，繁殖期と非繁殖期で利用される場所が明確に区別

され，ヤマセミはその時期に合せ，それぞれの採餌場

を往復していることが観察された。このことは，ヤマ

セミの行動圏がその時期によ って変化することを示

す。つまり ，近い採餌場を利用する繁殖期の行動範囲

は小さく，これに比較し，その距離が離れる非繁嫡期

の行動範囲は大きくなることが考えられる。

ところで，本種の繁殖期の採餌場は日向JI!，七沢川

などであったことは前述した。この期間ヤマセ日立こ

こで魚、を捕え雛を育てる。このことは，本種の繁猫と

生存lこ必要な量の魚、がこの河川に生息していることを

示し，餌とする魚、の確保など，その条件さえ強えば，

著しく都市化が進んだ地域を除きヤマセミの生息は可

能であることを示した例といえよう。

一方，これに関連し，ヤマセミが造巣していた場所

は，宅地造成等によって発生した土の崖での観察例が

多い。このことは，崖に巣穴を掘って営巣するという

生態的習性を持つ本種にとって，都市化の進行によっ

ていわば副次的にもたらされた都合のよいJl:がこの地

域に多いことが示されている。

最後に，玉川地区の開発は今後も進み人工環境が拡

18 

大することが予想される。今後さらに観察を続けて多

くの資料を集積し，これを解析することにより，ヤマ

セミがその環境に示す動向を考察する必要がある。
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横浜市野毛山動物園で保護された野生傷病烏

一－1971-1985-

竹 内 敏夫 ・原 久美子

Wildbirds Relieved by Nogeyama Zoological Gardens of Yokohama 

Toshio TAKEUCHI and Kumiko HARA 

はじめに Dec. 1, 1982 旭区．

横浜市野毛山動物園でt，昭和46年（1971）以来， 4. ミズナギドリ科 PROCELLARITDAE 

神奈川県から，野生傷病鳥獣の保護事業を委託されて 1. フノレマカモメ Fulinarus glacialis 

L、る。1971年から1981年の問に保護された鳥類につい Nov. 12, 1973 不明．

ては，先に目録を発表したが（堀・金子，1981〕，その 2. オオシロハラミズナギドリ Pterodroina exte問。

後の5年間に新たに32極が追加されたので，以前の記 Aug. 18, 1983 鎌倉市

録を合せ，15年間の実績としてまとめてみた。 3. シロハラミズナギドリ P. hyρoleuca 

日本国内で観察できる鳥は約500種とされているが Sep. 18, 1972 港南区

本県ではそのうちの約5分の3にあたる55科309極が 4. ヒメシロハラミズナギドリ P. longirostris 

観察報告されている（柴田，1982）。本闘で保護され Oct. 10, 1982 小田原市．

た種類は42科158種で県内産鳥類の半数以上にあたっ 5. オオミズナギドリ Calonectris leucomelas 

ている。中には通常， 本県では観察の難しい種類も合 Oct. 11, 1972 （自然保護課〕

まれているので， 本目録が資料として役立てば幸L、で 6. ミナ ミオナガミズナギド リPuffi抑制 bullerz

ある。なお， 一部に県外で保護されたものも含まれて Jun. 11, 1984 西区

L、ることをつけ加えておく。 7. ハイイロミズナギドリ P.g円seus

Jun. 27, 1984 中区．

保護鳥類目録 8. ハシボソミズナギドリ P. tenuirostγZS 

アビ目 GAVIFORMES Jul. 30, 1971. 

1. アビ科 GAVIIDAE 5. ウミツバメ科 HYDROBA'l'IDAL: 

1. アビ Gavia stellata Aug. 5, 1972 中区 1. コシジロウミツバメ Oceaηodroina leucorhoa 

カイツプリ目 PODICIPEDIFORMES Nov. 4, 1972 中区．

2. カイツブリ手ヰ PODlCIPITIDAE 2. クロコシジ ロウ ミツバメ 0. casti’0 

1. カイツブリ Podiceps問」向collis Jul. 2, 1985 横須賀市

Mar. 31, 1979 港南区 ペリ カン目 PELECANIFORMES

2. アカエリカイツブリ P. g円segena 6. カツオドリ干ヰ SULIDAE 

Feb. 25. 1973 緑区． 1. アカアシカツオドリ Sula sula 

3. カンム リカイツブリ P. cristatus Aug. 27, 1975 1鳥見区．

Oct. 27, 1984 緑区． 7. ウ不｜ PHALACROCORACIDAE 

ミズナギドリ目 PROCELLARIIFORMES 1. ウミ ウ Phalacrocorax filamentotas 

3. アホウドリ科 Dw1rnDEJOAE Dec. 20, 1972 三浦市．

1. コアホウドリ Di01刊edeaimmutabilis コウノトリ目 CICONIIFORMES 
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8. サギ科 ARDEIDAE 

1. ヨシゴイ Jxobrychus sinensis 

Sep. 21, 1972 不明．

2. オオヨシゴイ I. eurhythmus 

Sep. 30, 1984 中区．

3. ミゾゴイ Gorsakius goisagi 

Apr. 4, 1971 瀬谷区

4. ゴイサギ Nycticorax nycticorax 

Jul・ 18, 1971 鶴見区．

5. ササゴイ Butorides striatus 

Jul. 25, 1972 鶴見区．

6. アマサギ Bubulcus ibis 

May. 4, 1971北海道．

7. ダイサギ Eg何ttaalba 

Dec. 18, 1976鶴見区．

8. チュウサギ E. intermedia 

Nov. 3, 1982 海老名市．

9. コサギ E. garzetta 

Jun. 21, 1971保土ケ谷区．

10. アオサギ Ardea cinerea 

Aug. 26, 1984 兵庫県

ガンカモ目 ANSERIFORMES 

9. ガンカモ科 ANATIDAE 

1. コハクチョウ Cygnus columbianus 

Dec. 6, 1971 （県林務課〉．

2. オシドリ Aix galericulata 

May. 7, 1973川崎市．

3. マガモ Anasρlatyrhynchos 

May. 28, 1974戸塚区．

4. カノレガモ A. 1りoecilorhyncha

Nov, 3, 1975中区

5. コガモ A. crecca 

Jan, 17, 1975 不明．

6. ヨシガモ A. falcata 

Jan. 19, 1973川崎市．

7. オナガガモ A. acuta 

May. 7, 1973川崎市．

8. ハシピロガモ A. clypeata 

Nov. 14, 1982. 

9. ホシハジロ Aythya fe門問。

Nov. 7, 1973港南区．

10. キングロハジロ A. fuligula 

Nov. 11, 1981相模原市．

11. スズガモ A. marila 
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Nov. 3, 1982横須賀市，

12. クロガモ Mela向ittanzgra 

Jan. 4, 1975横須賀市

13. ビロードキンクロ M. fusca 

Feb. 29, 1972保土ケ谷区．

14. ウミアイサ Mergus serrator 

Jan. 18. 1974鎌倉市

ワシタカ目 F ALCONIFORMES 

10. ワシタカ科 AcCIPITRI DAE 

1. トビ Milvus migrans 

May. 19, 1972鶴見区．

2. オオタカ Accipiter gentilis 

Dec. 10. 1681大和市．

3. ツミ A. gularis 

Oct. 17, 1976中区．

4. ハイタカ A. nisus 

Nov. 1. 1976西区

5. ノスリ Buteo buteo 

Nov. 19, 1973港南区

6. サシノく Butastur indiα~s 

Oct. 3, 1972神奈川区

11. ハヤブサ平ヰ FALCONIDA!l 

1. ハヤブサ Falco 1うeregrinus

Apr. 20, 1973戸塚区．

2. チゴハヤブサ F. subbuteo 

Jun. 17, 1975港南区．

3. チョウゲンボウ F. tinnunculus 

Jun. 17, 1972 （県林務課）．

キシ目 GALLIFORMES 

12. キギ平ヰ PrraSIANIDAE 

1. ウズラ Coturnix coturnix 

Jul. 23, 1972戸塚区．

2. コジュケイ Bambusicola thoracica 

Sep. 29, 1972 不明．

3. キジ Phasianus versicolor 

Jun. 13, 1971.金沢区．

ツル目 GRUIFORMES 

13. クイナ科 RALLIDAE 

1. クイナ Rallus aquaticus 

Apr. 18, 1975横須賀市．

2. ヒクイナ Porzana fasca 

Sep. 29, 1971不明

3 ノ4ン Gallinulachloropus 

Apr. 22, 1973川崎市．



4. ツノレクイ ナ Gallicrex cmerea 

Oct. 13, 1972鶴見区

5. オオパン Fulic.αatra 

Oct. 4, 1985藤沢市．

チドリ目 CRARADRIIFORMES 

14. タマシギ干ヰ RosTRATULIDAll 

1. タマシギ Rostratula benghalensis 

Jul. 6, 1975港北区．

15. チドリ科 CHARADRIIDAll 

1. シロチドリ Charadrius alexandrinus 

Sep. 9. 1984茅ケ崎市．

2. メダイチドリ C. mongolus 

Apr. 29, 1979茅ケ崎市．

3. ムナグロ Plnvzalis dominzca 

Oct. 27, 1978川崎市．

16. シギ干ヰ ScoLOPACIDAll 

1. トウネン Calidris叩 :fficollis

Sep. 7, 1985川崎市．

2. ハマシギ C. alpina 

Dec. 14, 1979鶴見区

3. オパシギ C. tenuirostris 

Sep. 28, 1980茅ケ崎市．

4. タカブシギ Tringa glareola 

Sep. 29, 1975南区．

5. キアシシギ T. brevipes 

May. 28, 1973緑区

6. イソシギ T. hypoleucos 

Aug. 8, 1976中区．

7. オグロシギ Limosa limosa 

Apr. 30, 1982中区．

8. オオソリハシシギ L. la1う＇Ponica

Sep. 22, 1979川崎市．

9. ホウロクシギ Numenius madagascariensis 

Mar. 29, 1979横須賀市．

10. チュシャクシギ N.ρhaeoρus 

Sep. 4, 1977横須賀市．

11. ヤマシギ ScoloJうaxrusticola 

Nov. 9, 1973保土ケ谷区．

12. タシギ Gallinago gallinago 

Apr. 14, 1973西区．

13. オオジシギ G. hardwickii 

Apr. 19, 1978港南区．

17. ヒレアシシギ科 PHALAROPODIDAll 

1. アカエリヒレアシシギ Phalaropus lobatus 

Sep. 17, 1972 （県林務課〉

18. カモメヰヰ LARIDAE 

1. ユリカモメ Larus ridibundus 

Dec. 30, 1972旭区．

2. セグロカモメ L. argentatus 

Jan. 21, 1972川崎市．

3. カモメ L. ca刀us

Apr. 9, 1979逗子市．

4. ミツユピカモメ L. tridactylus 

Dec. 19, 1976中区．

5. アジサシ Sterna hirundo 

Aug. 27, 1974品川区．

6. セグロアジサシ S. fuscata 

Aug. 28, 1974鎌倉市．

7. コアジサシ S. albifrons 

Aug. 21, 1974鶴見区．

19. ウミスズメ平ヰ ALCIDAE 

1. エト ロフウミスズメ Aethia cristatella 

Apr. 3, 1979 中区．

2. エ トピリカ Lunda cirrhata 

Jun. 15, 1974中区．

ハト目 COLUMBIFORMES 

20. ハ ト手ヰ CoLu旺BTDAE

1. ドノく ト Col仰向baLivia 

Dec. 26, 1972中区．

2. キジノ〈ト Strep toρelia orientalis 

Jun. 10, 1971神奈川区．

3. アオノ〈ト Sphenurus sieboldii 

Jan. 7, 1927神奈川区

ホトトギス目 CUCULIFORMES 

21. ホトト ギス手ヰ CucuLJDAE 

1. ジュウイチ Cuculus fugax 

May. 26, 1982緑区

2. カッコウ C. canorus 

Sep. 2, 1978葉山町

3. ツツドリ C. saturatus 

Aug. 30, 1980綾瀬市．

フクロウ目 STRIGIFORMES 

22. フク ロウ科 STRIGTDAE 

1. シロフクロウ Nyctea scandiaca 

Nov. 23, 1983アリ ューシャン列島．

2. トラフズク Asio otus 

Nov. 23, 1976川崎市．

3. コミミズク A. flai抑制eus
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Mar. 11, 1978神戸市．

4. コノハズク Otus scops 

Nov. 14, 1972大田区

5. オオコノハズク 0. bakkai河oena

Nov. 7, 1972中区ー

6. アオパズク Ninox scutulata 

Nov. 4, 1972中区．

7. フクロウ Strix uralenszs 

Jul. 17, 1971瀬谷区

ヨタカ目 CAPRIMULG IFORMES 

23. ヨタカ手ヰ CAPRIMULGIDAC 

1. ヨタカ Ca戸川mulgusindicus 

Oct. 17, 1972旭区

アマッハメ目 APODIFORMES 

24. アマツバメ科 APODJDAE 

1. ヒメアマツバメ Aρus a/finis 

Sep. 25, 1985藤沢市

2. アマツバメ A.ρacificus 

Sep. 11, 1978港北区．

ブッポウソウ目 CORACIIFORMES 

25. カワセミ宰↓ ALOCOINTDAC 

1. ヤマセミ Ceryle lugub門5

Fed. 23, 1972 （県林務課）．

2. アカショウビン Halcyon coromanda 

Jun. 19, 1972 不明

3. カワセミ Alcedo atthis 

Jun. l, 1974 （自然保護課〉

26. ブッポウソウ科 ConAOJ 1DAE 

1. ブッポウソウ Eurystomus orientalis 

Sep. 18, 1976津久井郡．

キツツキ目 PICIFORMES 

27. キツツキ手ヰ PrcroAE 

1. アオゲラ Ficus a卸okera

Jul. 19, 1977鎌倉r!i.

2. コゲラ Dendrocopos kizukz 

May. 26, 1980静岡県

スズメ目 P ASSERIFORMES 

28. ヒバリ科 ALAUDJDA!l 

1. ヒバリ Alauda arvensis 

Nov. 15, 1972西区．

29. ツバメ科 HmuNDJNTDAE 

1. ツバメ Hirundo問 stica

May. 13, 1971西区．

2. コシアカツバメ H. dau円ca
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Sep. 17, 1972 （県林務課〉．

3. イワツバメ Delichon urbica 

Aug. 27, 1974鶴見区．

30. セキレイ科 MOT企OILLIDAE

キセキレイ Motacilla cinerea 

Jun. 15, 1972神奈川区

2. ハグセキレイ M. alba 

Jun. 12, 1978西区．

3. セグロセキレイ M. grandzs 

Feb. 17, 1983平塚市

31. ヒヨ ド＇）；科 PYONONOTIDAE 

1. ヒヨドリ Hypsipetes amaui otis 

Jul. 4, 1971磯子区

32. モズ科 LANTTDAC 

1. モズ Lanius bucephalus 

Oct. 16, 1972中区．

2. アカモズ L. cristatus 

Oct. 16, 1972西区

33. レンジャク科 BOMBYOILLJDAE 

1. ヒレンジャク Bombycilla ja1うonica

Apr. 10, 1982相模｝京r!1.

34. ヒタキ科 Muso10APIDAE 

1. コマドリ Erithacus akahige 

D巴c.1, 1976 c自然保護課〉．
2. ノゴマ E. callioJう6

Oct. 29, 1980鎌倉市．

3. ジョウビタキ Phoenicurus auroreus 

Jan. 23, 1973戸塚区．

4. イソヒヨドリ M onticola solitarius 

Dec. 21, 1981中区

5. トラツグミ Turdus dauma 

Oct. 30, 1972神奈川区．

6. クロツグミ T. care/is 

Oct. 21, 1981西区

7. アカハラ T. chrysolaus 

Dec. 19, 1973磯子区

8. シロノ、ラ T. pallidus 

Nov. 3, 1983鶴見関．

9. 7 ミチャジナイ T. obscu1 us 

Oct. 14, 1980旭区

10. ツク’ミ T. nau1河anni

Nov. 20. 1975港北区．

11. ヤブサメ Cettia squai叩eiceps

Oct. 22, 1983保土ケ谷区．



12. ウグイス c. diρhone 
Nov. 15, 1972西区．

13. オオヨシキリ Acrocejうhalusarundznaceus 

Sep. 22, 1985金沢区

14. jポソムシクイ Phylloscopusborealis 

Mar. 30, 1978 （自然保護課〕．

15. センダイムシクイ P. occipitalis 

May. 7, 1978港北区．

16. キビタキ Ficedula narcisszna 

Oct. 12, 1972 

17. オオノレリ Cyanoptila cyanomelana 

May. 1. 1973 （自然保護課〉．

18. サメビタキ Muscica1うasibirica 

Oct. 14, 1979西区．

19. エゾビタキ M.g円seisticta

Oct. 27, 1985中区

20. コサメビタキ M. latirostris 

Oct. 5, 1973西区．

21. サンコウチョウ Terρsiρhoneatrocaudata 

Sep. 20, 1983西区．

35. エナガ科 AEGITHALIDAE 

1. エナガ Aegithalos caudatus 

Fed. 10, 1974港北区．

36. シジュウカラ科 PARTDAE 

1. ヒガラ Parus ater 

Dec. 22, 1972戸塚区．

2. ヤマガラ P. varius 

Jan. 15, 1974大和市．

3. シジュウカラ P. major 

Jun. 30, 1974鎌倉市．

37. メジロ午ヰ ZosTEROPIDAE 

1. メジロ Zosterops jaρonica 

Nov. 15, 1973西区ー

38. ホオジロヰヰ EMBERIZ!Dλg 

1. ホオジロ Emberiza cioides 

Nov. 7, 1982港南区

2. カシラダヵ E. rustica 

Aug. 20, 1980神奈川区．

3. アオジ E. sρodoce戸hala 

Jul. 1, 1975磯子区

4. クロジ E. variabilis 

Oct. 30, 1984港北区．

39. アトリ科会 FRINGILL!DAE 

1. アトリ Fringilla montifringilla 

May. 1, 1972不明．

2. カワラヒワ Ca打iuelissinica 

May. 29, 1973西区．

3. 7ヒワ C. spin.us 

Dec. 22, 1972戸塚区．

4. イカノレ Eophona 1うersonata 

Jun. 30, 1974茅ケ崎市．

5. シメ Coccothraustes coccothraustes 

Feb. 13，鎌倉市

40. ハタオリドリヰヰ PLOCEIDAE 

1. スズメ Passer montanus 

May. 30, 1972西区．

41. ムク ドリ干ヰ STURNIDAE 

1. ムク ドリ Sturnus cineraceus 

May. 7, 1972中区．

42. カラス科 CORVIDAE 

1. オナガ Cyanopica cyana 

Aug. 6, 1971神奈川区．

2. ハシポソガラス Corvus corone 

Mar. 29, 1972地区．

3. ハシブトガラス C. macrorhynchos 

Nov. l, 1972旭区．

おわりに

今回の報告では42科となり，先に報告した41不｜より

1科増えているが，この内訳は，ツグミ科とウグイス

科の2科がヒタキ科に含まれ， 新たにヒレアシシギ科

が作られたことと，レンジャク科とアホウドリ平｜の2

科が新しく記録として増えたためである。

エトピリカとエトロフウミスズメは先の報告のとお

り，保護場所が本牧坤顕であり自然渡来と考えにくく

叉，シロフクロウに関しても保護場所がアリューシャ

ン列島のキスカ島沖の船上という ことがはっきりして

おり， 船で持ち込まれたものとして解釈していただき

たい。その他，本県では初記録となったミズナギドリ

科のオオシロハラミズナギドリ（中村他，1984),ミナ

ミオナガミズナギドリの2種は，強風の後迷行して衰

弱したところを県内で保護され持ち込まれたものであ

り，これらに関しては今後何らかの参考記録になると

思う。この保護事業はこれからも続けられることにな

るので， i渡りのシーズンや，台風等の強風の後で保護

された県内では観察されにくい鳥も合め順次報告した

し、と思う。

終りに，一部の極の同定に協力くださった神奈川県
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立博物館中村一恵専門学芸員に感謝いたします。 中村一恵 ・大坂豊・竹内敏夫 1984 1983年の台風

5号により神奈川に漂着した海鳥について，

神奈川自然誌資料〔5): 50-53. 文献

堀 治 ・金子富治 1981 横浜市野毛山動物園で保 柴田敏隆 1983 かながわの鳥，かもめ文庫．

穫された野生傷病烏 1971～1981 神奈川 （竹内敏夫：横浜市金沢自然公園，原久美子：横浜市

自然誌資料（ 2) : 31 35. 野毛山動物園）
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神奈川自然誌資料 7 : 25～35, Mar. 1986 

神奈川県における地上棲小型晴乳類の水平

および垂直分布について

小 林峯 生・小宮山 仁

Notes on Horizontal and Vertical Distribution of Small Mammal in Kanagawa Pref. 

Mineo KOBA Y ASH! and Hitoshi KOYIIYAMA 

は じめに

県下に棲息する地上楼小型哨乳類に関する調査報告 ことにした。

のうち，ほぼ全県的に調査したものは，今泉他（1980) 4) 各種についての採集記録は採集地名（標高） ，

が最も新しい。その後， 現在に至るまで報告されてい 採集者またはデーター出典文献の順に明記した。

ない。そこで県下全域にわたって集めた資料として

は， 県立博物館が多年にわたって集めた資料があるの 考 察

で， その資料データーをベースにして田代 〔1961），今 食虫目 INSECTOVORA

泉他（1964,1966, 1980），小林 ・北原〔1968〕，小林 食虫目では トガリネズミ科 Soricidaeに属するジネ

(1974〕，小林・山口（1971），大類（1981，未発表） ズミ Crociduradzinezumiとカワネズミ Chimarro-

山口（1981）などのデーターを加えて，県下に桜息す galeρ！atycephalaの2種，モグラ不lTalpidaeに属す

る地上棲小型口市乳類の水平および垂直分布の現状を検 るモグラ Magera 加ogura，ヒメヒミズ Dymecodon

討した。その結果をここに報告する。 ρilirostris，ヒミズ Urotrichusta幼aidesの5種が県下

報告に先だち，データーを提供してくださった伊豆 には棲息する。モグラ科の一種ミズラモグラ Eurosー

シャボテン公園大類正久氏，採集に協力していただい captor mizuraは PEYS］｛が横浜付近で採集したとい

た東京農業大学教養課程生物研究室北原正宜講師おょ う記録（今泉， 1963）があるだけで，その後， 採集し

び県立博物館山口佳秀主任学芸員， 相模原市役所新~=1-: たとL寸記録はない。しかし，今泉（1963〕はとP;rysR

一政氏に心から感謝する次第である。 氏が採集した横浜付近というのは丹沢か箱根ではある

まいか。恐らくこの地帯にも棲息していると思七と

調査方法および記録方法 述べている。トガリネズミ類も丹沢に桜息していると

l〕 地上楼小型晴乳類とは今泉他（1980〕にもとず 恩われるが，いまだに採集記録はない。 トガリ ネズミ

き，ネズミ用およびモグラ用 トラ ップを使用して採集 類とモグラ類を採集することは比較的困難である。特

できるII甫乳類とし，家鼠と呼ばれているクマネズミ ， にモグラ類は棲息している坑道を探し，そこに トラッ

ドブネズミ， ハツカネズミは除外した。 プを設置しなければならない。そのため山地のみに棲

2) 県下に棲息する地上棲小型哨乳類は食虫目 5 息するミズラモグラの採集は，山地での坑道の発見が

極，認歯目6種の計11種である。そこで県下全域の5 なかなかできないので困難をきたしているものと考え

万分のl地形図にメッシュ を切り， 各種について採集 られる。 またト ガリ ネズミ類を捕獲するために，最近

地点をできるかぎり正確に明記するように努めた。 トラップに入れる餌の種類を工夫し， 全国各地で採集

3) 種名は今泉（1963〕および CORBET & H ILL をおこなった結果，相当の効果をあげることができた

(1980〕によ ったが， わが国に棲息する地上核小型l仰 ので，県下での採集においても，今後の調査に期待し

乳類の亜種名は，いまだに混沌としているので使わぬ てもよいと思われる。
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ジネズミ Crociduradzinezui叩1

1111J乳類中最小なト ガリネスミに次いで小形なほほわ

が！豆11~i ￥＇の食虫類で，北海道，本州，四国，九州、l ， 隠

岐島，種子島， 屋久島，奄美大島，斡国のJ斉州島に楼

息する。次の7か所から棲息が確認された（図 1）。

の丹沢白石沢（900m），小林 ・小宮山採。②丹沢東

沢（600m），小林採。①丹沢ユーシン休泊所〔800m),

小林採。①箱根町金時111(1200m），田代（1961）。①

箱板間］小塚山 （700m), 小林採。⑤箱根町強羅（700

m），田代（1961〕。⑦山北町畑〔250m），小林 ・小宮

l上｜採。

県下に楼息する地上核小型n甫乳類の分布調査を1965

4三に始めて以来ジネスミの採集に努力してきたが，な

かなか採集できないため，その棲息範囲は極く限られ

た種ではないかと考えていた。しかし， 最近 トラ ップ

にカイコの焔を入れると捕獲が容易であることを知っ

た。最近て志は丹沢白石沢と山北町

たのが，その例である。今のところ山北町と箱根町を

中心に， その棲息が知られているだけだが，丹沢山塊

にはジネズミが棲息すると推定される環境が，広く分

布しているので，今後の調査において水平分布状況は

広がるものと思われる。垂直分布状況〔図11）は⑦山

北mi畑の襟高250mから①箱根町金時山1200mまでの

問に集中的分布が見られる。しかしこの垂直分布状況

L 今後の調査の進展によってかわるであろう。

カワネズミ Chimurrogaleρlatycephala

半水棲でヒマラヤ， ヒノレマ，中国南部，台湾，日本

（木州， 四国，九州、l〕の河川に棲息する。次の6か所

で棲息が確認された〔図 2）。

①！熊野mr沢井JI!(430m），小林採。 ②清川村塩水川
〔400m），小林採。 ①丹沢札掛布川（500m），小林採。

①箱根町早JI!(700m），小林 ・北原採。①小田原市新

崎川（400m），小林採。 ①湯河原町奥湯河原門川（600

m），団代（1961）。

採集の機会があるごとに数10回河川の浅瀬に トラ ッ

プを設置したが，上記6か所以外では棲息が確認でき

なかった。棲息が確認された地点のいずれもが，標高

は低く400から600mの範囲て、ある（図11）。 このこと

はカワネズミは一般的に標高約500m以下に棲息する

ということと一致する。

ヒメヒミズ Dyinecodonpilirost円S

日本産モグラ科の なかで最も小さくて原始的で，
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主に襟高lOOOm以 l：の高山に棲息するわが国特産種

で， 本ナ｜、｜と四国lこのみ被息する。県下では小林 ・北原

〔1968）が報告するまで桜怠が確認されていなかった。

次の4か所てや桜息がli'(ii認されている〔図3）。

①丹沢犬越路（1170m), 小林 ・北原採。①丹沢桧

洞丸111(1500m), 小林 ・北原 ・飯田採。 ①丹沢蛭ケ

岳（1670m〕，小林 ・北原採。①丹沢女1；；次（1350m),

小林 ・北原採。

小林 ・北原 (1968）が報告して以来，調査は進んで

いないようである。今後の調査によって水平分布状況

は広がるものとjjl！定される。また垂直分布状況は標高

lOOOm以上の地点、のみから記録されているが〔図11),

lOOOm以下て‘おこなっている採集では捕獲されていな

いので，恐らく丹沢山塊ではヒメヒミズはlOOOm以上

の地帯のみに桜息するものと推定される。

ヒミ ズ Urotrichustalpoides 

ヒメヒミズに酷似するが，やや大きく ，わが国特産

種で本州，四匡l，九州、｜，五島，対馬に棲息する。主に

低地から標高1700m｛立まて引の山士山に棲息するが，平野

の畑地や聞けた草原，川l原等には稀で，111麓や山間部

等の樹木の多いところで，多く採集できる。次の48か

所で綾息が椛認された（図 4）。

①藤野町陣馬111(857m), 小林・山口採， 今泉他

(1980）。⑦相模湖町石老山顕鏡寺（347m），小林 ・山

口採， 今泉他（1980）。①丹沢神ノJI!(600m）， 小林 ・

山口採。①丹沢早戸川｜上流蛙沢（600m〕，小林 ・山口

採。 ①丹沢白石沢（900m），小林 ・111口採。 ⑤丹沢桧

洞丸山（1500m），小林・北原 ・山口・飯田採。 ⑦丹沢

』！？ケ岳（1670m), 小林 ・北原採。③丹沢女！:I次（1350

m〕，小林 ・北原採。①丹沢丹沢山 〔1560m）， ⑬山北

町ゴーラ沢（700m),小林 ・山口採。⑪山北町帯沢

〔600m),小林 ・小宮山採。⑫丹沢熊木沢（700m),

小林 ・北原採。⑬山北JUTユーシン休泊所（600m），小

林 ・北原採。⑪丹沢鍋苦lj沢（750m），小林 ・北原採。

＠）清川村札掛（500m〕，小林採。⑬丹沢カジカ沢（650

m），小林採。⑪丹沢二ノ塔（1200m）， 小林採。⑬丹

沢ヤビツ11中（700m〕，小林 ・山口採。 ⑬伊勢原市大山

(700m), 小林 ・小宮山採。⑧秦野市大倉 （400m),

小林採。⑧松田111r高松山〔800m），大類（1981），②

山北町向原〔300m),小林採。⑧秦野市震生淘j〔200

m），小林採。⑫箱恨lllJ金｜時山〔1200m），問代〔1961）。

⑧箱根rur宮城野（500m〕，小林 ・北原採。⑫箱根町大

原（650m〕， 円｜代（1961〕。⑧箱根町強羅（700m〕，
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図 1 ジネズミの採集地点。 （1）白石沢，（2）東沢，（3）ユ 図2 カワネズミの採集地点。（1）沢井，（2）塩水，（3）札

ーシン，（1）金時山，（5）小塚山， （6）強羅，（7I畑。 掛，（4I早）11, (5）新崎川，（6）奥湯河原。

図3 ヒメヒミ ズの採集地点。（1）犬越路，（2）桧洞丸， 図4 ヒミ ズの採集地点、。（1）陣馬山，（2）顕鏡寺，（3）神
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(9）丹沢山，（10）ゴーラ沢，（11）卒者・沢，（1司熊木沢，（13）ユーシ

ン，（14）鍋割沢，（15）札掛，（16）カジカ沢，（17）二ノ塔，（18）ヤ

ビツ峠，（19）大山，（お）大倉，（21）高松山，（22）向原，（23）震生

湖，（24）最乗寺，（お）金I侍山，（お）宮城野，位7）大原，（お）強羅，

（羽）塔之沢，（湖駒ヶ岳，（31）元箱根，（3：副聖岳，（お）星山，（34)

新崎川，（お）小倉山，（泌）仏果山，（訂）鳶尾山，（お）栗原，（羽）

飯山，（制本郷，（41）七沢，（42）胞取山， （43）柳島，（44）下永谷，

(45）山崎，（46）佐助稲荷，（17))l;'t取山，（48）大楠山

図5 モグラの採集地点。 （1）山仁I,(2）蛙沢，（3）桧洞メL,

(4）山谷，（5）山市場，（6）飯沢，（7）曽比，（8）金時叫J, (9）鴨

宮，（10）台ケ岳，（11）木賀，（12）早雲JlJ,(13）和留沢，（14）吉田

島，（15）大雄’：UJ,(16）荻野，（17）厚木コソレフ場，（1国七沢，（19)

下飯田， (::Ii）深谷，（21）高麗山， 問中之島， （幻）保土ヶ谷，

(24）南本宿，（お）下永谷，（お）大楠山
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田代（1961）。 ⑧箱根町塔之沢（200m〕，田代〔1961）。

⑧箱恨川］駒ヶ岳 〔1320m〕，田代（1961）。⑧箱根町元

箱根〔SOOm),田代（1961〕。 ⑧小田原市聖岳 （800

m〕，小林・ 北原採。⑧小田原市星山（810m〕3 今泉

他〔1980）。⑧小田原市新崎川上流（400m), 小林 ・

小宮山採。⑧城山町小倉山（300m）， 今泉他 （1980〕。

⑧愛川町仏果山（500m〕，今泉他（1980）。＠厚木市

鳶尾山 （230m), 今泉他 （1980〕。 ⑧座間市栗原〔70

m），今泉他（1980）。 ⑨厚木市飯山（270m）.今泉他

(1980〕。 ⑩横浜市淑谷区本郷〔60m〕，今泉他（1980〕。

⑥厚木市七沢（200m），小林 ・山口採。＠二ノ宮町鷹

取山 〔240m),今泉他（1980〕。 ⑧茅ケ崎市柳島（10

m），大類（1981〕。⑧横浜市港南区下永谷町〔70m),

小林採。⑮鎌倉市山崎（60m），小林 ・JlJ口採。⑮鎌倉

rlr佐助稲荷（lOOm），小林 ・田村・採。＠逗子市鷹取山

(300m〕， 今泉他（1980）。⑮横須賀市大楠山（240m),

今泉他（1980）。

区14に示したようにヒミズは県下全域に広く分布し

ている。調査は箱根および丹沢地域を主におこなった

もので，両地域における水平分布状況はほぼ解明され

たが，5万分の1地形図区分による藤沢， 八王子，横

浜，横須賀などの地域にも，ヒミズが楼息すると推定

される神寺林や林におおわれた小丘が現在も平野部Jこ

多く残されている。 これらの地域を今後調査すること

によって水平分布状況は恐らく大きく変化するものと

思われる。垂直分布状況は海岸線に位置する＠茅ケ崎

市柳島の楳高lOmから，丹沢山塊の最高l峰である蛭ケ

岳1670mの問に分布している（図11）。＠茅ケ崎市柳

島lOmて引の採集記録（大類，1981〕は恐らくわが国で

最も際高の低い地点での記録であろう。 ＠横浜市港南

区下永谷llllてかの記録は， 1968年のもので，この地点は

すでに宅地化され，現在では棲息していないが，その

付近にはヒミズが核息すると推定される林が多く残さ

れているので，調査することによって再び記録される

であろう。

毛ゲラ Mogeγawogura 

中形のモグラでわが国の特産種である。本州，九州、｜

南部，対馬，種子島，屋久島等に棲息する。本州では

中日lfl地方の主と して日本海に面する地方および関東地

方，東北地方の平地および山地に多数棲息する。本県

はモグラの水平分布における境界地滑で，その境界線

は2削艮にあると L 、わ~1-てL 、る 。 田代（1985〕による と

本州、｜に棲息するもう一種の朝鮮半島経由で，わが国に
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侵入したコウベモグラ Moge問 kobeaeは，静岡県ま

で到達して西日本一何1こ広く分布しているが，箱根で

その東進が一時的に阻止されている状況が認められて

L、るとLづ。また箱根では近年静岡県倶ljより直線的に

箱根古期外輪山をこえて，カノレテφラ内の仙石原にだ、け

コウベモグラが侵入しているとL寸。しかし，今回の

調査ではコウベモグラの資料は得ることができなかっ

た。モグラの亜種とされているコモグラ Mogerawo-

gura imaizumiも木県に核息しているが，現在のと

ころコモグラとモグラの中間型が箱根を中心！こして見

られるようになったため，今回の報告ではコモグラを

モグラの同一種として扱った。 モグラの採集は先にも

述べたように，ヒミズのように簡単ではなく，モグラ

が生活している坑道を探し，そこにモグラ専用のトラ

ップをかけねばならないので，なかなか捕獲すること

ができないのが現状である。しかし坑道を探すことに

よって棲息を確認することもできるが，今回の報告で

は標本の得られた地点のみを報告の資料とした。その

結果，次のおか所で級息が確認できた。

①相模湖町山口（200m），小林採。②丹沢早戸川上

流（700m），小林 ・111口採。 ①丹沢桧洞丸111(1500 

m），小林採。③秦野市山谷〔250m〕，中沢採。 ①山

北町山市場（450m), 小林採。 ①南足柄市飯沢〔130

m〕，大類〔1981）。 ①小田原m・曽比（50m），大類（1981),
①箱｜恨町金l時Jli(1200m），田代〔1961）。 ①小田原市

11鳴宮 （13m），大類（1981）。⑩箱根町台ケ岳 （1020m),

田代 (1961）。⑪箱根町木賀（450m），田代（1961）。

⑫箱根町早Z：山 （960m), l羽代 （1961）。 ⑬小田原市

和留沢（370m), 大類（1981）。 ⑪開成｜！日吉田島〔67

m），大類（1981）。⑬南足柄市大雄:Ill〔130m），大類

〔1981）。 ⑬厚木rllf-.荻野（150m〕，小林採。⑪厚木市

厚木コノレフ場（lOOm), 小林採。 ⑬厚木市七沢（200

m〕，小林採。⑬横浜市戸塚区下飯田〔30m〕，小林 ・

小宮山採。⑧憐浜市戸塚区深谷H汀（40m〕，小林採。

＠平塚市高麗山 （180m〕， 小林採。②川崎市中之島

〔30m），新井採。⑫憤浜市保土谷区子供植物園（90

m〕，小林採。＠＃＼~浜市旭区南本宿（90m），小林採。

⑧横浜市港南区下永谷llJJ(70m), 小林採。⑧横須賀

市大楠111(240），小林採。

図5に示すようにモグラの水平分布状況は，全県下

にモグラは桜息していることを示している。現在宅地

開発の波におそわれている。⑫横浜市保土谷区子供他

物園のような保存林の多いところに，いまだにモグラ

が接息しているということは，モグラの種の保存とい
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図6 カゲネズミの採集地点。（1）部馬山，（2）蛭ケ岳，

(3）白石沢，（4）桧洞メL, (5）ゴーラ沢，（G糊l割沢，17I勝ケ

岳，（8）大山， （9）ヤビツ11時，（10）金時山，（11）湖尻峠，（12）和

留沢，（13）駒ヶ岳，（14）聖岳，(15）奥湯河原，（16）アケビ沢，

(17）仏果111, (1司畑。

I~ 寸l、晶2I I 

1ハ l I ' 十、 ＋ーー

I JI " 

昨
トー Iて

I ~6 ー」巴ー 明i~ 5. 」11'[,6 I I I I'' 
12 J7 

てて 1ラ 去、。

は三泊三千 ゴ
3ドl十十 円ー i It: i I 判事 I "' I l 

」 牛 1w I J 
IU」L」ー 寸 iI v I 
＂＇？＇「＇TTI I ＂＇＇－ 寸

図8 アカネズミの採集地点。（1）陣馬Ill,(2）橋詰，（3)

顕鏡寺，（4）比之間沢，（5）神／川I,IG I蛙沢，（7）丹沢山，

(8）蛭ケ岳，（9）桧洞丸，（10）ゴーラ沢，（ll）白石沢，（12）塔ケ

岳，（13）：詰

生湖’ （19）最乗寺，ω）金時山， （21）大原，（22）和留沢，（お）宮
城野， （24）強羅，（お）駒ヶ岳，（笥）元箱根，位7）聖！岳，（お）お玉

が池， （29）星山，（30）真鶴，（31）小倉山，（沼）仏果山， （幼鳶

尾山 ， 伶I）架原， （紛飯山， 岡本郷， （37）七沢，（お.J!li~取山 ，
（お）山崎， （40）佐助稲荷，（41）鷹取山，（42）大楠山，（43）畑。

う観点から，特に注目すべきことではないだろうか。

⑧横浜市港南区下永谷町は宅地開発が進んだためほと

んどその姿を消してしまった。その反面，⑬戸塚区下

飯田や②戸塚区深谷町附近では開発の進んでいない林

の中や林をとり まく畑地には多くの個体が接息してい

る。各地のゴルフ場にも多く棲息し，芝生を枯らす害

獣としてモグラは注目されており， 特に箱根地域のゴ

ノレフ場では毎年多くの個体が捕獲されている。

垂直分布状況では①小田原市鴨宮の標高13mから丹
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図7 ハタネズミの採集地点。（1）陣馬山，（2）蛭ケ岳，

(3)9g!次，（4）桧洞丸，（s)J省：ヶ岳，（6）神ノJI!,(7)金時111,
（日）仙石原，（9）大原，（10）元箱根，（11）山谷。
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図9 ヒメネズミの採集地点。（1）陣馬山， （2）山口， （3)

盟国鋭寺，（4）神ノ ）11, (5）蛙沢，（G）宮ケ瀬，（7）犬越路，（8)

桧洞丸，（9）蛭ケ岳，（1叫姫次，（11）塩水，（12）ゴーラ沢，（13)

熊木沢，（14）札掛，（15）符沢，（16）鍋剖沢，（17）塔ケ岳，（18）ヤ

ビツ峠，（19）大山， （鉛）大倉，（21）向原， （詑）震生湖，（お）金l時

111, (2,1）最乗寺， （笥）乙女。I~ ， I笥）宮城野，（幻）駒ヶ岳，（幼元

箱根， （却）塑岳，（ぬ）星山，（31）新附川，（お）小倉山， （34）仏果

111' (34）入谷， （お）七沢，（お）本郷， （幻)l(!g取山，（お）畑，（羽）大
楠山。

沢山塊の①桧洞丸山1500mまでの聞に分布している

（図11〕。 ①丹沢早戸川上流（700m）および①丹沢桧

澗丸山（1500m〕，⑤山北町山市場（450m），⑦小田

原市曽比（50m），③箱根町・金時山 （1200m〕，⑩箱恨

｜河台ケ岳 （1020m）， ⑪箱根lllJ木賀 （450m）， ⑫箱根Ill]'

早雲山（960m）， ⑬小田原市和留沢（370m），⑩南足

柄市大雄11汀(130m）などの地点で被患、が確認されてい

るものはすべてコモグラ Mogerawogura irnaizurni 

である。今泉 〔1963）はコモグラはアズマモグラMo・
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gera wogurα叩ogura（本報告ではコモグラとアズマ

モグラは同 とみなしモグラとして扱っている〉 と異

り，111±也被の亜種て事低地にはふつう棲息しない。従っ

てアズマモグラとは棲息地が異ると述べているが， ＠

南足柄r!I大J4t:RJのように標高130mで，しかも畑地に

おいても棲息が確認された t，コモグラとアスマモグ

ラは同一であるという説もあることから，コモグラと

アズマモグラとの関係は今後再調査する必要がある。

コモグラの採築地点は図11のように，その多くは襟高

の高いところに位置している。

図10 カヤネズミの採集地点。（！）沢井，（2）ヤピツ11時，（3)

落合，卜1）堂山， （5）王風山寺，（6）相111, (7)金時山，（8）大

原，（9）宮城野，（10）海／平，（ll）宮l上I, (12）南矢名，（l3）入

谷，（14）山崎。

ミでふある。 カゲネズミをスミスネズミ Eothenomys 

smithi と同一種であるとする研究者が多いが， ここ

では今泉（1963）にしたがってカゲネズミとスミスネ

ズミは別種とした。次の18か所から棲息が確認された

（図6〕。

T藤野町陣馬111(857m），小林 ・山口採。 ？丹沢蝋
ケ岳 （1670m〕， 小林 ・111口・新井採。 er丹沢白石沢
(900m），小林 ・小宮山採。 ①丹沢桧洞丸山（1500m〕，

小林 ・l上l口・飯田採。①l上l北IUJゴーラ沢（650m〕， 小

林 ・山口採。＠丹沢鍋割沢（750m〕， 小林 ・北原採。

⑦丹沢塔ケ岳（1490m〕，小林 ・北原採。③伊勢原市大

盤歯目 RODENTIA 111 (700m〕，小林 ・小富山採。③月沢ヤビツ11中〔700

醤歯自ではヤマネ科 Gliridae(Muscardinidae）に m〕，小林 ・山口採。⑩箱根lllJ金時山（1200m〕，田代

属するヤマネ Glirurusjaρonicus 1穫と，ネズ ミ科 (1961）。⑪箱根II汀i ＇~尻11中（900m), 小林探。⑫小問

に属するカゲネズミ Eothenomyskageus，ハタネズミ 原r!1和留沢（370m），大類（1981）。⑬箱根町駒ヶ岳

Microtus montebelli, アカネズミ Aρodemusspecio- (1320m〕，団代 （1961〕。⑬小田原市聖岳（800m),

SUS, ヒメネズミ Aρodemusargenteus, カヤネズミ 小林 ・北原採。⑬湯河原lllJ奥湯河原（400m），団代

Micromys minutusの5種，計6種が県下に棲息す (1961〕。 ⑬湯河原町アケビ沢（500m），小林採。 ⑫愛

る。 川Ill］仏果山〔500m), 今泉他〔1980）。⑬山北町畑〔250

m〕， 小林 ・小宮山採。

ヤマネ G!irurusjゆonicus 7]<＿平分布状況は調査不十分ではっき りしたことはわ

背の正中線に顕著な黒線があるわが国の特産穫で， からないが，図6に示したように陣馬山， 丹沢山塊，

本州，｜羽国，九州、IIこ棲息する。現在までのところヤマ 箱根地域を中心に分布しているようである。垂直分布

ネの採集は試みていないので，県下における水平およ 状況 （図11）は⑬山北町畑250mから②丹沢山塊の最

び垂直分布の様子は全く不明である。1968年に山北町 高峰1!fケ岳の1670mまでに楼息している。今までの~~）

ゴーラ沢〔650m）にあった山小屋の中で見つけた死体 査結果てwは比較的個体数が少ないようである。

1個体だけが，唯一の記録である。このことから丹沢

山争uを中心lこ棲息することは確かで，今後の調査が期 ハタネスミ Microtusmontebelli 

待される。 カゲネズミに酷似しているが，休は大きく ，尾は短

か＼ 'aわが国の特産種で木州，九州， 佐渡島のみに桜

カゲネズミ Eothenomyskageus 息する。中部地方以北て＇U:平地に極めて多いが，中国

関東および中部地方に稜息する比較的小形なネズ および九州地方て志は比較的稀のようである。次の11か
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所で楼息、が確認された（図7〕。 m），小林採。⑬秦野市菩提（400m）， 小林採。＠秦

①藤野町I庫馬山 〔857），小林 ・山口採。 ②丹沢蛇ケ 野市大倉（400m），小林採。 ⑬伊勢原市大山〔700m),

岳（1670m〕，小林・北原採。③丹沢姫次〔1350m), 今泉他〔1980）。⑬松田llJJ虫沢（500m),小林 ・小宮

小林・北原採。①丹沢桧洞丸山（1500m），小林 ・山 山採。⑪山北町向原（300m），小林採。⑬秦野市震生

口・飯田採。 ①丹沢塔ケ岳（1490m〕，小林採。①丹 湖（200m〕，小林採。⑬南足柄市最乗寺（300m），今

沢神ノJil〔600m），小林 ・111口採。⑦箱恨町金II寺山 泉他（1980）。 ⑧箱根町金II寺111(1200m），田代（1961〕。

(1200m), 団代（1961）。③箱根町仙石原（700m), ⑧箱恨町大原（600m), 団代（1961）。⑫小田原市和

田代（1961）。①箱根町大原（600m），凹代（1961〕。 留沢（370m），大類（1981〕。⑫箱根町宮城野（550

⑬箱根町元箱根〔800m〕，l王｜代（1961）。 ⑪秦野市山 m），小林・北原採。⑧箱根町強羅 〔700m〕， 田代

谷（250m〕，大類（1981）。 (1961）。⑧箱根町駒ヶ岳（1320m〕， 凹代（1691）。 ＠

ハタネズミはふつう低地の耕作地帯や河川の土手な 箱根町元箱根（800m),田代（1961〕。②小田原市聖

どに多く棲息する種であるが，現在のところ県下では 岳（800m），小林 ・北原採。⑧箱根町お玉が池（750

平地における採集をおこなっていないのても水平分布の m），日l代（1961）。⑧小田原市星山（600m），今泉他

様子ははっきりしない。 〔1980）。⑩真鶴町真鶴（80m），田代 (1961〕，小林採。

垂直分布状況は図11に示したように⑪秦野市山谷の ③城山町小倉山（300m), 今泉他（1980）。③愛川町

標高250mが最も低く ，最高は①丹沢蛭ケ岳の1650m 仏果111(500m），今泉他（1980）。 ⑧厚木市鳶尾山（240

で，平地性であるにもかかわらず，県下ではハタネズ m），今泉他（1980）。⑧座間市栗原（700m）， 今泉他

ミは比較的高所に多く棲息している傾向が見られる。 (1980）。⑧厚木市飯山〔270m）， 今泉他（1980〕。 ⑧横

このことはハタネズ ミは時おり大発生し，棲息範囲を 浜市瀬谷区本郷（60m）， 今泉他〔1980〕。 ＠厚木市七沢

拡大した後，急激にその個体数の減少をきたし， 少数 (300m），小林 ・山口採。⑧二宮町＃＇.＇：：取/l」（250m），今

の個体が桜息範囲を拡大した個所に飛石的に生存を続 泉他〔1980）。 ⑧鎌倉市山111奇（60m〕，小林 ・山口採。

けているのではないかとし寸説によるのかも知れな ⑩鎌倉市佐助稲荷〔90m〕，小林採。＠逗子市鷹取山

(lOOm〕，今泉他（1980）。（＠横須賀市大楠山（240m),

L、ずれにしてもハタネズミの水平および垂直分布の 今泉他（1980）。 ⑮山北町畑（250m），小林 ・小宮山

調査は平地における調査結果にまたざるを得なし、。 採。

図8に示すように水平分布状況は市街地を除きほぼ

アカネズミ Apodemusspeciosus 全県的に分布していることを示している。⑧鎌倉市山

体は細く足が比較的長く，耳介が大きい。北海道， 崎I；！：住宅地に固まれて残されている林の中で棲息地、確

本州，四国，九州、l，伊豆七島，佐渡島，隠岐烏，対 認されたものである。また⑩鎌倉市佐助稲は市役所の

馬，壱岐，五島列島，種子島，屋久島などに広く分布 裏に残されている森林帯の中にある。これらのことか

する。わが国の各地では低士山から低山帯にかけて極め ら，まだ卜分に調査がおこなわれていない5万分の1

て多く棲息し，野鼠のなかでも最も優勢な種である 地形図区分による 八王子，横浜，藤沢などの地域に

が，E高山骨子以上て・は稀て、ある。次の43か所で棲息が も，宅地開発からまぬかれている神寺林や森林が存在

確認された 〔図8）。 しているので，これらの地域を調べればアカネズミの

①藤野町｜時馬山 （857m），小林 ・山口採。 <i>J修野 楼息が確認できるものと思われる。

町橋詰〔400m），小林採。③相模湖町石老山顕鋭寺 垂直分布状況は⑧横浜市瀬谷区本知llの標高60mから

(347m〕，今泉他〔1980），小林・山口採。 ①津久井町 ③丹沢山塊の最高峰蛭ケ岳1670mまでの聞に，ほぼ連

青根此之間沢（450m），小林 ・山口 ・小宮山採。σ丹 続的に分布している。現在までの採集経験によると，
沢神ノ川（600m），小林 ・111口採。 ⑥丹沢早戸川上流 いずれの地点においても，多くのアカネズミを捕獲す

焼沢（600m），小林 ・山口採。 ⑦丹沢丹沢山（1560m) ることができたので，木県においても野鼠のなかで最

小林 ・北原採。③丹沢蛭ケ厨 （1970m）， 小林・ 北原 も優勢な種と考えられる。

採。①丹沢桧洞丸山 （1500m），小林 ・山口 ・飯田採。

⑬山北町ゴーラ沢 （650m），小林 ・山口採。＠丹沢白 ヒメネズミ Aρodemusargentus 

Z玉沢（900m）， 小林 ・小宮山採。⑫丹沢塔ケ岳（1940 アカネズミに似ているが，体は小さく，足は比較的
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短かく ，耳介は大きい。北海道，本州，四国，九州，

佐渡島，降、1［，皮島，対島， 種子島，屋久島などに広く分

布している。純森林棲で， 森休がある｜浪り平地から国

高山帯にまで広く分布し， 高山のハイマツ帝にも棲息

していることがある。次の39か所で綾宮、が確認された

（図9）。

①藤野町陣馬山（857m），小林 ・111口採。 ①相模湖

町山口（200m），小林採。③相模湖llJ石老山顕鏡寺

〔347m），今泉他（1980〕，小林 ・山口採。①丹沢神ノ

川 （600m），小林 ・山口採。乍）丹沢早戸川上流蛙沢

(600m), 小林・山口採。 ①清川村宮ケ瀬 （250m〕，

小林採。⑦丹沢犬越路〔1170m), 小林 ・北原採。③

丹沢桧洞丸山 (1500m），小林・山口・新井 ・飯田採。

①丹沢蛇ケ岳（1670m), 小林 ・北原採。⑩丹沢姫次

〔1350m〕，小林 ・北原探。⑪清川村梅氷川I(400m), 

小林採。 ⑫丹沢ゴーラ沢（650m〕，小林 ・山口採。⑬

丹沢熊木沢（700m〕，小林・北原採。 ⑬清川村札掛（500

m〕，小林採。⑬山北町智沢〔600m），小林採。 ⑬丹沢

鍋害lj沢〔750m〕，小林・北原採。⑫丹沢l持ケ岳〔1490m),

図11 各種における垂直分布状況

小林採。＠丹沢ヤビツ峠（700m），小林 ・山口採。⑬

伊勢原市大山（700m），今泉他（1980），小林 ・小富山

採。⑧秦野市大倉〔400m),小林採。⑫山北町向原

(300m），小林採。⑫秦野市震生泌J(200m），小林採。

＠箱恨町金時山（1200m〕，圧｜代（1961）。 ⑧南足柄市最

乗寺 （300m〕， 今泉他（1980）。⑧箱根町乙女峠（1000

m〕，田代〔1961）。⑫箱根町。宮城野（500m）， 小林 ・

北原採。 ⑫箱根町駒ヶ岳（1320m〕，田代（1961）。⑧

箱J長田］元箱根（800m〕， 間代（1961〕。⑧小田原市型

岳（800m〕，小林 ・北原採。⑧小田原市星山（600m),

今泉他 （1980）。③小田原市新崎川上流 （400m), 小

林・小宮山採。⑧土成11町小倉111(300m〕， 今泉他（1980）。

⑧愛川町仏果山 （400m），今泉他 (1980〕。⑧座間市

入谷（50m〕， 山口採。 ⑧J;;;i：木市七沢（300m），小林・

山口係。⑧横浜市瀬谷区本郷（60m〕， 今泉他〔1980）。

③二宮町的取山 （60m），今泉他（1980〕。⑧山北町畑

(250m），小林 ・小宮山採。 ⑧横須賀市大橋山（240m),

小林採。

図9に示したように水平分布状況は5万分の 1地形

A〕 ジネズ ミの採集地点。（1）白石沢，（2）東沢，（3）ユーシン，（4）金時山，（5）小塚l上I,(6）強羅，（7）畑。

B) カワネズミの採集地点。（I）沢井， （2）塩水， （3）札掛，（4）早JI/'(5）新崎川，（6）奥湯河原。
C) ヒメヒミズの採集地点。（I）犬越路，（2）桧洞丸， （3）蛭ケ岳，（4）姫次。

D〕 ヒミズの採集地点。（I）陣馬111,(2）顕鏡寺，（3）神ノJI/,(4）蛙沢，（5）白石沢，（日）桧洞丸，（7）蛭ケ岳，（8）姫

次，（9）丹沢山， （10）ゴーラ沢，（11）計！沢，（12）熊木沢，（13）ユーシン，（14）鍋割沢，（15）札掛，（16）カジカ沢，（17）二ノ

搭，（18）ヤビツ峠， （I司大山，（初）大倉，（21）高松山，阪）向原， （お）震生湖，（剖）最乗寺， （25）金時山，（お）宮城野， （幻）

大原，（お）強羅，（29)Jlヰ之沢，（羽）駒ヶ岳，（31）元箱根，（担）聖岳，（お）星山， （34）新崎川，（お）小倉山， （お）仏果山，（37)

鳶尾山，（お）栗原，（却）飯111,(10）本郷，（41）七沢，（12）版取｜上｜，（倒Wfl島，（14）下永谷，（15）山｜｜時，（46）佐助稲荷，（17）版
取山，（18）大楠山。

E〕 モグラの採集地点。（I）山口， （2）蛙沢，（3）桧洞丸，（1）山谷，（5）山市場，（6）飯沢， （7)曽比， （3）金時山，（9)

鴨宮，（10）台ケ岳，（11）木賀，（12）早主山，（13）社l留沢，（11）吉田烏， （15）大雄町， （I同荻野，（17）厚木コソレフ場， （18）七

沢，（19）下飯田，（20）深谷，（21）高麗111，問中之島，（23）保土ケ谷，（2,1）南本宿，（お）下永谷，（お）大楠山。

F) カゲネズミの採集地点。（l）陣馬山，（2）姪ケ岳，（3）白石沢， （4）桧洞丸，（5）ゴーラ沢，（6）鍋割沢，（7）；陪ケ

岳， （ 8 ）大山 ， （ 9）ヤピツ 1h－~ ， （励金時山 ， （11）湖尻lh~ ， (12）和留沢，（13）駒ヶ岳， （14）聖岳，（15）奥湯河原，（16）アケビ

沢，（17）仏果山，（18）畑。

G) ハタネズミの採集地点。 （！）陣馬Jll,(2）姪ケ岳，（3）矧次，（1）桧j同丸，（5)J苓ケ岳，（日）神ノJI/,(7）金時山，

(8）仙石原，（9）大原，（10）元箱根， （11）山谷。

H) アカネズミの採集地点。（I）陣馬山， （2）橋詰， （3）顕鏡守，（4）此之間沢，（5）神ノ川，（6）蛙沢，（7）丹沢山，

(8）蛭ケ岳，（9）桧洞丸， （10）ゴーラ沢，（11）白石沢，（12）培ケ岳，（13）菩提，（14）大倉，（15）大lLI, (JG）向原，（17）虫沢，

(1母震生訓J,(19）最乗寺，（20）金日寺山，(21）大原， （辺）和留沢，（お）宮城野， (24）強羅，（お）駒ヶ岳，（お）元箱根，（27）翌

岳，（28）お玉が池，（29）星山，（湖真鶴，ねI）小倉山， （32）仏果山， （お）鴬尾山，（34）栗原，（お）飯山， （お）本郷，（37）七沢，

倒的取山， 岡山崎， （40）佐助稲荷，（11)/I号取山， （4司大楠山，仰）畑。

I) ヒメネズミの採集地点。（1)!ll1I馬111'( 2）山口， （3）顕銑寺，（4）神ノJI/,(5）蛙沢，｛6）宮ケ瀬，（7）犬越路，（8)

桧洞JL, { 9 ） ~lケ岳， （10）姫次，（ll) J慌水， （！司ゴーラ沢， （13）熊木沢，（14）札掛， （15 ）第沢 ， （ I G）鍋剖沢，（17）塔ケ岳，

{18）ヤビツ峠，（I時大山，（20）大倉，（21）向原， （包）震生湖， （23）金時山，（24）最乗寺，（紛乙女11中，（お）宮城野，（幻）駒ヶ

岳，（幼元箱根， （湖聖岳，（初）星111,(31）新崎川， （認）小倉111'（お）仏果山， （34）入谷，（お）七沢，岡本郷，（幻）鷹取山．

（お）畑，（湖大楠山。

J) カヤネズミの採集地点。（I）沢井，（2）ヤピツ峠， （3）縫合，（，i）堂山， （5）王風山寺，（6）相山，（7）金時山，（8)

大原，（9）宮城野，（I的海／平， （11）宮山，｛12）南矢名，（13）入谷，（14）山崎。
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図区分による八王子，横浜，横須賀などの地域の調査 帯で捕獲される場合もある。白石（1968〕もそのよう

が不十分なため，その分布は山岳地帯にかたよ ってい な例をいくつかあげている。

るように見えるが，これらの地域にはヒメネズミの棲

息に適した森林地帯がまだ相当に残されているので， 要 約

今後の調査によって分布状況はぬりかえられるものと ① 県下に棲息する地上棲小型哨乳類，即ち，ジネ

思われる。 ズミ，カワネズミ，ヒメヒミズ，ヒミズ，モグラ，ヵ

垂直分布状況は図11に示したように⑧座間市入谷の ゲネズミ，ハタネズミ，アカネズミ，ヒメネスミ，ヵ

標高60mから丹沢山塊の最高峰蛭ケ岳の1670mまでの ヤネズミの10種について，水平および垂直分布状況を

聞にアカネズミと同じように連続的に分布している。 県立博物館で1965年から1985年末までに集めたデータ

このことはアカネズミ属に含まれている種の霊直分布 ーをベースにして，文献から得たデーターを加えて調

における一般的な傾向と推定される。 へてみた。

② いずれの極についても調査が不十分で， 今後の

カヤネズミ Microinysininutus 調査結果をまたねば何ともいえないが，垂直分布状況

アカネズミおよびヒメネズミに似ているが，それら ではヒミズおよびカゲネズミ，アカネズミの各種は楳

より小さく， 耳介は短かい。尾の先端の上面は裸で， 高50mから1650mまでの聞に分布していることがわか

物に巻きつけるのに適している。ススキやヨシの高さ った。

約50Cill程のところに鳥の巣の形をした巣をつくる。北 ① 調査不十分とはし、え， 平地に普通に棲息してい

ユーラシア大陸の草原地帯に広く分布している。わが るハタネズミが意外にも県下においては高所に棲息し

国では本州，四国，九州，対島などに分布するが，そ ていることがわかった。今後その原因を調べる必要が

の水平分布状況は草原に限られているので，飛石的分 ある。

布を示しているようである。本県では調査が不卜分な

ため棲息地は極くわずかしか知られていない。次の14 おわリに

か所で棲息、が確認された。 現在までに 集めた資料は陣馬山地域および丹沢山

①藤野町沢井〔400m〕，小林（1974〕。 ②丹沢ヤビ 塊，箱根地域などの山地帯のものが多く，平地や市街

ツ峠（700m）， 今泉他（1966〕。①秦野市落合（200m), 地付近における資料はまだまだ不十分である。そこで

今泉他（1966〕。①山北町堂山（250〕， 今泉他〔1966〕。 今後，平地や市街地付近の調査をおこない， 県下に綾

①山北町王風山寺（250m〕，山口 〔1981〕。①小田原市 息する地上棲小型11rri乳類の水平および垂直分布状況を

栢山（50m〕， 田代（1961）。 ⑦箱根町金岡山（1200 更に明確にするつもりである。

m〕， 田代（1961〕。③箱根町大原（600m），田代（1961〕。

①箱根町宮城野（550m〕，小林・ 北原採。⑬箱根町海 文 献

ノ平（940m), 田代（1961）。 ⑪湯河原町富山（300 今泉吉典 1963 原色日本II市乳類図鑑．保育社．大阪

m〕， 田代（1961）。 ⑫秦野市南矢名〔lOOm），山口採。 今泉育典 ・吉行J,'/ij子 ・小原巌 1964 丹沢山塊の小哨

⑬座間市入谷（50m〕，山口〔1981〕。⑪鎌倉市山崎 乳類． 大山丹沢学術調査報告書．神奈川県．

(60m），山口 (1981），小林採。 347-348. 

図10に示したように水平分布状況は一応飛石的分布 今泉育典・吉行瑞子・小原巌・土屋公幸 1966 本州

をしているように見られるが，調査が不卜分なため， 東部におけるホンシュウカヤネズミの新産

結論は今後の調査結果に期待せさるを得ない。垂直分 地 l刊乳動雑 3: 15 16, 

布状況（図11〕は①小田原市栢山および⑬座間市入谷 今泉吉~・小林務生 ・ 吉行瑞子 ・山口佳秀 1980 神

の標高50mから⑬箱根町金時山の1200mまでの問であ 奈川県の小川？乳類相について神奈川県博研

るが一般的には低地に棲息するように見える。金時山 報（自然科学〉目12: 53-68. 

の1200mはカヤネズミの棲息地としては恐らく最も高 小林峯生 1974 神奈川県におけるホンシュウカヤネ

L、ものであろう。今泉〔1963〕も採集地点の最も高い スミの新産地. u市乳動雑 6〔2〕： 179-180.

標高として1200mをあけ、ている。また棲息地は主とし 小林峯生・ 北原正宜 1968 ヒメヒ ミズのす「産地.nm 
て草原であるが， ①箱根町宮城野の場合のように森林 乳動雑.4 ( 2) : 60-61. 
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小林峯生 ・山口佳秀 1971 丹沢山塊におけるヒメヒ 文化館.21. 

ミズ DymecodonρirilostrisTRuEの分布と 一一一←ー 1985 箱根の自然を探る．神奈川県博県民
小nflj乳類相について神奈川県博調査研究報 アカデミーテキスト 2-3.

告.4. 山口佳秀 1981 11111乳類ノ － 1-(1）－ホンドカヤネズミ

大類E久 1981 小型llf日乳類リスト〔未発表〉． の新産地 神奈川自然誌資料.2 : 37-38. 

白石哲 1968 九州、｜産カヤネズミの営巣習性．林試研 （小林峯生：神奈川県立博物館，小宮山 仁；東京

報.220 : 1-10. 農業大学教養課程生物学研究室〉

田代道弥 1961 箱根近辺産獣類検索誌．小田原郷土
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神奈川自然誌資料 6 : 37～41. Mar. 1986 

カヤネズミの乳仔の人工飼育について

山口佳秀

On the Artificial Nursing of the Suckling Young of Japanese Harvest Mouse 

Yoshihide y AMAGUCHI 

日甫乳動物の生活史を究めるためには自然状態におけ 用いることにした。

る野外観察が最も適当であるが， 一般にnflj乳動物の野 乳母ネズミには，実験用マウス（系統 CoBsマウス

外での生態観察は容易でないため室内での飼育から得 CR57BL）の雌4個体をj称、た。このマウスは9月30

られる知見も重要な意味をもっ。 筆者はカヤネズミ 日に出産，10月4日現在仔ネズミ（日齢5日〉をllifl育

Micromys minutus minutusの生活史調査の一環と 中のもので，すべてのマウスは以前にw産育仔の経験
して，カヤネズミを採集し室内で飼育，種々の実験観 のあるものを選択した。

察を試み若干の知見を得てきた。ここでは1985年10月 飼育ゲージ（縦40:m，械30:m，高さ18Cm，側面に通

4日に神奈川県座間市入谷に於て野外調査の際，球巣 気用の網があるもの）中には殺菌したチップを入れ，

の中にいるカヤネズミの乳仔を採集し，飼育したので 雌マウス 2個体，仔マウス13個体を入れたものを 2ゲ

報告する。 ージ用意した。

1. 飼育 方法

カヤネズミの繁殖は，ススキ，オギ，チカラシノくな

どイネ科植物の葉で造った球巣の中で乳仔は分娩され

llili育されているが， この乳仔や球巣に人聞が触れ人間

臭が付着すると多くの場合球巣は放棄され，乳イ子は日文

殺されてしまう。

10月4日調査の際，不注意にも素手で、乳仔Jこ触れて

しまったため，この乳仔もII交殺されてしまうのではな

L、かと思い球巣ごと館lこ持ち帰った。

球巣内には，体重2.sg，後頭部から背部，暦日ilに

は，補色の体毛が生え揃っているが， l股郎l土銀色の毛

が散生し始めているものの腹部｝ま未だ裸出， ll]j[も閲か

ずに腰は弱く立つこともできない推定日齢7日と思わ

れる乳仔が4個体いた。〔図 1)

球巣から乳仔を採集し，飼育した記録は白石（1964〕

が飼育方法として ヨウシュハツカネズミ（白変種〕

Mus musculus var.。lbinusのltifを乳母としてこれに
抱かせる方法，乳母ネズミのH甫育に糠らずに人工的に

飼育する方法を用いて成功している。

そこで白石にならってハツカネズミを乳母として人

為的にカヤネズミの乳仔を抱かせ，llflJ育させる方法を

図1 球巣中のカヤネズミの仔（上〉

推定日齢7日のカヤネズミの乳仔（下〕
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2. 飼育日誌

10月4日〔PM 5 00）推定日齢7日

球巣から取り出したカヤネスミの乳仔は2個体づつ

に分け，飼育ゲージ内でー塊となって雌マウスに抱か

れている仔マウス13個体の集団の中に混入した。

白石によるとカヤネスミの乳仔と仔マウスの体に牛

乳を塗りつけたり ，巣の中に牛乳を撒布しておくと乳

母マウスがカヤネズミの乳仔を抱く効果は極めて高い

と報告しているが，今回はなにも処置は施さなかった。

室内は電気を消し，暗室状態にしておいた。

10月5日 （AM 9: 03〕推定日齢8日

飼育ゲーシ内の仔ネズミの集団は前日いた場所から

30こ皿ほど奥ま った端にカヤネズミの乳仔の 2個体も含

めてすべてが移動していた。一方の飼育ゲージではカ

ヤネズミの乳仔2個体が前日と同じ位置に放置され，

他の仔マウス13個体は20二回ほと離れた別の端に移さ

れ， ~litマウスに抱かれてnm乳をうけていた。

そこで，放置されていたカヤネズミの乳仔2個体を

別の飼育ゲージ内に移し替え，再び飼育室内を暗室に

しておいた。

10月6日（PM1: 27）推定日齢9日

カヤネスミの乳仔4個体は仔マウス13個体と一塊に

なってネスミ集団をつくり，乳母マウスに抱かれてい

る。乳母マウスはネスミ集団の中から這い出す仔マウ

スの頚部をくわえては集団の中に引き入れている。

(PM 5:00）仔マウス13個体のうち活発に動き，体

の大きな 7個体を選んで取り除く。

飼育ゲージ内には乳母マウス 2個体，イ子マウス6個

体，カヤネズミの乳仔4個体とする。（図3A〕

10月8日（AM9: 00〕推定日齢11日

カヤネスミの乳仔はすでに開眼していた。

4個体の乳仔のうち 1個体は腰も しっかりしており

よく這い回っている。仔ネズミ集団に戻してもすぐに

這い出し，懐中電燈の明に向かつてくる。反対に残り

3個体はネスミ集団の下へ下へと潜り込んでしまう。

〔PM 4: 00〕午前中に活発に動き回っていたと思わ

れる個体が乳母マウス用に入れておいたオートミール

を少量ではあるが畏食するのを確認する。また，その

直後に前IJ支で吻部と頭部，特に眼の周囲を 2, 3回撫

でつけるような動作をみせる。最初に行なわれた毛づ、

くろいなのだろうか。

10月9日〔AM8: 50〕推定日齢12日

カヤネスミの乳イ子1個体が行方不明。乳母マウスに
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日皮殺され夜食されたのか，遺｛該，体毛などなにも残っ

ていない。 3個体のうち l個体の乳仔はネズミ集団か

ら這い出してオートミーノレを摂食しているが眼には目

脂が付着，活力がないように思われる。残り 2個体は

イ子マウスとともに乳母マウスに抱かれている。

〔AMlO:31）朝オートミ ーノレを摂食していカヤネズ

ミの乳仔が死亡していた。

体長3.5Cm，尾長3.2C皿， 後足長1.0こ皿， 耳孔はすで

にあいている。採集した時点では裸出していた腹部に

は白い体毛が生え揃っていた。下顎の切歯，上顎の切

歯とも僅かであるが出現してし唱。体重1.9 g，捕獲

時の体重2.sgと比較すると約%に減少しており，乳

母マウスによるI崎乳を十分に得ることができず，ネズ

ミ集団から這い出してはオートミーノレを摂食していた

と思われ，衰弱による死亡と考えられる。

10月10日～14日 観察せず。この間終日暗室。

10月15日〔PM 4: 00〕推定日齢18日

カヤネズミの乳仔1個体が行方不明。前回同様乳母

マウスに日交殺され唱 J安食されたと思われる。

10月16日〔AMlO:05〕推定日齢19日

乳母マウス、仔マウスの集団からカヤネズミを取り

出す。

体重5.lg，尾長約5.5cm，手のひらに乗せると指に

尾を巻きつける。

(AMlO: 30〕特別に設置した飼育場所（ 2 m 四方の

囲の中lこ0.9×0.2×1.2mのアクリノレ水槽を置き，そ

の中にススキ， オギの株を植栽したもの〕に放す。

〔図3B) 

放されたカヤネズミは直ちにススキの株元に消えて

しまう。僅か数秒後 「ガサ，ガサ」とススキの葉音が

聞えたかと思うと，すでに尾でハランスをとりながら

高さ lm付近の葉上にいた。葉の先端から穂先まで活

発に移動し，尾を葉や茎に巻きつけては巧みに降下，

登りを繰り返しているが，時々 「ガサッ」と音をたて

ては4～50r::m落下することが観察された。尾の巻きつ

け， バランスのとり方，後肢の握力不足が感じられ

る。

(AM3:40〕葉のつけ根に静止していたカヤネズミ

を捕獲し，マウスポリカゲージに入れて飼育すること

にした。

巣材にはススキの葉，穂，木綿を入れ，餌として固

型マウスフード，オートミーノレ，フインチ用餌（アワ

等の稜子〕， ヒマワリの種子， カツオブシ，給水ビン

により水を与えた。



ことによって，途中 1個体が衰弱死するとしづ事故は

3. 結果と考察 防ぐことができたと思われる。

10）~ 4日，推定日齢7日〔体重2目sg）で捕獲したカ 巣立ちしたカヤネズミは，その後も順調に成長して

ヤネズミの乳仔4個体を実験用マウス〔系統CoBS< いたが11月17日（PM1: 59）巣材のススキの穂の中

ウス CR57BL〕の可tl乳に頼るとしづ人為的な方法で飼 で背を丸くした姿で死んて引いた。飼育開始34日目であ

育を試みた。途中，乳母マウスによ って2個体の乳仔 った。この時の外部計測値は，体長10.Scm，尾長6.2

はl皮殺され， 1個体は衰弱死するというアクシデン ト cm，後足長1.6Cm，耳長o.scm，体重6.3gであった。

があったが，乳母マウスの！晴乳を十分に受けることの 死因は不明であるが， 11月10日頃にこのカヤネズミ

できた l個体は体重5.lgまで成長，飼育してから12 は毛換りが始ま った。毎日体重を測定していたため，

日目に無事離乳，巣立ちすることができた。 毛換り中にもかかわらず捕獲する時に相当のショック

カヤネズミの乳仔を乳母マウスに抱かせ飼育させよ を与えたことで，毛換りの進行が妨げられ死亡したの

うとする場合，白石も指摘しているように乳母マウス ではないかと思、われる。

は常識的に敏感に過ぎず，しかも出産育仔の経験のあ 新しい毛は，毛足も倍ほど長くなりオレンジ色を増

るハツカネズミを選択すること， 抱かせよう とするカ した褐色でたいへん美しい色をしていた。腹側部の大

ヤネズミの乳仔とハツカネズミの仔の大きさは同等 腿付近を中心に円状に毛換りは始まり，啓部，腰部，

か，小さくすることが重要である。 背側に放射状に進行していったが，特に啓部方向への

また，カヤネズミの乳仔とハツカネズミの仔の成長 進み方が速いように恩われた。

を比較すると!f'Hこ体力的な成長はハツカネズミの仔が また，離乳後30日間の体重の変化を図2に示した

はるかに早い。そのためカヤネズミの乳仔は前者に圧 が，離乳後20日聞は体重の増減は横這い状態が続く

倒され，乳を 卜分得ることができず表弱死する場合が が，日齢40日頃から成長が盛んになっている。この時

多い。そこで飼育途中にハッカネズミのイ子の数を適宜 期は丁度毛換りの始まった時期でもあった。

に減少する必要がある。今回の実験では飼育2日後に 10月18日から21日にかけて見られる急激な体重の変

13個体から 6個体に減少させたが， 少なくともあと 1 化は次に述べる事件の影響を受けた可能性もあるが，

～2回，ハツカネズミの仔を 2～3個体に減少させる はっきりした原因は明らかではない。
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図2 カヤネズミの体重変化
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一品」~
図3 乳母マウスに抱かれるカヤネズミの乳仔（矢印）と仔マウス（上）

無事巣立ったカヤネズミの乳仔（下）



その事件とは，18日の朝， 飼育ゲージを覗くと中に マントラ ップを室内に数ケ所設置しておいたところ，

はヨ ウシュハツカネズミ Musinusculus inusculusが 2日後の10月20日（PM2: 25）脱出地点から 2.5m 

入っており， 飼育していたカヤネズミの姿はどこにも 程離れた机の下に仕掛けた トラップで捕獲することが

見られなかった。一瞬，ハツカネズ ミ（乳母マウス） できた。

のI晴乳によって成長したため一夜にしてカヤネズミ か この脱出さわざによって体重の急激な増減が生じた

らハツカネズミに変身したのではないかと思ったほど と恩われる。

であるが，実際は博物館の中に棲みついていたヨ ウシ

ュハツカネズ ミが飼育ゲージ内にあるカヤネズ ミ用の 文 献

官耳を摂食するためにゲージ内に侵入した。 驚いたカヤ 白石 哲 1959 カヤネズ ミの成長 l晴乳動物学雑誌

ネズミは飼育ゲージ外jこl脱出し， ここでネズミの入れ 1(6):121 127. 

替り事件が発生した。飼育ゲージには内径6.5mrnの格 白石 哲 1964 カヤネズミの採集と飼育，九州大学

子状の金網がついていたが，との様にして入れ替った 農学部学芸雑誌，21( 1〕：63-72.

かは不明である。 直良信夫 1941 日本産獣類雑話．山岡畜店，東京。

脱出したカヤネズ ミは， オートミ ーノレを餌にシャー （神奈川県立博物館〉
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神奈川自然誌資料 7 : 43～48. Mar. 1986 

川崎市内で発見されたニホンヤマコウモリの冬眠集団

吉 行 瑞子 ・木 下あけみ

Notes on a Hibernating Colony of Nyctalus aviator THOMAS, 1911 

Found in Kawasaki City, Kanagawa Pref巴cture.

Mizuko YOSHIYUKI and Akemi KINOSHITA 

は じめに

昭布J60年2月6日， 神奈川県下で初めて，ニホンヤ

マコウモリ Nyctalusaviator THOMAE, 1911の冬眠集

団が発見された。これは，神奈川県からの本極の初め

ての記録であると共に，冬期における本種の生活史を

知る上に，極めて貴重な記録である。

筆者等は本種の冬期における生息状況とこの集団の

サンフ”ノレを調へることができたので，ここで報告す

る。このような貴重な資料を調べる機会を賜った井口

与吉氏の街l厚志に心地、ら深謝する次第である。

同 定

調査標本 ．今回採集された様本（菅小個体群〉は次

の3個所に保管されている。すなわち， JIJ崎市立青少

年科学館所蔵2頭，井口氏所蔵1頭，国立科学博物館

所蔵4頭 （NSMT-M25744-M25747）である。これ

らはその測定値が表1の通りで，外形，頭骨および歯

などの特徴により ，次のよ うに同定された。

S111THが大英博物館’（自然史〉に提供し，ここに保管

されている。

吉行は本穫の基産地に近い東京上野公園産の3雌5

~jt及び千葉県産の 4 ~tllll刻l；の小個体群と， 川崎菅小個

体n,y，どを比ii攻した結果，これらは同じ分類i洋に属する
と判定された。

分類学的考察 ：本極は N.lasioρterusとM aviator 

が含まれる大形の Nyctaluslasiopte問 sgroupに属し

ている。Tate 〔1942〕，ELLERMAN and MORRISON 

SCOTT (1966），今泉（1970),WALLIN (1969〕等は本

種を N lasio戸terits の~種としたが，その後， CORBET

(1978〕， HoNACKIet al., (1982〕および前l王I(1983〕は

本極を独立種と した。吉行も 日本産の本砲を調べた結

果，独立極とする見解に賛成である。なお，黒田（1940)

は Nyctalusinaxiinus aviator (THm1As, 1911)を本

種に用いているが， lasio戸terusが maximusより古

く，この方が先取権を持つ。

Nyctalus aviator T1・10MAS, 1911 年齢組成

1840 : Vespertilio molossus T~M ill! NCK, Mon. Mamm., 菅小個体群は，臼歯の磨滅状態（図 1）から推定し

2, 269. Not of PALLAS, 1767. て，ほぼ同年齢と見られる成獣で構成されている。す

1911 : Nyctalus aviator T1rnMAS, Ann. Mag. N. H., なわち，これらの Ml〔左側〉 の磨滅状態（図1〕は

8, 380. 次の通りである。前釦と後錐の磨滅函．は広く拡がり 1

基産地： Tokyo,Hondo, Japan （現東京都北区滝の これらは述なる，原錐も磨滅し，その面は広く ，前方

JI[〕 では側limの内側付近に達する。これらは他の個体群で

模式標本 ：MNO.5. 1. 4. 5.成獣雄， 1904年4月30日， 吉行が調べた結果から判断して，恐らく生後3年を経

Mr. H. OGAWA採集。この標本は，Mr.R. Gordon 過したものと思われる。なお， 本種では ~tfl 雄差があま
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表1 川崎市産ヤマコウモリ 的 eta/usaviator TiIOMA~ ， 1911の外部，頭部及び歯の計測値（inmm). 

No. KSS 1 KSS 2 IGC 1 25744 

Sex F. F. M. F. 

Age Ad. Ad. Ad. Ad. 

Forearm 60.l 59.4 58.5 64.0 

Head and body 96.0 90.5 91. 0 100.0 

Tail 56.0 55.0 55.0 65.0 

Hind foot (c. u.〕 16.0 16.0 16.0 15.0 

Tibia 21. 0 21. 5 21. 0 23.0 

Ear 22.5 18.5 21. 5 21. 0 

Tragus 11. 0 8.5 10.0 10.5 

Canine-Condy le 21. 80 21. 32 22.00 

Zygomatic width 14.82 15. 01 15. 00 

Masto'd width 13.86 13.92 13.95 

Interorbital constriction 5.60 5.65 5.95 

Breadth of braincase 11. 26 10.92 11. 10 

Depth of braincase at middl巴 7.46 7.64 8. 12 

Mandible 16.08 15.87 16.10 

C-C 8.20 8.01 8.50 

M3-M3 10.05 9.85 10.38 

C-M3 8.27 8. 40 8.26 

c-m3 9.00 8.90 8.95 

KSS川崎市青少年科学館， IGC井口与吉，NSMT国立科学博物館

隠滅面

歯斡

後£ti

後尖

中尖

25745 

F. 

Ad. 

61. 0 

90目。
58.0 

21. 0 

10.5 

21. 75 

14.93 

13.62 

5.65 

11. 15 

8.40 

15. 70 

8.37 

10.15 

8.10 

8.80 

原錐

25746 

F. 

Ad. 

61. 5 

79.0 

61. 0 

14.5 

21. 0 

20.5 

10.5 

21. 80 

14.82 

13. 75 

5. 72 

11. 15 

7.50 

15.96 

8.55 

10.22 

8.50 

9.10 

!Mi世

側尖

図1 川崎市産ニホンヤマコウモリ （NSMTM257 44，雌〕の

左側上顎第1臼歯
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り顕著でな＼'o などにあり， ねぐらの出入口の前方には， 出入りの

さい飛しょうするのに必要な程度の空間が見られた

コウモリが発見された場所と生息環境 (GAlSLEil, et al. 1979）。

本種の冬眠集団が発見されたのは， JIJ崎市多摩区菅 この空間に相当するのは，この生息場所の場合は，

1-10-25 （図 2 図3〕井口与吉氏庭園に生えていた 庭園のすぐ南側を流れる新三沢川である（図2-3）。こ

ケヤキZlkovaserrata (THUNE〕 M AKINOの大木（樹 の川には水面上を飛しょうする昆虫が多く，かっこう

齢95年以上〉の樹洞内である。この庭園は，陥jff,fl線の の採食j劫となっていると推定される。

稲田堤駅より南東にあたり ，JIJ崎市現存植生区｜（宮脇 今回発見された本種のねぐらは，胸高直径69C皿のケ

他.1981〕によると，住宅地， 緑の植栽の少ない地域 ヤキの材部にできた樹洞（図4）であった。この樹洞

に含まれている。また，庭園の南側jには多摩川の支流， は長径21ocm，短径60cm（切断面〉，ねぐらの出入り 日

新三沢川が流れている。なお，井口氏庭園内には他に は長径29Cm，短径11.5Cm，南方すなわち，新三沢川の

このような大木はないが，ここより62m離れた三沢川 方向に面していた。なお，出入り口はその下縁が地ヒ

の対岸には，ケヤキ等の高木が10本ほど見られる〔図 53o:mのところにあった（図 5〕。 このケヤキを切り倒

3）。 したさい，樹洞の中に7頭が体をよせあって冬眠して

ヨーロ ッパ中央部に分布する，本種にごく近縁の いるのが発見された。これらは，発見された時は動作

Nyctalus noctula ScHREBEIし 1774のねぐらは，その が緩慢で，体温が低く，冬眠中と見られた。なお，こ

72.8%が樹洞内， 21.8%が人家内，残りの 5.4 96は鳥 の日の川崎市内の気温は最高気温 10.3°C，最低気温

の巣箱などにあった（GAISLER,at al. 1979）。 また， 3.5。Cであった。

同種の冬季における生息例として，樹洞とキツツキ類

の巣穴（HILL,1984），および人家内（STREIぷov,1969〕 冬眠集団

の記録がある。それらの生息場所は，低地の森林の縁 このたび発見された冬眠集団はl雄と 6雌の合計7

図2 ニホンヤマコウモリが発見された川崎市多摩区菅周辺地域

A 稲田堤駅 B 南武線 X井口与吉氏邸 R 新三沢川
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図3 A, B ニホンヤマコウモリ が発見された井仁l与吉氏邸周辺地域

R 新三沢川

Ai 
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6 

5 

4 

3 

2 

1 

I~／ 4 ニホンヤマコウモリが発見されたケヤキの樹洞 図5 ニホ ンヤマコ ウモリ が発見されたケヤキ

頭である。その性比は85.7 : 14. 3~6である。 本極では hibernarii speciei Nyctalus noctula (ScHRE-

冬限集団の性比が全く知られていない。だが，ヨーロ BER, 1774〕inFaleza Lacului Razelmcapul 

yパの Nyctalusnoctulaでは 1000頭以上の~t/l )i;it混合 Dolosman Dobrogea. St. Si. cerc. Biol. Seria 

の冬眠集団が，樹j同と人家て記録（STRELKOV,1969）さ Zoo!. 20 : 291ー7

れている。また HEERDTand S1,u1T 

た152頭の冬H民集団では， 雄が5696，雌が45%て酔あつ aearctic Region: a taxonomic review. 

た。また， BAnBuand Sm (1968）は228頭のうち雄が British Mus巴L』m (Natural History). 

36%, ~titが5496であった例を報告している。このよう ELLEHMArt, J. R. and T. C. MonnrsoN-ScoTT 1966 

にN.noctulaでは，冬眠集団は雌維が不規則に混合し Checklist of Palaearct:c and Indian Mam-

た集団らしく，その性比には若干変化が見られるよう mals 1758 to 1946. British Museum (Nat 

であるが，単独のハレムではない。ところが， 菅小個 ural History). 

体j伴は，混合集団ではなく， l明らかに単一のハレムの GA1s1rrn, J. V. H主NA]( and J. DUNGEL 1979 A 

ょうである。 contribution to the population ecology of 

なお，ニホンヤマコウモ リのコロニーには，冬眠あ Nyctalus noctula (Mammal' a; Chiroptera〕

けから出産期まえの6月上旬まで見られる雌雄混合の Act. Sc;. Nat. Brno., 13 : 1-38. 

コロニーと，出産して子を育てる ~litからなる出産 ・ 育 HEERDT, P. F. van and J. W. SLUITER, 1965 Notes 

児コロニーがあり，前者は平均31.5頭，後者は27.1頭 on the distribution and behaviour of the 

からなる（前回， 1973〕o Noctule bat (Nyctalus noctula) in the Neth-

erlands. Mammalia, 29 : 463-477. 

文献 HILL, J. E. and J. D. SMITH, 1984 Bats. A natu-

BARBU P. and G. Srn 1968 Obeservatii asupra ral history. British Museum 〔NaturalHis-
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tory〕. STRELKov, P. P. 1969 Migatory and stationary 

HoNACKI, J. H .. KINMAN, K. E. and J.羽r.,KOEPPL bats (Chiroptera〕ofthe Europ巴anpart of 

(eds.〕1982Mammal Species of the Wor- the Soviet Union. Acta Zoo!., Cracov., 14: 

Id, Allen Press and Association of Syste- 393-439. 

matics Collections, Lowrence, Kansas. TATE, G. H. H. 1942 Results of the Archbold 

今泉吉典 1970 日本口市乳類図説， ヒ 新思潮干上，東

京．

黒田長礼 1940 原色日本晴乳類図説． 三省堂， 東

京

前田喜四雄 1973 日本のnriJ乳類。翼手目ヤマコウモ

リ属. II[t)乳類科学，（27): 1 28. 

MAEDA, K., 1983 Classificatory study of the Jap 

anese large noctula, Nyctalus lasioρte問 S

aviator THOMAS, 1911. Zoo!. Mag. (Dobutu-

gaku Zassh仏 92;21-36. 

宮l協 昭 ・藤間（I烈子 ・箕輪隆一 1981 川111奇市現存植

生図．横浜植生学会
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横浜市内で捕獲されたアブラコウモリ

小林峯 生

Notes on Japanese Pipistella Piρistrellus abramus Found in Yokohama 

Mineo KOBAYASHI 

コウモリ類の採集は地上棲小ufll乳類のトラ ップを使

用して採集する場合と異なり，空中を生活の場として

し、るのでなかなな困難である。洞窟内に棲んでいる種

類を除いては落ちているものを偶然に拾うか，ネコが

くわえてきたものを捕えるなどして，採集記録として

L、る場合が多い。そんなわけでト県下におけるコウモリ

類の棲息調査は全く進んでいないといっても過言では

ない。わが国に棲息が知られているコウモリ類は約25

極であるが， 県下に棲息が確認されている種は下記の

ように8種で，その他に楼恵、は確認されていないが，

浜口・一寸木（1985）によ って報告されたオヒキコウ

モリがある。

キグガシラコウモリ Rhinolophusferrumeguinum, 

モモジロコウモリ Myotismacrodactyllus, アブラコ

ウモ ＇） Pipistrellus abr仰向us, モリアブラコウモリ

Pψistrellus endoi，ウサギコウモリ Plecotusaurtius, 

ユピナガコウモリ Minio1うterusschreibersi，テングコ

ウモリ Murinalecogaster, コテングコウモリ Ma-

γも抗aauγata句

ここに報告するアブラコウモリ Pゆistrellusabra 

musは，1985年9）~ 15日に横浜市西区南浅間町の横浜

油脂工業株式会社構内で得たものである。前々から横

浜市神奈川区菊名｜！日付近にコウモリが飛均していると

いうことを耳にしていたが，1985年7月に博物館への

電話による11,¥1＼、合せにより中区．横浜公園にも飛均して

し、ることを知るとともに， 8月になって馬車道通りで

も飛矧しているコウモリを目懲した。

その時期に横浜油脂工業から，構内でコウモリの糞

らしいものがあるので見てくれという求めに応じて行

ったところ，たしかにコウモリの糞であることを知っ

た。その時には種名は判定することができなかった。

9月15日にもち込まれた小形のコウモリを調べたとこ

ろ，アブラコウモリPψistrellusabrainusと同定する

ことができた。

アプラコウモリは日本，台湾， 中国，朝鮮などに分

布し，わが国では本州，四国，九州，奄美大島，南西

諸島なとから知られている。県下では古くから農村地

帯の木造家屋を棲み家にしていることが知られている

が，市街地での報告はない。どうして最近になって績

浜市の中心街に，アプラコウモリが飛均するようにな

ったのか，その理由はわからないが，ここに今回入手

したアブラコウモリの外部測定値をあげて，横浜市か

らの記録として報告する。

前腕32.Ornm，頭胴45.0:run，尾34.0皿，下腿12.Ornm, 

足（爪とも） 7. 2mm，耳12.O;nm，耳珠（後縁）6. Ornm。

菊名町や横浜公園， 馬車道通り などに飛矧するコワ

モリも恐らくアブラコウモリであろう。今後の調査に

期待するものである。

おわりにあたり，調査の機会をあたえてくださった

横浜油脂工業株式会社瀬々倉康夫氏に心から感謝する

次第である。

文 献

今泉吉典 1963 原色日本晴乳類図鑑，保育社，大

阪，57ー 102

浜口哲一 ・一寸木肇 (1985) 南足柄市で発見された

オヒキコウモリ，神奈川自然誌資料， (6〕：

37← 40. 

（神奈川県立博物館〕
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アブラコウモリの採集地点（1)および目撃地点（2〕，〔3〕。

医12 南浅間町で採集されたアプラコウモリ
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海老名耕地用水路（相模川左岸水系〉

におけるテラビアについて

飯 村 武

On TilapiαCollected at Ebina Canal 

Takeshi IIMURA 

はじめに

テラピア属 Tilapiaはアフリカから中近東にかけて

の熱帯域を原産地とするカワスズメ科 Cichlidaeの魚、

で，わが国には T』Jゆiamossambicaが1954年に初め

て輸入されて以来，今日までに数種が導入され，一部

は放流されて，現在では琉球列島の沖縄島を初めとす

る若干の島々の水域で，また本州 ・四国 ・九州では温

水の入る川およひヲk固などで増えているという〔宮地

ら， 1984〕。 これらの生息地は川の下流域で，かなり

汚濁されているとも述べられている。このような状況

の中で，神奈川県でもテラ ピア属が野生化している話

を聞くようになり，越冬， 定着，繁殖などに関心がも

たれている。

ところで，テラピア属の野生化調査はその緒につい

たばかりで，木県では多摩川，鶴見川および酒匂川の

3水系での生息記録〔斎膝，1984〕を 1 また中村〔1984)

が，1981年10月と’82年11月に鶴見川〔位置は横浜市

緑区と港北区〉で採捕し， 定着繁殖の可能性のあるこ

とを報告しているにすぎない。筆者は1983年10月に相

模川左岸水系においてテラピア Tila戸ia削 ＇loticaを採

捕し，さらに聞き込み等により，生息状況について若

干の知見を得たので報告する。

なお，採捕個体の同定は神奈川県立博物館の中村一

恵専門学芸員にお願L、した。ここに厚くお礼申し上げ

る。

採捕位置と環境

採摘された地点とその周辺の概況を図1に示す（①，

筆者により採捕された地点〕。すなわち，採捕された

のは相模川左岸水系の海老名耕地用水路で，県道藤沢

厚木線が交差する地点から下流約50mの位置て、ある。

採捕されたのは1983年10月8日の15時15分，鮒釣り

の仕掛けで，餌はミミズであった。採捕地点（釣り上

げられた地点〕を図2に示す。この場所の水路幅は約

13m，水深は約lmであった。採捕地点から約lOm上

流の位置で2つの水路にわかれる（図lおよび図2参

照，この2水路の合流点から相撲川合流点までの水路

を地元民は貰抜川と呼んでいる〉。図2において，向

って左の水路（西水路と呼ぶ〕の幅は 3.5m，右の水

路〔東水路と呼ぶ〉の111高は5.5mである。西水路の流

れはごく緩やかであるが， 東水路はかなりの流速で貫

抜川lに流れ込んでいる。しかし，寅抜川の川1j1ijjが上流

2水路のそれに比べて広いので，採補地点での流れは

ごく緩やかとなり ，いわゆる水のよどんだところとな

っている。

図1 テラ ピア・ニロチカの採捕地点と周辺の概況

①筆者により採捕された地点； ②採捕が報告さ

れた地点， ①筆者により採捕が確認された地点
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図2 テラピア ・ ニロチカの採捕地点（ × l~[Jのと ころ〉

水路は水田j荏淑用のものであるが，沿岸では最近宅

地化が進み，生活排水が流入し富栄養化が進んでい

る。採捕時の水温は 17°Cで， 河床にはヤナギモの群

落が散在的に繁茂している。

なお，この場所は好適な釣り場で，フナ類，オイカ

ワ，モツゴ，アブラハヤなどが頻度高く釣れ，まれに

コイ ，ナマズなどが釣り上げられている。

採捕個体の計測

筆者により採捕された個体を図3に示す。この個体

の体各部の計測値はつぎのとおりであった。

体重，47.5gr；全長，130m；標準体長，108mm；，尾叉

体長，128mm：， 体高，39mm; ~員長， 33mm；体盤長， 34mm ;

H工門長，nmm；吻長， llmm；前吻長， 2.5mm：，尾柄長，
17剛，尾柄高，14mm；， 眼高高， 7mm；両眼間隔幅，

12.5mm；上顎長，7mm；口幅，9mm；胸鰭長， 29Il1Ill.

生息についての聞き込み調査

1985年10月10日に， 海老名耕地用水路におけるテラ

ピアの生息状況の調査を行った。調査方法は釣人によ

り当日釣り上げられたものを確認することと過去の体

験を聞き，これを記録することである。その結果，当

日釣れたものはなかったが，体験談では貫抜川で釣れ

るのはまれではなく ，とくに①の地点（図lにおいて

筆者により採捕された地点〉および①の地点（図 1に

おいて採捕が報告された地点〕でよく釣れるとのこと

であった。 ①の地点では数年前からで，最近は以前に

比べて頻度高く釣れ，その大きさも 200mmlこ及び，さ

らには貿抜川で越冬し， 繁殖しているのではないかと

語っていた。

貫抜川の①の場所の状況を図4に示す。水は緩やか

に流れ， 土堤にはススキやヨシを主とする高茎草木が
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図3 2存者により採捕されたテラピア ・ニロチカ

図4 採捕が報告された地点の状況

繁茂し，これら草木煩が両岸から水面のかなりの部分

を覆っていた。また河床には各所にヤナギモが繁茂し

ていた。釣人の1人は1985年9月30日にテラピア 2個
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図5 テラピアが釣れる相模川河原内の池（筆者により採摘が確認された地点〕

体を釣り l:.lf，その全長はし、ずれも約300mmあったと つくものであり，相模川水系 での記載は初めてであ

述べ，さらには釣れる個体が年々大きくなっていると る。筆者が調査した場所でのテラピアの生息は，地元

語っていた。中村（1984〕によると，テラピアは水温 民が諮っているように， Y社で1968年から飼われてい

が10°C以下になるとわが国の大部分の河川などでは るテラピアがそのもとになっていることは明らかであ

越冬出米ないと述べている。寅抜川も例外ではなく， る。問題は，テラピアがどのような経路で海老名耕地用

冬期に氷が張るとし、った状況はないが，水温は 10°C 水路（寅抜川）~こ生息分布するよ うにな ったかであ り，

以下になることを指摘しておきたい。 さらには貫抜川で越冬，繁殖しているか否かである。

つぎに，図lにおける③の地点で採捕が記録されて 越冬およひ．繁殖の問題はともかく， 生息については

L唱。この場所は相模川の河原に形成された面積約15 つきの二つの経路が考えられる。その一つは人為によ

aの池 （河原の池〕で，テラピアが頻度高く釣れ，子 る直接放流てーあるが，近隣で飼養しているので，その

供たちの釣り場として人気がある。この河原の池の束 実施はきわめて容易であるといえよう。他の一つは河

側には土管が通じていて，水（温水）が流入してい 原の池経由で貫抜川を洲上するものである。 すなわ

る。これは東方約200mの距附にあるY社のプーノレの ち，河原の池の水は河原に流れを作って相撲川の本流

過剰水であるとしづ。 に流れ込んでいるので，河原の池と賞抜川とは本流を

河原の池の状況を図5に示す。水深は最深が約80 介して述結している。つまり， テラピアは流量が多

cm，岸の一部にはヨシが， また池床には散在的にヤナ く，7J<.温の高い夏期に河原の池から本流に出， やがて

ギモが繁茂している。筆者は1983年10月下旬に，この 貫抜川を棚上するのではないかと考えられるものであ

河原の池で釣り上げられたテラピアを釣人にみせても る。ちなみに，これまでのところ直接に放流したとい

らったが，その全長は170聞で、あった。なお，河原の う話は聞いていなし、。

池の水1W~は冬期でも約 14°C 以下になることはなく， 貿抜川での越冬，繁殖の可否は今後の調査に期して

フナがよく釣れてL情。 またれるが，河原の池は冬期でもかなり高い水温を保

ところで， Y社では1968年に30頭のテラピアを飼L、 っているから，ここてやは越冬，繁殖しているのではな

始め，今日に及んでいるとL寸。飼養の場所は構内に いかと推察される。

設けられたプーノレ（前述，縦約60m，横約25m，深さ

約 1.5 m〕で，このプーノレの過剰水（温水）が土管で 文 献

河原の池に導びかれているものである。 プーノレで飼育 宮地侍三郎 ・JI/那部浩哉 ・水野信彦 1984 原色日本

しているテラピアは年々増殖し，ときとして土管を伝 淡水魚類図鑑（金改訂新版）．保育社，東京．

って河原の池に到達しているとのことであった。 中村一恵 1984 鶴見川で採れたテイ ラピア につい

て神奈川自然誌資料，〔5):57-60, 

おわりに 斎藤和人神奈川県の淡水魚類分布一神奈川県の水生

テラ ピアの野生化についてのこのたびの記録は，神 生物第6報，神奈川県環境部水質保全課．

奈川県では斎藤（1984〕および中村（1984）の報告に （神奈川県立自然保護センター〕
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1972年から1985年の聞に横浜市緑区赤田で

観 察 された蝶類

井形啓 一 郎

Butterflies Observed in Akada between 1972 and 1985 

Keiichirou IKATA 

はじめに

横浜市緑区在岡町赤田は横浜市の北西，東急EEi園都

市線の江田とあざみ野の問に位置し（図 1），急、速に

都市化が進む中にあって，雑木林と田畑が残っている

縁のオアシスである。いや，緑のオアシスであった。

と言った方が良いかも知れない。1985年6月には宅地

造成工事が始まり ，広い範囲で樹木が伐採され，以前

の面影は無くなってきている。

筆者は1972年から1976年にかけて荏田町に住み，そ

の時から今日に至るまで赤田で蝶類の観察と撮影を続

けてきた。1972年から1985年6月まで赤田の自然環境ー

は，西側の尾栂筋に車が通れる道ができたり ，一部の

田畑が宅地化されたりしたことを除くと，ほとんど変

化がなかったと言える。ただ， 1973年に赤田の前に隣

接する小黒地区が開発されたことによる蝶煩の個体数

への影響があったのではなL、かと，思われる。

赤聞で観察された蝶類の概要

広さ約68ヘクターノレの赤田で1972年から1985年の間

に観察された蝶類は65種にのぼり，この程度の広さの

地域にしてみれば驚異的な数字といっても過言ではあ

るまい。そして，最近の 2年間（1984年， 1985''1＇二〉に

観察できた蝶類はまだ61種もあり 3 それだけ赤聞の自

然度が高かったといえる。最近2年間の種類数を福田

(1981〕によって 東京世田谷区産蝶類と単純に 比＇I攻す

ると，世田谷の1960年代に相当することになる。

65種の内訳は，アケソ、チョウ科9種（7〕，シロチョ

ウ苧1・6種 （6), シジミチョウ科15穣（15〕，テングチ

ョウ科1種 （1），マダラチョウ科1種（0），タテハチ

ョウ科15種（11), ジャノメチョウ科8種 （7), およ

びセセリチ ョウ科10種（10）である。

（〕内の数字は偶産種等を除いた種数を示す。

なお，本稿をまとめるにあたっては緑区自然保設懇

話会発行の「赤田通信」 を参考にした。また，本稿に

おける蝶類の科および極の記述順序，および学名は，

川副他（1979）に従った。

次に各苧｜の状況についてその概要を報告する。

1. アゲハチョウ科

赤田では9種のアゲノ、チ ョウが観察されている。そ

の内訳は，ジャコウアゲハ，アオスジアゲノ＼キアゲ

ハ，アゲハ，モンキアゲハ，ク ロアゲハ，オナガアゲ

ハ，カラスアケ’ハ，ミヤマカラスアゲハである。 この

うち，ジャコウアケソ、は 1度目撃されているが赤田で

食草のウマノスズクサ，オオパウマノスズクサが確認

されていないことから他の地域から飛来した可能性が

強い。また， ミヤマカラスアゲハは 1頭採集されてい

るが採集された個体の様子から赤田で偶発したものと

思われる。また，モンキアゲハ，オナガアゲハは少な

く， 赤田で普通に見られる アゲハチョウは5種とな

る。キアゲハが多いのが特徴である。

2. シロチョウ科

赤田では6種のシロチョウが観察されている。その

内訳は，モンキチ ョウ，ツマグロキチョウ，キチョ ウ，

スジグロシロチョウ，モンシロチョウ，ツマキチョウ

である。このうち，ツマグロキチョウは少なく ，赤田

で普通に見られるシロチョウは5種となる。4月には

ツマキチョウが多数発生する。

5. シジミ チョワ科

赤田では15種のシジミチョウが観察されている。そ

の内訳は，ムラサキシジミ ，ウラゴマタ．ラシジミ ，ア

カシジミ，ウラナミアカシジミ ，ミズイロオナガシジ

ミ，ミドリシジ ミ， オオミドリ シジミ，ト ラフシジミ ，
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赤田では本科の日本産唯一の種であるテングチョウ

が観察されており ，1985年の春には越冬した個体が多

数目撃されている。

5. 7 ダラチョウ科

赤田ではアサギマダラが2度目撃されているが，こ

れらは他の地域から飛来したものと忠われる。

6. タテハチョウ科

赤聞では15種のタテハチョウが観察されている。そ

の内訳は，オオウラギンスジヒョウモン，メスグロヒ

ョウモン，ミドリヒョウモン，イチモンジチョウ，コ

ミスジ， ミスジチョウ，ホシミスジ，キタテハ，ヒオ

ドシチョウ，ノレリタテハ， ヒメ アカタテハ，アカタテ

ハ，スミナガシ，ゴマダラチョウ，オオムラサキでトあ

る。このうち，オオムラサキは絶滅したものと思われ

るが1983年に再び観察されている。また，オオウラギ

ンスジヒョウモン， ミドリヒョウモンは1984年の秋以

前に観察記録が1尽く，他地域から飛来した可能性が強

¥ 'oまた，ホシミスジは 1度目撃されているが偶産と

恩われる。 また， メスグロヒョウモン， ミスジチョ

ウ，ヒオドシチョウ，ヒ メアカタテハ，アカタテノ＼

スミナガシは少な く， 赤田で普通に見られるタテハチ

ョウは5種となる。コ占マダラチョウは，1983年， 1984

年には多数観察されたが， 1985年には春型が少し見ら

れただけで夏型はまったく見られなかった。

7. ジャノメチョウ平ヰ

赤田では8穫のジャノメチ ョウが観察されている。

その内訳は， ヒメウラナミジャノメ， ジャノメチョ

ウ， クロヒカゲ， ヒカゲチョウ， サト キマダラヒカ

ケ’，ヒメジャノメ，コジャノメ，クロコノマチョウても

ある。クロコ／マチョウを除く 7極は赤田で普通に見

られる。

8. セセリチョウ科

赤田では10種のセセリチョウが観察されている。そ

の内訳は， ミヤマセセリ，ダイミ ョウセセリ，アオハ

セセリ，ギンイチモンジセセリ，コチャパネセセリ，

キマダラセセリ， ホソパセセリ， オオチャパネセセ

リ，チャパネセセリ，イチモンジセセリである。この

うちミヤマセセリ，アオパセセリ，ギンイチモンジセ

セリ，ホソパセセリ ，チャパネセセリは少なく ，赤回

で普通に見られるセセリチョウは5極となる。

目 録

以下に1972年から1985年の間に赤間で観察，記録さ

れた蝶類の日銀をあげる。使用した記号・は次の通りで

ある。

O：最近の2年間（1984年，1985年）に観察され

た種煩

ム ：赤田で普通に見られる種類

口 ：偶産あるいは他の地域から飛来したと思われ

る種類

注，観察記録の西暦年のあとにあるアノレァフベツ

トと数字（ 昔日の説明文の中にも含まれる〕は

観察場所を図2の座襟を用いて示してある。

アゲハチョウ科 Papilionidae 

ジャコウアケ’ハ Atrophaneuraalcinous KLUG O 口

lo, 7. VI. 1985, D3，井形目撃

赤田での記録法上記の 1例だけであり，食草も確

認されて・、ないため，他地域から飛来した可能性が

強い。

アオスジアゲハ Gra戸hiumsar戸edonLINNAEUS 0ム

キアケ’ハ Paρiliomachaon LINNAEUS Oム

赤田で最も多く見られるアケ’ハチョウである。

アゲハ Papilioxuthus LINNAEUS 0ム

モンキアゲハ Paρiliohelenus LINNAEUS 0 

1 o, 21. V. 1983, Dl，木村正採集

3exs., 27. V. 1983，木村正目撃

lex., 24. VII. 1983，木村正目撃

lex., 30. V. 1984, El，北川淑子目撃

クロアゲハ PaかlioρrotenorCRAMER Oム

オナガアゲハ Paρiliomacilentus JANSON 0 

1合，30. VII. 1983, El，木村正採集

1♀，2. VIII. 1983, C5，木村正採集

lex., 5. V. 1985, D3，井形目撃

カラスアゲハ Paかliobiaηor C且AMER Oム

ミヤマカラスアゲハ Pa1りiliomaackii MiiNETRI郎

0 口
1合，11.V. 1985, C5，木村正採集

赤田での記録は上記の 1{:91］だけであり，採集され

た個体は羽が十分伸び切っておらずうまく飛べない

様子で，赤田で偶発したものと，思われる。

シロチョウ科 Pieridae 

モンキチョウ Colias(Colias) erate ESPER 0ム

ツマグロキチョウ Eurei河G 〔Nir’inula)laeta Bo1sou-

VAL 

lex., 31. III. 1979, D2，井形目撃

lex., 22. X. 1983, E5，井形目撃

1♀，4 XI. 1984, D5，木村正採集

。

秋型の個体は目撃，採集されているが，夏型は未
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確認である。

キチョウ Eurem a〔Terias)hecabe LrnNAEus 0ム

スジグロシ ロチョウ Pieris(Artogeia) inelete ME:N 

立TRIES 0ム

モンシロチョウ Pie円s(Artogeia〕ra1りaeLrNNAEus 

0ム

ツマキチョウ Anthocha門5scolymus BuTLEit 0ム

4月に多数発生し，春の赤田を代表するチョウで

ある。

シジミチョウ科 Lycaenidae 

ムラサキシジミ Narathurajaponica MumMY 0 

lex., 11. VI. 1983, E5，井形目撃

2exs., 19. VI. 1983, E5，井形目撃

1♀，19. VI. 1983, D6，井形目撃

lex., 2. IX. 1984, Dl，井形目撃

lex., 4. VIII. 1985, Dl，井形目撃

3exs., 18. VIII. 1985, Dl，井形目撃

1983年には広い範囲で観察されたが， 1984,1985 

年には主に Dlで見られた。

ウラゴマダラシジミ Artopoetes pryeri Mu rmA Y 

0ム

1 CS°, 31. V. 1985, E5，井形目撃

アカシジミ faponicalutea HEWITSON 。

1合，7 VI. 1985, D5，井形目撃

2合cs-1♀，15. VI. 1985, D5，井形目撃

D5に10:'1立余のハンノキがあり ，1983年以降その

付近で毎年観察されている。

オオミ ドリシジミ Favoniusorientalis MunRAY 

1合，7.VI. 1985, D3，井形目撃

1♀，15. VI. 1985, D4，井形目撃

0ム

発生数は1983年をピークに，1984年には少なくな

り， 1985年には上記を含めて数例の目撃にとどまっ

た。

トラフシジミ Ra1うalaarata BREMER 

lex., 3. V. 1983, Dl，井形目i主主

3exs., 19. VI. 1983, El，井形目撃

lex., 25. VI. 1983, D2，井形目撃

lex., 20. V. 1984，ヂJ：形目撃

lex., 5. V. 1985, D3，井形目撃

lex., 5. V. 1985, El，井形目撃

lex., 23目 VI.1985，井形目撃

。

春型は4月下旬から 5月中旬にかけて，夏型は6

月中旬から 7月中旬にかけて見られる。春型に比へ

て夏型は少ない。

ベニシジ ミLycaenaphlaeas LINNAEUS 0ム

lex., 10. VI. 1984, E5，井形目撃 赤田で最も多く見られるシジミチ ョウである。

lex., 17. VI. 1984, Dl，井形目撃 ゴイシシジミ Tarakahamada DRUCE Oム

lex., 7. VI. 1985, E5，井形目撃 広い範囲で発生し， 木陰をチラチラ飛ぶのをよく

lex., 15. VI. 1985, El，井形目撃 見かける。

ワラナミアカシジミ faρonicasaφestriata HEwrTsON ウラナミシジミ Lamかdesboeticus LINNAEUS Oム

0 例年だと 8月下旬から11月上旬にかけてマメ畑を

1合，2.VI. 1983, D2，木村正採集 中心に見られるが，1978年には7月9日に， また，

lex., 12. VI. 1983, El，井形目撃 1979年には 7月1日に初見されている。

lex., 24. VI. 1983，木村正目撃 ヤマトシジ ミPseudozizeeriamaha KoしLAR Oム

lex., 19. VI. 1984, C3，坂村堅二目撃

がl種アカシジミより少し、。

ミスイロオナガシジミ Antigiusattilia BREMER 

0ム

lex., 16. VI. 1985, Dl，井形目撃

1983年には広い範闘で多数観察されたが，1984年

には少なくなり， 1985年には上記の 1{91Jだけであっ

た。

ミト リシジミ Neozephyrustaxila BREMER 

1♀，11. VI. 1983, D5，井形目撃
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3♀♀，19. VI. 1983, D5，井形目撃

lex., 16. VI. 1984, D5，井形目撃

。

ノレリシジミ Celastrinaargiolus LINNAEUS 0ム

ベニシジミと共に早春から姿を見せるシジ ミチョ

ウでトある。

ツバメシジミ Everesai’giades PALLAS 0ム
ウラギンシジミ Curetisacuta Moorrn O企

夏型は6月｜こ句から発生し， 7月，8月と連続し

て見られ，9月以降には秋型が多数発生する。そし

て春先には越冬した個体が観察される。

テングチョウ苧｜ Libytheidae 

テングチョウ Libytheaceltis FuESSLY 0 

lex., 16. VI. 1984, D4，井形目撃

lex., 21. X. 1984, C4，井形目撃



lex., 6. IV. 1985, C4，井形目撃 く多数観察された。

lex., 6. IV. 1985, E5，井形目撃 コミスジ Nφtissa仲hoPALLAS Oム

lex., 2. VI. 1985, D4，井形目撃 タテハチョウ不｜の中で最もよく見られる。

1984fl三まではあまり見られなかったが，1985年に ミスジチョウ NφtisPhilyra MftNE'l'RrEs 0 

は3月下旬から 4月下旬にかけて越冬した個体が多 2巴XS.,16. VI. 1984, D4，井形目撃

数観察された。また， 5月下旬から6月にかけての

発生期にも例年以上の個体が観察された。

マダラチョウ平ヰ Danaidae 

アサギマダラ Paranticasita KOLLAR 0 口
lex., 18. IX. 1983, Dl，福田光洋，福田光則

目撃

lex., 11. V. 1985, Dl，野田信弘目撃

赤田での記録は上記の2例だけであり ，移動性の

強L、このチョウの性質を考えあわせると，他の地域

から飛来した可能性が強い。

タテハチョウ科 Nymphalidae 

オオウラギンスジヒョウ毛ン Aγgyro担omerusla担G

MOTSCHULSKY 0 口
1♀，24. IX. 1984, D4，井形目撃

赤田での記録は上記の1例だけであり ，他の地域

から飛来した可能性が強し、。

メスグロヒョウモン Damorasagano DOUBLEDAY 0 

22)(1), 22. VI. 1980, D2，井形目撃

1合，4.IX. 1983, Dl，井形目撃

1♀，17. IX. 1983, Dl，木村正採集

1♀，29. IX. 1983, Dl，木村正目撃

lex., 16. VI. 1984, D6，井形目撃

1♀，24. VI. 1984, C5，井形目撃

lex., 1. VII. 1984, D4，井形目撃

lex., 31. V. 1985, D2，井形目撃

lex., 2. VI. 1985, D2，井形目撃

確実な記録があるのは1983年以降であるが， 1979

年および1981年の6月に筆者によ りミスジチョウら

しい個体が目撃されている。 1984年には多く見られ

民家の庭にあるカエデの葉に産卵しているのが観察

されている。

ホシミスジ Nφtispryeri BUTLER 口
lex., 7. VI. 1981, C4，井形目撃

赤田での記録は上記のimだけであり，高桑正敏
氏も指摘しておられるように偶産の可能性が強い。

キタテハ Polygoniac-aureum LINNAEUS Oム

ヒオドシチョウ Nymρhalisxanthomelas DENIS & S-

。且IFFEHMOLLrm

1巴x.,17. VI. 1984, Dl，井形目撃

lex., 15. VI. 1985, D5，井形目撃

ノレリタテハ Kaniskacanace L1NNAECS 

。

0ム

越冬した個体を 4月から 5月にかけて目撃する例

1合，23. IX. 1984, Dl，野田信弘目撃 が多い。

赤田での観察例はあまり多くないが，赤田で生息 ヒメアカタテハ Cynthiacardui LINNAEUS 0 

している可能性が強い。

ミドリヒ ョウモン Argy抑制sρaphiaLrNNAEUS 0 口
1♀，2. IX. 1984, E5，井形目撃

1合，7.IX. 1984, D4，木村正採集

lex., 24. IX. 1984, D4，井形目撃

lex., 6. X. 1984, D4，井形目撃

アカタテノ、 Vanessaindica HERBST 

lex., 4. VII. 1982，井形目撃

1♀，14. IX. 1984, D4，井形目撃 lex., 24. VII. 1983，井形目撃

32)合1♀，24.IX. 1984, D4，井形目撃 lex., 28. X. 1984, E5，井形目撃

。

12), 30. IX目1984,El，井形目撃 スミナガシ Dichorr’agianes問iachusBorsuuvAL 

1合，14. IX. 1985, D2，野田信弘目撃 1 (!), 20. V. 1983, Dl，木村正採集

赤田では1984年の9月に上記の他にも多数観察さ lex目， 20.V. 1983, Dl，木村正目撃

れているが， 1984年以前に確実な記録が残っていな lex., 27. V. 1983, Dl，木村正目撃

L、こと，初夏の記録が無いことなどから，他地域で 赤田では1983年に観察されており ，Dlにアワプ

発生したものが赤田に飛来したのではないかと思わ キがありかろうじて残存している可能性が強い。

れる。1985年9月14日の1例だけであった。 ゴマダラチ ョウ Hestinaja戸onicac. & R. FELDER 
イチモンジチョウ Liinenitis(Ladoga) carmlla L1NN Oム

AEUS Oム

1985年の5月下旬から 6月上旬にかけて例年にな

lex., 31. V. 1985, E5，井形目撃

lex., 2. VI. 1985，井形目撃
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図3← 1.赤田で普通に見られるゴイシシジミ（C4（こで， 12. V. 1985撮影〕，上左

2 ニラの花で吸蜜するミドリヒョウモン♀ （D4にて， 14.IX. 1984撮影〉，上右

3. ササの葉にとまったホシミスジ（C4！こて，7 VI. 1981撮影〉，下左

4.黄葉したクズの業で休むクロコノマチョウ♀ （E5i二て， 10. XI. 1985J最影〕，下右

1983年，1984年には多数観祭されたが， 1985年！こ 1お Oム

は春型が5月下旬から6月上旬！こかけて観察された ヒメジャノメ Mycalesisgotama MOORE Oム

ものの，夏型はまったく見られなかった。開発の影

響がも う現われたのだろうか。

オオムラサキ Sasakiacharonda HEWl'l'SON 口
1合，24. VI. 1973, El，井形目撃

l合，19.VI. 1983, D3，北川淑子目撃

本種は赤田では既に絶滅したものと思われるが，

」記のように1983年に再び観察されている。赤日：｜あ

コジャノメ Mycalesisfrancisca C .¥AMER Oム

クロコノマチョウ MelanitisρhedimaCRAMER 0 口
1♀，10. XI. 1985, E5，升形 l~I 撃

赤田での記録は上記のl{71jだけであり，木種の土

着の北限が静岡県下とされており，倒産と忠、われ

る。

セセリチョウ科 Hesperiidae 

るいは赤田の周辺にオオムラサキが生息できる場所 ミヤマセセリ Erynnismontanus BREMER O 

がまだ存在しているのだろうか。

ジャノ メチ ョウ手ヰ Satyridae 

ヒメウラナミジャノ メ乃thimaargus BuTLllltOム

ジャノメチョウ Minoisdryas SooPOLI 

クロヒ カゲ Lethediana Bu'l'LER 

0ム

O企

l巴x.,5. V. 1981，井形目撃

19., 1. V. 1984, D2，井丹~ l~l 'l!埜

l(i), 5. V. 1984, Dl，木村正採集

1980年までは4月上旬から 5月上旬にかけてよく

観察されたが， 1981年以降は激減し，観察記録は上

ヒカゲチョウ Lethesicelis H~wrrsoN 0!¥ 記の3例にとどまっている。

サトキマダラヒカゲ Neopegoschkevitschii Mf:Nf:’m- ダイミ ョウセセ リDaimiotethys Mf.~NE 'l'RI Es 0ム
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アオパセセリ Choasρesbenjaininii Gut1t1N-M E:Ntvrー

LLE 

1巴x.,27. V. 1984, ；｝二｜形目撃

2exs., 4. VIII .1984, Dl，列形目撃

lex., 29. IV. 1985, Dl，井形目撃

lex., 5. V. 1985, E5，列形目撃

lex., 12. V. 1985, El，列形目撃

。

4月下旬から 5月下旬にかけてと， 7月下旬から

8月上旬にかけての2回発生している。1回目の方

の観察例が多L、。

ギンイチモンジセセリ Leptalinaunicolor BREMER & 

GREY 

2exs., 4. V. 1980, D3 ， 井形 l~I 撃

lex., 5. V. 1980, D3，井形目撃

2exs., 3. V. 1981, E5，舟形目撃

lex., 2. V. 1982, D3，井形目撃

lex., 9. V. 1982, D2, ;J：ド形目撃

1980年から1982年の5月卜旬に春型が観察されて

おり，赤E日で生息しているものと思われる。

コチャパネセセ リ Thoressavaria M URRAY Oム

キマダラセセリ Potanthusflavum M URRAY Oム

ホソパセセリ Jsotei托onlamρrosρilus C. & R. FEし

DER 

lex., 18. VII. 1982, Dl，井形目撃

1巴x.,22. VII. 1984, Dl，井形目撃

。

7月上旬から 8月上旬にかけて観察されているが

個体数は少ない。

オオチャパネセセリ PolytrernisρellucidαMURRAY 

0ム

イチモンジセセリに負けなL、ぐらいの発生数を示

す。

チャパネセセリ Pelo戸idasmathias FABRJCJUS 0 

lex., 21. X. 1984, D2，井形目撃

lex., 22. IX. 1985, E5，井形目撃

観察例は少はし、が，秋にはある程度発生している

ものと思われる。

イチモンジセセリ Parnaraguttata BREMER & GREY 

0ム

まとめ

1972年から1985年までの14年間の観察により何とか

赤田の蝶相の輪郭がつかめたのではないかと思う。し

かし何分筆者ひとりの判断によ るところが多く ，今後

より正確な赤田の蝶の全休｛象を明らかにするためには

多くの人の観察記録や知見を積み重ねて行くことが必

要であると思われる。また，開発後の赤田について引

続き観察を行い，開発前の赤田と比較することも必要

である。ゴマダラチョウは既に開発の影響を受けてい

るように見える。

おわリに

本稿をまとめるにあたり御助言，御指導くださった

高桑正敏氏，北川淑子氏，赤田の蝶についての御意見

を聞かせていただいた木村正氏，また 「赤田通信」に

観察記録を寄せられた以下に示す方々をはじめ緑区自

然保護懇話会のみなさんに心から御礼申し上げます。

〔アノレファベットjl［頁，敬称｜哨〉

福田光洋，福田光則， 美ノ谷窓久，野田信弘，坂村

堅二

参考 文献

福田晴男 1981 世田谷の蝶，並孔版社 東京．

川副日百人 ・若林守男 1979 原色日本蝶類図鑑，保育

宇土．大阪ー

また 「赤田通信」〔緑区自然保護懇話会〕から下記

の記事を引用した。

福田光洋 ・福田光則 1983 (15) : 6. 

井形啓一郎 1983～1985 (15) 4-5, (20〕・4 5, 

〔25): 4 5, (26) : 5, (31) : 4-5, (32）：・

4-5, (33〕：4-5,(34) : 4-5, (35) : 2-

3, (36) : 5，〔37〕：3，〔38): 2-3. 

木村・ 正 1983～1985 (13〕：6,(14) : 7，〔16): 4, 

(21〕：7, (26〕.5, (28) : 3, (29) : 5, 

(33) : 4, 6. 

北川淑子 1983～1984 (12) : 4-5, (21) 7. 

美ノ谷窓久 1982 〔7〕 5. 

野田信弘 1984～1985 〔25): 6，〔32〕：6，〔33). 

6, (37) : 4. 

坂村堅二 1984 (23〕： 6.

高桑正敏 1985 (32〕：4

（緑区自然保護懇話会〕
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神奈川自然誌資料 7 : 63-66. Mar. 1986 

神奈川県で発見されたミノブマイマイについて

東 良 雄

Notes on Satsuma moellendorf fiana thaanumi (PILSBRY, 1924) 

Found in Kanagawa Prefecture, Japan 

Yoshio AZUMA 

筆者は，神奈川の動植物分布調査中に，足柄上llll111

北町管沢においてミノブマイマイ Satsumamoellen-

dorffiana thaan抑制（PILSBRY,1924）の生成貝を 4

個体発見したのでここに報告する。

ミノブマイ マイ（図l，図2）は， DanielB. Lan-

gfordによって山梨県身延山（模式産地〉で採集され

Henry A. Pilsbryによ って新種と して記載されたナ

ンパンマイマイ科（Camaenidae）ニッポンマイ マイ属i

(Satsuma〕のカタツムリで，その後久しく再発見され

ることのなかった貝である。その後の研究で現在は，

メノレレンドノレフマイマイ S.moellendorffiana (P1Ls-

BRY & HrnASE, 1903) （模式産地 ：天城山〉の亜種と

されている（波部他， 1965）。本亜種はメノレレンドノレ

フマイマイと比較すると， 貝殻の形状がより大型で偏

平であり（図 1），生殖器の構造のうち1液状器〔fl〕の

形態が異なる（図3）という点で区別されている（湊，

1976；片沢 ・反田，1981；東，1982〕。

発見した個体の測定値および生殖器の構造は（表1,

図3A）に示してある。貝殻の形状は前述のとおり偏

平な円錐形，体層周縁は円く，腹面はいくらか平らで

ある。殻色は肉桂色。周縁に細くて設し、肉綻色の色帯

がある。次に鞭状器（fl）における両極の区別点であ

るが，これはメノレレンドノレフマイマイが二又状に分岐

するのに対し本亜種では，分岐しないで少し眠状に山

がる点（図3）である（東，1982〕。発見地は標高500

mの杉林中てやあり，石の下に越冬中であったらしく透

明なエピフラグムを殻口に張っていた。なお，付近に

おいてはチャイロヒダリマキマイマイ Euhadraquae苧

sita inontium (MARTENS, 1879），カントウベッコウ

Bekkochlamys sφtentrionalis〔JACOBI,1898）等がみ

られたが個体数 ・種類数ともに少なかった。発見後4

日目に交尾が見られ，7月には産卵も見られたが帰化

はしなかった。

次に現在までに確認されている分布地（黒田， 1963;

船窪，1966；片沢 ・反田，1980）と今回の発見地，さ

らにメノレレンドノレフマイマイの分布地について示した

ものが図4である。 ここで点線内は，日本の縞物区系

からみたフォ ッサ・マグナ地域（高橋，1971〕の範囲

を示している。関口・小菅 〔1964〕によると今回の発

見地付近にはメノレレンドノレフマイマイが分布している

ということである（図4のA・B）。このことは同一種

内の別亜種が，同一地域に生息するとL寸興味ある現

象を示しているが筆者は実物を見ていないので詳細

は，今後明らかにしたいと考える。図4から両種とも

分布は現在までのところフォッサ・マグナ地域内に限

られているようである。また今回の発見地は分布の東

｜浪に位置している。本亜種はメノレレンドノレフマイマイ

に比べると，この地域内では広く分布しているよ うで

ある。図5には現在までに発見されたミノフ事マイマイ

の貝殻の変異を示してみた（PlLSBHY,1924；，船窪，

1964；， 波部他，1965リ11名・反回， 1973；， 片沢 ・反田，

1980；，片沢 ・反田，1981〕。 この図から今回発見した

個体と他の地域で見つかったものとの聞には貝殻上の

表l ミノブマイマイの測定値

個体 殻高（mm）殻径（mm）螺層（層）採集年月日

No.l 20.9 30.0 6.% 26. N.1981 

No.2 18.1 28.3 6}-2 26. N.1981 

No.3 17.8 26.2 6).1 26. N.1981 

No.4 17.5 26.5 674 26. N.1981 

模式標本 19.4 31.4 6>-2 1924頃
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著しい相違はないと考える。以上の点から，このカタ

ツムリはフォッサ ・7 グナ地域となんらかの関辿を？旬、

起させ非常に興味深いが，この点に関しては今後の研

究にまちたいと考える。

最後に本報告をまとめるにあたりいろいろとお世話

になった神奈川県立博物館の大場達之先生，中村一恵

先生をはじめ｜専物館の方々に感謝の意を表します。

文献

東正雄 1982 原色日本陸産貝類図鑑．保育社，大

阪．

船窪久 1964 採集余談ちりぼたん， 3〔1〕：12.

船窪久 1966 ミノプマイマイ採集記．ちりぼたん，

4(1) . 19-22. 

波部忠重 ・船窪久・大熊量平 1965 ミノフ。マイマ

イの再発見 Venus24〔2). 158. Pl. 12, figs. 

7 9, ll-13. 

片i沢達夫 ・反田栄一 1980 ミノブマイマイの新産地

と分布および生殖器について．ちりぼたん，

11 (1〕：9 11. 

Jへ

片沢達夫 ・反IEl栄一 1981 メノレレンドノレフマイマイ

とミノブマイ 7 イの生殖告書の比較．ちりぼた

ん， 12(1) 4-8 

川名美佐男 ・反田栄一 1973 ミノフーマイ マイの生貝

再採集。ちりぼたん， 7(8）：表紙2面．

黒田徳米 1963 日本非海産貝類目録． 日本貝類学会

編，東京

湊 宏 1976 日本産陸桜貝類の生殖器の研究〔VD

Venus 35〔1). 27 31. 

P11.,sBRY H. A. 1924 On some Japanese land and 

fresh water mollusks. Proc. Acad. Nat 

Sci. Phila., 76 : 11 12. fig, l. 

関口秀一 ・小菅貞男 1964 丹沢山塊の陸産貝類．丹

沢大山学術調査報告書 pp, 397 402. 神奈

川県

高橋秀男 1971 フォッサ ・マグナ要素の植物神奈

川県立｜導物館調査研究報告 自然科学第2
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図1 Sat抑制amoellendorffiana thaanumi (Pn.snnv, 1924）ミノブマイマイ（a-c,20. 9×30. O（凹），

6%層〉と Satsumamoelle河dorffiana(P1LSBRY & HrnAsr, 1903）メノレレンドノレフマイマイ（d-

f, 19. 5 x 23. 6(mm) ; 7層〉〔l怜岡県天城湯ケ島lllJ湯ケ島産〉



A 

図2 ミノプマイマイ 1981. 4. 26撮影

生殖器の記号

es＝斡精卵管

ov＝輸卵管

vd＝輸精管

ep＝陰茎本体

rm＝陰茎牽引筋

ps＝陰茎鞘、

at＝生殖腔

va＝腔

st＝受精嚢柄部

rs＝受精嚢

fl ＝鞭状器

ap＝陰茎付属肢

zd＝両性腺

zg＝両性管

ed＝蛋白腺

図3 ミノブマイマイ CA〕とメノレレン ドノレフマイマイ 〔B）の生殖器（東，1982)
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横須賀市走水産のマメガニ類2種

村岡健作

Two Pinnotherid Crabs Collected at Hashirimizu, Yokosuka City 

Kensaku MURAOKA 

はじめに

筆者は県内各地のカニ類の分布調査を進めている

が，今回，東京湾に面する横須賀市走水海岸てし甲殻綱

短尾類のカク レガニ科，マメガニ亜科に属するウモレ

マメガニ Pseudoρinnixacarinata Ortmannとラスパ

ンマメガニ Pinnixarathbuni Sakaiの2種が干潮時

に潮間帯に生息しているのを見いだした。この両種は

日本特産種であるが，その生態や分布についてはまだ

不明なことも多い。今回，両種の生息地とその底質に

ついて若干の知見を得たので，今後の調査のー資料と

してここに報告する。

採集地および調査方法

両極を採集した場所は横須賀市走水の走水浴内の干

潟で，干潮時（夏季〕に 250平方米ほど干出する狭い

；場所である。1984年7月30日の干潮時（中潮〉に付近

一帯のカニ類の分布調査を行っていたところ，ウモレ

マメガニが穴の中に生息しているのを発見した。そこ

で， 干出した潮間帯全域を調査対象と して，栄：孔と思

われる砂泥を掘り起こして生息状況を調べたところ，

さらにラスパンマメガニも同様な場所に見いだすこと

ができた。これら採取したカニはすべて断雄別に個体

数と甲帽を測定した。 さらに，生息地の底質の粒度

分析を行うため， 両種の生息個体数の最も高かった 1

地点を選び，表層より深さ10C阻までの砂泥を円筒管

を用いて 100ctll採取した。砂泥は乾燥後糠準ふるいI'¥'

用いて， 2mm以下の7段階の粒径に分け，それぞれの

乾燥重盆を測定した。粒径値およびその区分は茂木

〔1981）の方法によった。 また， この資料を相模川河

口域のスナガニ類の調査資料（村岡，1982）とも比較

を行った。

観察結果および考察

a 生息概要

ウモレマメガニは干潟の砂泥に生息していることが

知られているが， これまでに記録されている生息地

は，犬吠埼，東京都月島，大阪湾（酒井，1977),；横

浜市金沢八景（鈴木，1956；， 酒井，1977；村岡，1974)

のみである。

今回の調査では個体数は僅かではあったが，いずれ

も干潟の砂泥に散在する小さな穴 〔径3mmほど〉のi:jコ

の表層ちかくに潜んでいた。その潜む深さは 5C目前後

までである。ただし，これよりも深く生息しているこ

とも考えられるが，今回の調査では確認することはで

きなかった。また，この穴は本種によって掘られたも

のか，あるいは他の種類によるものかも今回の調査で

は明らかにすることはできなかった。しかし， 穴は巣

子しとしての役割をはたしているものと恩われた。な

お，鈴木〔1959）の調査によれば，本種は砂の表層よ

り約1 3 cm程度の深さに生息しているものの，穴を

掘って生活することはないと言う。

生息域は干潟の干潟j線から上部にかけての低潮亜帯

付近で， 干出ll寺に干満差1m40crnほどの深さの砂泥底

にもっとも多く見いだされた。また潮上帯近くや高砂l

亜帯の付近には生息していなかった。なお，干潮線下

については， 今回は調査を行なわなかった。

採集個体数および甲幅は表1に示す。大きさは既報

の記載と比較して小型であった。今回の調査では舶の

方が大き し 最大は5.4 mmであった。このう ち雌は 2

個体抱卵していた。なお，この抱卵個体は 飼育し紛

化させ， その幼生の外部形態について既に 報告した

〔M URAOKA,1985〕。

ラスパンマメガニについては，陸奥湾から瀬戸内海

にかけての各地沿岸に分布し，特に海底に群生するこ
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走水ても採集したカニ類2種の甲幅及び個体数表 1

(nun〕中高甲

平均

4.2 

5.2 

5.7 

5.7 

最大

4.2 

5.4 

7.1 

6.8 

最小

4.2 

5.1 

5.1 

5.1 

個体数

2

q
υ
7
n
v
 

唱

i

性

合

♀
ホ
0

0十

Ps. carinata （ウモレマメガニ〉

Ps. carinata〔ウモ レマメガニ〕

Pi. rathbuni （ラスパンマメガニ〉

Pi. rathbuni （ラスパンマメガニ〉

名種

へh
h
u
口．
0

町
唱。
．0

m
N
N
．0

m
N
円

．
D

m
N
．
0

m
N

．0lm
．0 

m

．DI
D
－
円

0
．
円
l
口
．
N

0

．Nへ

% 

50 

50 

粒径（mm)

採集調査地の粒度組成

4粒芭（向3 2 

とで知られている（酒井，1976）。 MIYADI(1941〕に

よれば伊勢湾や三河湾の7 46mの海底に 1mに27-

3441個体が生息しているのが確認されている。また，

増井（1943〕によれば， 東京湾でも 6 15mの浅海底

に群集傾向をしめしている。今までの報告では，いず

れも海底に生息し，しかも群生もしくはその傾向にあ

ると言う。しかし，今回の調査ではウモレマメガニと

生息域も同じで，しかも潮間帯の砂泥の穴の中に生息

することも同様であった。恐らく，巣孔を形成してい

るものと思われるが，これについては明らかにできな

かった。また，群集傾向もみられなかった。なお，こ

の幼生は，これまでの調査から冬から春にかけての季

節に出現することが知られている。とくに，横須賀市

走水の港内やその沖合いには，夜間表層にメガロパ期

図2

幼生が多数浮減しているにもかかわらず（村岡，1979)'

これまでに成体は走水の干潟で採集されたことはなか

った。 したがって，小型ながらも本種が浅海底のみで

はなく，干潟にも生息しているのを確認できたのは今

回が初めてである。

大きさは甲幅7.1 nunの雄が最大でるあった。 tぜtは最大
6. 8 nunであったが， いずれの個体も抱卵は認められな

かった（表l〕。

採集調査地の粒径分布積算曲線図1

粒度分析による底質の区分

粒度分析の結果は図1,2の通りである。図2から

0.125ー0.063nunの粒径の割合が最も高く，次いで1.25 

0.125nunの粒径であった。 この粒径区分から，底質

の粒度は，極細砂および細lr少で，82.6%と最も高い割

合で占められていた。これは村岡 (1982〕が相模川河

b 
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図3 スナガニ類生息地の粒径中央値（med）と歪度（ske）との相関

1-4，平塚市相模川河口 （1.ヤマト オサガニ帯 2.コメツキガニ帝

3.チコ’ガニ常 4.スナガニ帯〕 5.横須賀市走水（マメガニ帯〕

口域でスナガニ類の生息地点の粒度分析の調査で，細 茂木昭夫 1981 汀線と砕波帯 PP.109252.海洋科

砂以下の粒度が最も高い割合で占めていたチゴガニ帯 学基礎講座7，東海大学出版会，東京

やヤマトオサガニ帯と比較しても，さらに高い割合で 村岡健作 1974 横浜市金沢付近のカニ類について

あった。また，歪度はー0.16で，歪度と中央値の相関 神奈川県博物館協会報，（31〕：7ー 12.

からみて相模川河口域のスナガニ類の生息地とは対照 村岡健作 1979 ラスパンマメガニPinnixarathbuni 

的であった（図3〕。 したがって，粒度分析からみた Sakai （短尾類，カク レガニ科）の後期幼生．

底質は，マメガニ類（"7'メガニ帯と呼称する）はスナ 動物学雑誌， 88:288ー294.

ガニ類と比較してかなり相違していることがうかがえ 村岡健作 1982 相模川河口干潟のスナガニ類の底

た。なお，走水でトの粒径値は中央値3.05，平均値2.93, 質．神奈川県の水生生物，（4): 129-132. 

淘汰度0.83，歪度 0.15であった。 MuRAOKA, K. 1985 The五rstzoea of Pseudoρin-

終わりに採集調査にご協力をいただいた，横須賀市 nixa carinata Ortmann (Crustacea, Bra-

立不入斗中学校佐藤音教諭に厚くお礼申し上げる。 chyura, Pinnotheridae). Bull. Kanagawa 

Pref. Museum, (16〕：1-5.

参考文献 酒井 恒 1979 日本産蟹類，講談社，東京．

増井哲夫 1943 東京湾の底核群集に就て．日本海洋 鈴木博 1959 Pseudopinnixa carinata Ortmann 

学会誌，3: 130ー135. （かくれがに科，短尾十脚類） についての知

MIYADr, D. 1941 Marine benthic communities of 見.f,"'q国大科研業績，（3〕：13-19.

the Is巴wanand the Mikawa-wan. Memo 地学団体研究会編 1982 水と地形．東海大学出版会，

irs Imp. Mar. Obser., 7 : 503-524. 東京

〔神奈川県立博物館〉
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横浜市および秦野市の唇脚類

西野 洋

Chilopods Collected from Yokohama and Hadano Cities, 

Kanagawa Prefecture. 

Yo ichi NISHINO 

はじ めに

神奈川県の唇脚類については篠原（1960,1961, 

1964），高野（1978a,b, c, 1983〕などの報告がある。

また，高桑（1940a,b, 1942〕にも本県を産地として

含む種が記されてし唱。これらを総合すると神奈川県

産唇胸l類は60の種および亜種 （不明種としてあげられ

たものも 1種とした〕が記録されている。

筆者の勤務する神奈川県立松陽高等学校の生物部で

は， 1980年よ り多足類の生態と分布に関する調査を行

ない，県内でもたびたび採集を行なってきた。その結

果の一部を目録として報告する。なお，報告に使用し

た標本は総て本校生物室に保存している。

本報告は筆者と本校生物部OB，松野陽介，倉本聖

司，大野祥前J!，原山紀夫，同生徒，猪狩佳苗，丸山淳

子，笹平智子その他の諸君との共同調査の結果であ

る。

本格jを王手するにあたり，採集方法から同定に至るま

で日頃親切な御指導を賜わる都立小岩高等学校の篠原

圭三郎先生，文献の入手などでお手を煩せた三好保徳

間土，報文の体裁について適切な指示を戴いた千葉県

文化課特別顧問の堀越増興博士，執筆に便宜をはから

れた神奈川県立博物館の村岡健作専門学芸員の各位に

たいし， f＊く感謝いたします。

採集場所および採集方法

主な採集場所とその概要を 略名とともに以下に示

す。

横浜市
いずゐちょう

和泉lllJ：松［場高校（戸塚区和泉町7713番地〉およびそ

の北，西，南側へ約500mの範囲。海抜40m～50

m （校士山は47m〕。 野菜や植木の畑が多く ， コナ

ラにエノキなどの混じる林，サワラ，スギ，ヒノ

キの林もある。

和泉lllJI：和泉UIT6801番地，和泉川左岸。海抜40

m。スギとコナラの林。

和泉H町E：耳i日泉111)7725番地北fl!U，和泉川右岸。海抜

40m。竹林（マダケ，一部モウソウチク〉。
Lちさわちょう うしろやと

市沢町 ：旭区市沢町東側，後谷周辺。海抜60m～80m。

コナラ，クヌギの林。一部にサワラ，スギ，ヒノ

キの植林。
かわしまちょう ヵたびらがわ

川島町 ：保土ケ谷区川島IIIT。r[r(t子川右岸，北東向き斜
にしゃ

面と西谷浄水場北の谷。海抜20m～60m。 コナ

ラ，エノキなどの林。 一部サワラ，スギ，ヒノキ

が混じる。
せやちょう

瀬谷町 ：瀬谷市民の森（瀬谷区湖、谷町ツ。海抜70m～

90m。サワラ，ヒノキ，スギの林とコナラ，クヌ

ギの林。
みほちょう

三保町： 三保市民の森（緑区三保町〕。海抜50m～80

m。多くはヒノキ，スギにシラカシの入った林。

秦野市 （丹沢〉

実益 ：大倉より表丹沢県民の森までの林道沿1,'o海抜
300m～470mo大倉付近は人家と畑，他はスギ，

ヒノキの植林またはクヌギ，コナラなどの林。

採集は主に石，倒木等の物陰，朽ち木，落葉，土擦

の中より，直接，肉眼による見つけ採りで行なった。

ただし，和泉町Iと和泉町Eでは，ふるい法（土線をふ
るいにかけ， 土とともに落ちる多足類を採る〕をイ更し、

1981年11月21日， 1982年2月6日， 5月29日， 8月28

日， 11月3日の5固についてはそれぞれ採集面積9/16

d，採集した土の深さ2ocmの定量採集を行なった。ま

た，他の場所でも一部，ふるい法による採集を行なっ

た。

目録には上記採集場所を！fl告名で示し，これ以外の場

所については地名を記した。採集時の状態等は採集個
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体数の後に（ 〉書きで可能な限り示した。（ 〕内の

mを付けた数字は採集地点、の海抜高度である。

目 録

CHILOPODA唇脚綱

SC UT I G EROMORPHA ゲジ目

Scutigeridaeゲジ科

1 . Thereuonema tuberculata〔WooD）ゲジ。 和泉町

〔10VI '80 lex. (SOm) ; 11 IV’81 lex. （校舎

内） ; 27 IV’81 lex. （校舎内） ; 22 IX’85 3exs. 

（校舎内〉〕，和泉町I〔27IV’81 lex.］，大倉 〔3

V '82 lex.]. 

註 本校校舎内，特に流しによく出現する。本年

（’85〕も時々見かけた。

2. Ther’euojうodaclunifera (WooD〕オオゲジ。旭区

左近山団地9-3105〔16VIII '83 lex. （住宅内〉〕．

LITHOBIOMORPHA イシムカデ§I

イシムカデ自に関しては分類上問題のあるものが多

く，同定が難しいため，出現した属を報告する。詳し

くは， 今後検討の上，別の機会に報告したい。

Henicopidae トゲイシムカデ科

3 . Esastigmatobius sp.ゲジムカデ属の 1種。和泉

町 〔27VIII’82 lex. ; 22 IX’84 lex.〕，川島町

〔22VII’83 lex.］，瀬谷町 〔27VII・83Sexs.〕，

三保町 〔23VII’83 Sexs. ; 27 XII’83 6exs.〕，

大倉 〔31V '81 3exs. (320m) ; 24 IV’83 2exs., 

3 v’84 3exs. , 2 VI '85 3exs. , 20 X '85 1巴x.
(330m）〕．

註 石，倒木の下や落葉，朽ち木の中から得られ，

本校には土の中から採集した記録はなL、。

4 Lainyctes sp. 卜ゲインムカデ属の 1種。和泉町

〔12VIII’85 4巴XS. （校内， アサガオを植えたポ

リト ロ箱から採集〕〕．

Lithobiidaeイシムカデ干ヰ

5 . Bothropolys spp.イッスンムカデ属の数積 （おそ

らく 2種〉。 和泉町 〔10VI’80 lex.〔50m);18 

III '81 3exs. ; 23 III '81 7exs. , 6 IV’81 7exs. 

〔50m);11 IV’81 2exs.; 18 IV’81 lex. (50m〕，

27 VIII’82 4exs. , 22 IX’84 lex.〕，和泉HりI〔2

V’81 2exs.], Jil島町 〔22VII '83 3exs.］，旭区

上白根町446〔5v’81 lex.］，瀬谷118＂〔27VIII 

'83 lOexs.〕，三保町〔23VII’83 4exs.〕，大倉〔26

IV’81 2exs. （スギ林， ふるい法，430m);31 V 

'81 lex.〔320m)sexs. ; 3 V '82 5exs. ; 24 IV 
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’83 2exs., 3 V’84 lex. ; 2 VI '85 8exs. , 20 X 

'85 2exs.〔320m〕〕．

註 ほとんどが路側あるいは林の中の石，倒木の下

や落葉，Jづち木の中から得られている。
6 . Lithobius spp.イシムカデ属の数種（2～3種）。

大倉 〔3V '82 lex. ; 2 VI’85 3exs.; 20 X’85 

1巴x.cスギ林， 混った桁ち切り株中， 330m〕二
7 Monotarsobius spp.ヒトフシムカデ属の数種（2

～3租〉。和泉川T〔30VIII’80 2exs.; 6 XI’80 lex.; 

27 VIII’82 llexs. ; 22 IX’85 lex. （校内）ミ，和

泉町I〔lIX’80 14exs. ; 21 II '81 lex. , 5 VIII 

'81 16exs. ; 21 XI’81 16exs. , 6 II’82 16exs., 

29 v’82 llexs. ; 28 VIII’82 76exs. ; 3 XI’82 
52exs.］，和泉町・n〔1IX’80 13exs. , 21 XI’81 

44exs., 6 II’82 49exs. , 29 V ’82 18exs. , 28 

VIII’82 63巴XS.;3 XI’82 32exs.J，市沢町 〔26

VII’83 lex.], Jll島＇UJ〔22VII’83 2exs.J, i頼

主主lllJ〔27VII’83 5exs.], 三保町 〔26VII’83 

lex.; 21 XII’83 lex.〕，大倉 〔26IV’81 lex., 

31 v’81 3exs. (320m〕lex.(410m) 4exs.; 3 V 
'82 14巴XS.; 3 V’84 lex.; 2 VI’85 8exs.; 20 

X’85 7巴XS.〔コナラ等が混じたヒノ キ林3下草は

ササ，ふるい法，340m)lex. （石の下〕〕．

註 石，i到l木の下， 朽ち木の中等からもよく採集さ

れるが，ふるい法により，落葉中や土中から大量

に採集される。

SCOLOPENDROMORPHAオオムカデ目

Scolopendridaeオオムカデ干ヰ

8 Scolopendra subsρinipes inutilans L. KocH トピ

ズムカデ。保土ケ谷区新井町584〔30IX’80 lex. 

〔住宅内〉〕，Jil島町549〔1VI’84 lex.〔舗装道路

｜で死んでるいた， 20m）〕．

9 . S. s. japonica L. KocHアオズムカデ。 和泉町

〔11VI’82 lex. （校舎内4階流し）; 8 VII’82 

lex.; 22 IX’84 lex.］，和泉町I〔29v’82 lex.〕，
市沢町 〔26VII’83 lex.〕， Jil島田］ 〔22VII’83 

2exs.］，保土ヶ谷区仏向町9604〔11VI’81 lex. 

（住宅内〕，12VI’81 1巴x.c住宅内〉〕，旭区上白
板llJJ446〔3IV’80 lex.〔住宅内〉 ； 29 IX’80 

lex. （住宅内） ; 20 x’81 lex目（住宅内〉斗 瀬谷
ll!J〔1v’83 lex. ; 27 VII’83 4exs.], 三保町

〔23VII’83 lexs斗大倉 〔24IV’83 4exs. （若

令虫のあつまり〕〕．

註 石や倒木の下，朽ち木の中でよく採集される。



’83年 7月には瀬谷町で包卵中，若虫保護中の個

体が1個体ずつ採集されている。 S.s. mutilans 

（卜ピズムカデ〕とともに，住宅内に侵入するこ

とも多い。

Cryptopidaeメナシムカデ科

10. Scoloρocryptops musashiensis SH1NOHARAムサシ

アカムカデ。和泉田］ 〔18III’81 3exs. ; 23 III 

'81 2exs.; 27 VIII’83 lex.; 28 VIII’83 3巴xs.],

和泉町I〔21XI’81 lex.; 6 II’82 lex.; 28 VIII 

'82 5exs. ;3 XI’82 2exs斗 和泉町II〔21XI’81 

lex. , 28 VIII’82 8exs.], 市沢町 〔26VII’83 

lex.], JIJ島町 〔22VII’83 5exs.］，瀬谷町 〔27

VII’83 2exs.J，三保町 〔23VII’83 16exs. , 27 

XII’83 1巴x.］，大倉 〔26IV’81 lex.'; 3 V’82 

lex. ; 24 IV '83 3exs. , 3 V’84 2exs. , 2 VI 

’85 4exs. ; 20 X’85 lex. (330m）〕．

註 この種は SHINOHARA(1984〕によ って記載され，

本県初記録であるが，いずれの採集地でも多数採

集されている。今回の報告にある Scolopocryptゅs

（アカムカデ属〕3種のう ちでは，落葉中， 土中よ

り得られた数が最も多かった極！である。

11. S. quadristriatus〔VERHOEFF）ヨスジアカムカ

デ。JIJ島町 〔22VII’83 3exs.J，大倉 〔26IV 

’81 lex.; 31 V’81 2exs.; 3 V’82 1巴x.;24 IV 

’83 2exs.; 3 V’84 1巴x.;2 VI’85 2exs. ; 20 X 

’85 5exs. 330m）〕．

12. S. rubiginosus (L. KocH〕セスジアカムカデ。

和泉町 〔18III’81缶詰.; 23 III’81 2exs.; 6 

IV’81 4exs. (50m〕； 9IV’81 lex. , 27 VIII 

'83 5exs.; 28 VIII '83 2exs.］，市沢！IIJ〔26VII 

’83 3exs.］，保土ケ谷区仏向町9604〔31VIII’82 

lex.］，川島町 〔22VII’83 6exs.], 瀬谷町 〔27

VII’83 10巴XS.（同じ朽ち木の中〕 3exs.］，三保町

〔23VII '83 6exs. , 27 XII '83 9exs.］，大倉 〔26

IV’81 2exs. ; 31 V’81 lex.; 3 V’82 7exs., 24 

IV’83 lex. , 27 VIII’83 lex.; 3 V’84 lex.; 

2 VI '85 3exs. ; 20 X ’85 6exs. （スギ林，湿っ

た朽ち切り株中，330m〕lex.〔340m）〕．

註 ここに載せた Scoloρocryptops（アカムカデ属〉

3種の中では最も大型 〔アノレコーノレj夜演の体長50

m以ヒの個体もある〉である。多くは朽ち木中や

倒木，石，その他の物陰から得られた。

GEOPHILOMORPHAジムカデEl

Schendy lidaeマツジムカデ科

13. Escaryus cf. makijimae TAKAKUWAマキジマエ

スカリジムカデ？和泉町 I〔6II’82 2exs.］，和

泉町II〔6II’82 lOexs. ; 28 VIII’82 lex.; 3 

XI '82 9exs.]. 

註 Escaryus （エスカリジムカデ属〕は普通は山地

から亜高山にかけて棲息する種が多く ，海抜40m

という低い所からの採集記録は本県からは初めて

である。種名については高桑〔1940a）の記載と上

唇の歯数等に違いがみられるので， とりあえず

cf.を付しておく。今後研究の上，別の機会に報

告したい。

Geophilidaeツチムカデ干ヰ

14. Cheiletha macropal戸。〔TAKAKUWA）ツメ ナシミド

リジムカデ。和泉町 〔26IV’80 2exs. （ふるい

法〕〕，和泉町I〔1XI’80 2exs. , 21 II’81 2exs.; 

2 v’81 4exs. ; 21 XI’81 77exs. ; 6 II’82 46 
exs.; 29 V’82 24exs. ; 28 VIII’82 68exs.; 3 

XI '82 31exs.］，和泉町 II〔21XI '81 32exs. ; 6 

II’82 27exs. ; 29 V’82 52exs. ; 28 VIII’82 9 

exs.; 3 XI’82 78exs〕，大倉 〔26IV’81 2exs. 

（コナラ等が混じたヒノキの林，下草はササ， ふ

るい法， 340m)lex. 〔コナラを主とした林， 下草

はササ，ふるい法，340m〕〕．

註 小型 （アノレコーノレ液漬の体長15皿以下〉で地中

棲の種であるため，見つけ採りでは採集しにくし、

が，林床でふるい法による採集を行なうと必ず得

られた。

15. C. vi円＇dicans(A TTCMS) ミド リジムカデ。大倉
〔3V’84lex. （石の下〉〕．

16. Strigamia alokosterna (A TTEMs〕ツツヅメベニ

ジムカデ。大倉［3v’82 1合，20X’85 1合（ス
ギ林，湿った朽ち切り株中， 330m）〕．

17. S. maritima jaJうonica〔VERHOEFF〕ヤマトベニジ

ムカデ。和泉町〔27VIII’83 1合〕，和泉町I〔21

II’81 1合1♀；21XI '81 3(1)4♀；6 II’82 14 (I) 

18♀；29 v’82 1合；28VIII’82 1 (1)7♀，3 XI’82 
1合1♀〕，和泉町II〔6II’82 102♀；28 VIII’82 

lex.〕，大倉 〔26IV’81 2合（スギ林，ふるい法，

430m); 3 V’82 2合；24IV’83 1 (I) ; 3 v’84 

1 (I) ; 2 VI '85 1合，20X’85 1♀（スギ林，湿っ

た朽ち切り株中， 330m〕〕．

18. S. te抑制叫叩gulata(TAKAKUWA）ホソヅメベニジ

ムカデ。 和泉町〔21VIII’80 1半（ふるい法〕； 23

I '82 1合〕，和泉町I〔21XI’81 1 ~ド ， 6 II’82 
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102♀；29 v’82 1合，28VIII’s2 101♀；3 

XI’82 1♀コ，和泉町II〔21XI’81 1合2♀，6II 

'82 1合；29v '82 1♀〕．

19目 Pleurogeophilusρrocerus(L. KocH）ヨコジムカ

デ。和泉町I〔21XI’81 lex.〕，和泉町II〔21XI 

’81 4exs.; 3 XI '82 3exs.J，大倉 〔26IV lex. 

〔スギ林，ふるし、法，430m)lex.]. 

註 最終胸板の後端が円いため， この種とした。木

県からは P.takakuwai VEBHOEFF （タカヨコジ

ムカデ〉が既に知られているが，戸rocerusと ta一

知的拡1aiは同物異名として，procerusとされる

ものであるとのことである（篠原私信〕。

20. Geo戸hilussp.ッチムカデ属の1種。大倉〔3v 

’84 lex. （石の下）. 20 X’85 lex. （コナラ等が

混じたヒノキ林， 下草はササ，ふるい法，340m）〕．

Mecistocephalidaeナガズジムカデ平ヰ

21. Prolam抑onyxholstii (PococK）ツメ ジムカデ。

和泉町 〔30VIII’80 lex. （コナラの林， ふるい

法， 50m〕；6XI’80 2exs. ; 18 III '81 lex. ; 27 

VIII’83 lex. ; 22 IX’84 lexよ和泉田JI〔1XI 

’81 12exs. , 21 II’81 2exs. ; 21 XI’81 15exs.; 

6 II’82 4exs. ; 29 V’82 42exs. , 28 VIII’82 

24exs. ; 3 III '82 12exs斗 和泉町II〔21XI '81 

lex.; 6 II’82 9exs. ; 29 V’82 9exs. , 28 VIII 

'82 lOexs. ; 3 XI’82 16exsよ 大倉 〔26IV '81 

2exs. （スギ林， ふるい法，430m〕； 2VI’85 2 

巴xs.; 20 X ’85 lex.〔コナラ等が混じたヒノキ

林， 下草はササ，ふるい法， 340m)lex. （コナラ

を主とした休，下草はササ，ふるい法，340m〕〕．

註 ふるい法による採集では Cheilethamacroρ。ω。
〔ツメナシミ ドリジムカデ〉に次いで多数得られ

るジムカデである。C.macroριJρaとは異なり，

落葉中や物陰地、らも採集されている。

22. Mecistocephalus diversisternus (SILVESTRI）ゴシ

チナガズジムカデ。和泉H汀I〔2v’813exs.; 29 

V’82 2exs. ; 3 XI’82 2exs.J，瀬谷町 ［1v’83 

lex.; 27 VII’83 lex.〕．

23. M. fenestratus VERHOEFF ＜ドナガズジムカデ。

保土ケ谷区仏向町9604〔18x’81 lex. （庭の芝

生中〉〕，瀬谷町〔1v ’83 2exs.〕，三保町 ［23

VII’83 lex.〕．

24. M. takakuwai VERHOEFFタカナガズジムカデ。
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和泉町 〔12VI’80 lex.; ・30 VIII’80 lex. （コナ

ラの林，ふるい法， 50m);6 XI’80 2巴xs.;6 IV 

’81 lex.〔50m);25 IV’81 lex. （コナラの林，

ふるい法，50m); 27 VIII’83 lex.〕，和泉町 II

〔21XI’81 3巴XS.; 6 II’82 2巴XS.; 29 V’82 3 

exs. ; 28 VIII’82 3exs. ; 3 XI’82 llexs.J. 

25. Dicello）うhi/uslatifrons TAKAKUWA ヒロズジム

カデ。和泉町 〔18III’81 2exs. , 27 VIII’83 1 

ex.］，三保町 〔23VII’83 lex斗大倉〔24IV 

’83 lex.〕．

26. Taiwanella? sp.タイワンジムカデ属？の1種。

和泉町 〔30VIII’80 lex. （コナラの林，ふるい

法，50m〕〕，和泉町 I〔1XI’80 lex.; 2 V’81 

lex. , 21 XI '81 2exs. ; 6 II’82 2exs. ; 29 V 

'82 2巴xs.J，和泉町II[21 XI’81 lex.; 6 II’82 

2exs.; 29 V’82 IOexs. ; 28 VIII’82 lOexs.; 3 

XI’82 lex〕．

註 同じ場所から採集されるMecistocephalus（ナガ

ズジムカデ属〕 によく似ているが， 頭倶lj板前端に

円錐突起がないので Taiwanellaとした。

Himan tariidaeオビジムカデヰヰ

27. Californiphilus japonicus (TAKA!{UWA）ヨシヤ

ジムカデ。大倉 ［20x’85 lex. （コナラ等の混じ
たヒノキ林，下草lまササ，ふるい法，340m)J.
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神奈川自然誌資料 7 : 77 84. Mar. 1986 

神奈川県のクサアジサイ

大場達之

Some Observation on Cardiandra alte1’nifolia SIEB. et zucc. 

(Sax if ragaceae〕inKanagawa Prefecture 

Tatsuyuki 0HBA 

はじめに ものが見られる。1984年10月に神奈川県植物誌調査会

クサアジサイは名前の通りアジサイに似た， 革本性 の重点調査の際に，箱根の外愉山のうち，最も海側の

の植物で，北海道と東北地方を除く日本に広く分布し 白銀山の中腹を歩いた時，林道の縁に多数のクサアジ

ている。また奄美大島には，これに近縁のアマミクサ サイをみた。その多くの個体は，夏の草刈によって，

アジサイが分布している。属としては小さなもので日

本から中国南部にかけて5種ほどが知られる。 カシ帯

からプナ帯にかけての，日陰の，やや湿った，肥沃な

林の縁といった所にはえ， それほど稀なものではない

が，神奈川県の低地ではあまり採集されていなし、。

この属については，最近，大場秀章博士が詳細な論

文を発表している。神奈川県のクサアジサイについて

は，現在進行中の植物誌の調査の過程で， 若干日月らか

になってきたことがあるので報告しておきたい。この

報告の基礎となった，神奈川県植物誌の証拠襟本を採

集された，植物誌調査会の皆様に感謝の念を捧げた

し、。また様本の閲覧を許された各標本室の関係者にも

厚く お礼申し上げる。

1. 3震の対生するクサアジサイ

クサアジサイは，全形がアジサイ類に似ているにも

かかわらず，草木性で，葉が互生するところが特徴的

である。しかしクサアジサイの葉の互生性は可塑性が

あり，と きに葉の対生する株が見られる。その様なも

のに本田正次博士は，ミヤマクサアジサイ （Cardian-

dra alternifolia var. 。ρ•Positifolia Honda）とし 、う名

を与えている。

育fJ川文夫博士は，クサアジサイでは茎が切断された

l時にその葉肢からでた校が，切断の刺激で対生性を骨

ひ．るものが多いと指摘された（し治、しミヤマクサアジ

サイとされたものは，そのような茎の切断による対生

性ではなL、）。実際襟本室で多くの標本を見ていると， 写真1 切断された茎の二次校が，対生薬となったク

主茎が切断されて，脇からでた校の葉が対生している サアジサイ 箱根白銀林道（1984.10) 
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写真2 クサアジサイ 新潟県谷川岳万太郎

谷（1979.9) 

写真4 沢田武太郎氏が箱根双子山で採集し

たハコネグサアジサイ〔1983.8. 28. 

東京大学総合研究資料館〕

茎の上部を失＼， ＇，葉肢から出た数本の枝に花を付けて

いたが，その枝はほとんど例外なく葉が対生し，前川

先生の指摘を実証していた（写真 1）。 この側校につ
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写真3 ハコネクサアジサイ 箱根J':'Sノ湖西

岸 （1983.8.31) 

く葉は，やや小型で鋸歯があらく，通常の紫とはやや

形が違っていることが多い。

2. ハコネクサアジサイ （新称）

以上のようなアクシデン卜による葉の対生の他に，

常態で葉の対生するクサアジサイがあり，これは他の

点でも普通のクサアジサイ と違っている。これに気づ

いたのはかなり音である。 1952年に静岡県の愛111~山に

登ったおり ，越前岳の中腹の，海抜700m辺りの，池

の平というところの， 暗い二次林の下で， ヤマジオウ

などと混生する，ひどく小型なクサアジサイを採った

（この標本は 国立科学博物館と神奈川県立問物館に収

められている〕。 これは高さが 15～18cm位で，葉が小

さく対生する株と互生する株とが混じり合っていた。

また地下に長いほふく茎のある点も奥なっている。こ

のようなクサアジサイには，その後長く出会うことが

なかったが，東京大学総合研究資料館には沢田武太

郎氏が，箱根で採った同じような標本が収められてい

るのを後に知った。またおなじ愛Jt.lg山で、は金井弘夫

〔1955年 TI〕，植松春雄〔1959年 TNS〕の両氏が，同

じような小型なクサアジサイを採集している。

1984年8月に松浦正郎先生の案内で箱根の芦ノ湖の

西岸を調査したとき，植物誌調査会の内藤美智子さん

が見つけられたのが，この小さなクサアジサイであっ

た。そこは湖岸のスギの植林中の沢ぞL、で，同じよう

な形をしたものが10数株見られた。

現場では確かに変わったクサアジサイと考えても，

多数のクサアジサイの標本と比較していると，全体が
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図1 クサアジサイ（a c〕，ハコネグサアジサイ（dー i），ミヤマクサアジサイ（i-k〕の業形

a：丹沢大こうげ，b：谷川岳谷川上流二股，c：今回調査した中で，最も：長い葉，（鹿児島

県大隅），d～f ： 箱根二子山， g ： 保土ケ谷白根（現在は横浜市旭区〕 ， h ： 愛If＇~山 ， i ： 箱根
芦ノ湖西岸， J：立科山， 茎上部の葉，k：立科山， 茎中部の葉
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写真5 箱根芦ノ湖西岸のハコネクサアジサイ

(1983. 8.31 神奈川県植物誌調査会〕

小さいという特徴もクサアジサイの変異の幅の中に入

つで仕舞うようにも思われた。そこでかなり多数の標

本について，葉の大きさと鋭iJ賓の大きさを計って比較

してみたところ，やはりこの小型のクサアジサイは，

クサアジサイとは別の分類鮮とするのがよいように考

えられる。

クサアジサイの葉は， 茎の下部では，ほとんど鱗片

状で，上部にゆくに従って大きくなり ，茎の中部から

やや上に着く繋が最も大きい。その株で最も大きな葉

80 

写真6 愛I.I！.~山のハコネクサアジサイ（1951. 8. 
29 愛［（＇.~山越市l岳大場達之神奈川県
立博物館 No. 20660) 

をえらび，その葉の葉柄を合めた長さ，最大r!rffi，片側

の葉縁における鮒歯の数などを計測した。最大葉の骨｜ー

浪肋、不可能なような標本は，対象から除外した。また

ごく若い個体で開花にいたっていないもの，なども除

いてある。調査した楳本は，神奈川県立博物館，神奈

川県植物誌調査会標本（現在神奈川県立博物館，平塚

市博物館，横須賀市博物館に分収してある〉，東京大

学総合研究資料館，国立科学博物館，東京都立大学牧

野標本館の収蔵様本の総計200個体である。

葉の長さ ：

クサアジサイの業は長椅円形で，中央部がもっとも

幅が広く， 先端と基部が細ま っている。基間）iま次第に

細まって，業柄に流れているので，業柄と業身の区別

はかならずしも明らかでない，ここでは紫の長さに葉

柄を含めてある。調査した範囲では，クサアジサイの

葉の長さは 27mmから 300mmの範囲にある。最大のも

.. 



写真7 ミヤマクサアジサイの基準標本 （1926.8. 

長野県立科山大井｜一夫東京大学総合Ml:
究資料館〕

のは鹿児島県の大｜塙のもので，そのほか雪の多いとこ

ろのものは，他の植物と同じに葉が大きい傾向がある

が，丹沢，奥多摩，111！澄山等での採集品にも，葉の長

さが200mmを超えるものがある。

葉の幅 ：

葉の帽の最も広いところは，ほぼ葉の中央の当たり

にある。今回計測した範囲では， 最も葉の訓IIいものは

lOmrn最も幅の広いもので94mrnあった。業の長さと帽の

比は 2.5から 3.5の間にあり ，2.7が最も一般的であ

った。

葉の側脈 ：

主主の側脈の数は，葉身の上部と下部では，やや不明！僚

で，数えがたい部分があるが， 一般に8～9本が数え

られ，最大は15本に達する。これに対し，箱根，愛WI

山型では4～6本とすくない。

鋸歯 ：

葉の鋸歯は，葉の基部からはじまり， 先端にまでみ

られる。下部て、は鋸歯の波長が長く，波高が低いが，

上に向かうにつれて， i皮高が増し波長はやや短くな

る。葉の中央部よりやや上でその傾向が位大に達し，

葉の先端部では再び波高を減じ，波長は長くなる。 ヒ

記の計測を行った各個体の最大葉について，片側の鋭i

歯の数を細大もらさず数えると見ると， 最小で7個，

最大で48であった。

制歯の目の大きさを見るために， 業の中央部のすく
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写真8 横浜の低地で採られたハコネクサアジサ

イ〔1960.8. 5 保土ヶ谷白根斉藤昭

一 国立科学博物館〉

上の葉縁部に ついて，鋸歯5個あたりの長さを計っ

た。その結果，最も自の細かいもので9mm，最も自の

粗いものでは32mrnであった。

その他の形質．

縞物体の高さを，根際から花序の頂端までの長さを

計って示すと，最大で90Cm，開花株で最も小さなもの

は7cmにすぎないものもあった。一般に標本では茎の

下部を欠くものが多いので， はっきりとしたことはL、
えないが， 普通のクサアジサイは35C皿から60＝皿位のも

のが多いのに対し，箱根，愛J.l芝山型のものでは，高さ

10～20こm位である。

装飾花の片数は3～4であるが，その大きさはかな

り変異が多く， 大きなものでは長さ20mrnに達するもの

があり，オオハナクサガク〔Cardiandraalternifolia 

f. mirabilis (TAKEDA) SUGIMOTO〕の名がある。とく

に装飾花の大きなものは多雪地に多い傾向がある。箱

根， 愛f(~g 山型のものは，比較的装飾花も小型である

が，これは通常型のなかの変異の幅じ含まれる。また

箱根，愛附山型のなかには，装飾花を全く持たない1*

がみられる。

分類：
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クザアシ”ザイ

Cardiandra alternifolia Sieb. et Zucc. 

図3 神奈川県におけるクサアジサイの分布。

神奈川県植物誌調査会のデータによる

業の形質を しめす5個の要素についてみると，何れ

の項目においても最も小さな値を示す一群が認められ

る。 まえにのべた愛！f~g山と箱根の小さなクサアジサイ

は，このクソレープに入る。また東京の各標本庫にもこ

れによく似た形態のものが見いだせる。これらは次の

特徴で －般のクサアジサイと区分できる。

茎は，高さ 10～36cmで，下部には開出する毛が多

し、。葉は対生または互生，最大築の長さは27～85mm,

稀lこ40mm,111国は7～16mm，葉の側脈は，片側に4～6

本，鋸歯は片側に7～16伯I，中央より上部の最も大き

な鋸歯5fl聞の先端を連ねる直線は9～19nun，稀に29

m。また標本では，はっきりしないが，長い地下茎が

あることが多L、。

著者の検し得た限りで，このような特徴を持つ楳本

としては次のようなものがある。

静岡県十国1lr¥' 1923. 8. 10 Hayashi, Sadaakira M 

AK 153445；，同 1939.9.10鎌倉某 MAK-148589; 

静岡県熱海峠 1925. 9.26村松七郎 TI：，静岡県愛

)l'.g山越前岳 1952.8.29 大場達之 KPM20660 1, 

20660 2, TNS-108831;，静岡県愛N＇；山 池の平 水神

社ほか TI3枚金井弘夫，静岡県愛府山 1959.8. 

ハコキタ廿7シ”ザイ

Cardiandra alternifolia Sieb. et Zucc. var. hakonensis 

図4 神奈川県におけるハコネクサアジサイの

分布

10 TNS 142174値松春雄；静岡県引佐郡鳶巣山 1933.

9. 26 TNS-44075橋本悟郎，神奈川県箱根双子山 1927.

8. 28 TI 沢図式太郎；神奈川県箱根町芦ノ湖西岸

1984. 8.31内藤美智子ほか FLK3枚，神奈川県横

浜市保土ヶ谷白根 1960.8. 5 TNS-146414 斉藤昭

一；東京都練馬区大泉 1940.9.25牧野富太郎 MAK

148585。

このような小型のクサアジサイは， クサアジサイの

変種として区別するのが妥当でトあろう。まだ花や果実

など，調べるへきことが残っているので，正式な発表

は，後日別に有効な印刷物に譲るとして，とりあえず

ハコネクサアジサイ Cardiandra alternifolia var. 

hakonensis var. nov. prov.としておきたい。

注意すべきことは，最初に述へた切断茎から出る対

生葉は，通常の茎の葉よりも小型で，鋸歯が粗L、傾向

があり，ややノ、コネクサアジサイに近い形をしめすこ

とである。しかし，これは上に述べた葉の5f聞の形質

を勘案すれば，区別は容易である。

長野県立科山から採集されたミヤマクサアジサイ

は，植物体の高さ18C皿ほどの小型な，対生葉を持つも

のであるが，その最も大きな葉は長さ18Cmもあり，鋸

図2 クサアジサイ類の莱の形質による多角形グラフ 項目は， a：葉の葉柄を含めた長さ，b：葉の幅，c：片
側の鋸歯数，d：鋸歯5個あたりの長さ， e 片側の側脈の数。何れもその株の最も長い梁について計測
し， 各項目毎に最大値を 100としてある。 157-200が，ハコネクサアジサイと考えられるもの。142（香

川県香川郡堂野）, 151 （愛媛県石鎚111〕， 156（愛媛県宇和島鬼城山〕などは更に検討を要するが，ハコネ

クサアジサイに近いものである。
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図5 ハコネクサアジサイの分布

歯も14個あって，ハコネクサアジサイとは違う。

大場秀章博土は，クサアジサイの種子からの芽生え

の過程で，幼茎では葉が対生することを観察してい

る。これからすればハコネグサアジサイは，単にクサ

アジサイの幼形であるとも考えられる。しかしハコネ

グサアジサイの形が，かなり限られた地域からのみ採

集されており，長野県の木曽などで採集されている数

点の幼形のクサアジサイでは，葉が大きくて，ハコネ

クサアジサイとは異なっている。ハコネグサアジサイ

が，クサアジサイの幼形に似るのは，ネオテニー的な

分化であるから，とみなせるかもしれない。

分布：

まだすべての産地が明らかになったわけではない

が，現在判明している標本によれば，ハコネグサアジ

サイは，箱根，十国11時，愛鷹山では海抜700mから

lOOOm位の所に分布し，ほほブナ帯の下半部に分布す

まちがいなければ，ハコネクサアジサイは，広義のソ

ハヤキ型の分布をするもの，といえるかもしれない。

これら西日本のハコネクサアジサイに近似のものにつ

いては， 更に検討を－加えるつもりである。

牧野富太郎博土が， 1940年に東京の練馬区大泉で採

られたハコネクサアジサイの標本は，自宅に植えられ

ていたものを標本とされたものと考えられる。牧野標

本館に収蔵の標本から推測すれば，その前年の1939年

9 ）~10 日に，鎌倉某氏が卜国Iii李で採集したハコネグサ

アジサイの楳本があるので，その採集品の一部を植え

たものとも思える。東京の低地にハコネクサアジサイ

は分布しないものと考えられるが7 斉藤昭一氏が横浜

白根で採集されたものはハコネクサアジサイと同定で

きるものであり，照葉林干Ifにもハコネクサアジサイが

分布するらしし、。

文 献

るもののようである。箱根でもこれより低地には，普 HONDA, M. 1930 Nunita ad FJoram Japonica VI. 

通のクサアジサイが見られる。なお丹沢から採集され Bot Mag. Tokyo 45 : 316-318. 

た標本は，検しえたかぎりでは，すべて普通のクサア 前川文夫 1950 クサアジサイの対生について，植物

ジサイであった。またこのような分布の傾向からすれ 研究雑誌 25: 158. 

ば，ハコネグサアジサイは，天城山にも分布するので 金井弘夫 1958 日本種子植物分布図集第一集 map

はないかと，推定される。静岡県の秋葉山や， 愛媛県 13. 

の鬼城山などでも，ハコネクサアジサイに近いものが 大場秀章 1985 クサアジサイ属の分類 III，植物

採集されており，分布は更に西に広がっている可能性 研究雑誌 60: 139-147, 161ー171.

もある。もし鬼城山のものが，ハコネクサアジサイに （神奈川県立博物館〕
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クロムヨウランについて

高橋秀男

A Note on Lecanorchis nigricans 

Hideo TAKAHASHI 

昭和60年度，横浜市の委託で緑区寺家IUJのフロラを

調べることになり， 4月25日に横浜市緑政局の宮沢哲

也， 本荘克行氏らと ともに現地の下調べに行った。こ

の時，本荘氏は昭和59年8月にこの付近の山でムヨウ

ランを発見し， カラーフイノレムで撮影されたとの話が

あった。ムヨウランはまだ神奈川県内では未記録と思

われたので関心を抱き，早速帰途市役所に立ち寄り，

写真を拝見したところ， それは間違いなくムヨウラン

の一種であり， 本荘氏は花が紫色を帯びているからク

ロムヨウランてやはないかと推定しておられた。そこで

開花期に標本を採集して検討する事になり， 8月17日

には本荘氏と地元の正田j寿男氏の案内で現地に赴き，

標本の採集と写真の撮影をすることができた。早速，

花を解剖し顕微鏡下で観察する 一方， 写真を引き伸

ばし，花の色を検討した結果，神奈川県では 未だ知

られていないクロムヨウラ ン Lecanorchisnigricans 

HONDAであることが明きらかになった。

クロムヨウランは1931年に本田正次が，和歌山県産

を基準標本と して，純物学雑誌に記載したものである。

それ以前1929年に正宗厳敬は屋久島植物誌のなかで，

屋久島産を基準標本に，ムラサキムヨウラン Lecan-

orchisρurpures MASAMUNE と新名を与え，「花は紫

色」と記載文をつけて発表した。ところがその後，前

川文夫， 津山尚らの研究により，この両極は同一種で

あるとの見解が発表され， 当然先行名であるムラサキ

ムヨウランが採用されるところであるが，穫の記相文

が余りにも短く不完全で，採用ができないのでムラサ

キムヨウランはクロムヨウランの異名として扱うこと

を提唱した。一方実際に屋久島の現地でムラサキムヨ

ウランを観察した里見信生（1982〕はクロムヨウラン

とは茎の分校， 花の色， l吾弁の形などに相違点があ

り，両者は別種であると主張した。この両極の分類学

的検討は今後の課題としたい。

前川文夫（1971〕によると，ムラサキムヨウランを

含むク ロムヨ ウランの分布域は御蔵島，八丈島，紀伊

半島，屋久島など暖地にあって福岡県や浜松市は北限

に当たる。一方，里見信生はクロムヨウランの分布域

として本州（伊豆七島 ・東海地方・紀伊半島〉・四国・

九州をあげ，ムラサキムヨウランは九州南部 ・屋久島・

琉球をあげている。 このような図鑑の記述ではクロム

ヨウラ ンの分布域に伊豆諸島を除く関東地方は入らな

し、ことになるが，詳細に地方の文献を調べていくうち

に関東地方にも 1例の採集記録がある ことが解かっ

た。それは八王子市戸吹田］の雑木林の斜面で陸上能力

が1980年9月8日に，クロムヨウランが数本群がって

生えている所を発見している記録がある。 この標本は

開花している個体でその着色写生図と ともに東京都の

高尾自然科学博物館に収蔵されているとしづ。

寺家町の生育地はコナラ，クヌギ，クリなどの夏緑

広葉樹の二次林内で，アズマネザサが密生し， 普通は

とても足の踏み入れることができない薮であった。そ

の林床の落葉の堆積した聞に， 7ケ所ほどに点在して

見られたが，地味な色彩のクロムヨウランは周囲の落

葉や枯校など周囲の環境に融和して，よく注意して観

察しないと到底発見できないよ うな所であった。 8月

17日に観察したときは既に花の終わった個体と，ち ょ

うど花盛りの個体が入り混じって見られ， 9月26日に

もまだ若干の個体は開花しており，花期はそうとう長

L、ょうであった。

ムヨウランの形態的特徴については，既に本田正次

(1931)，前川文夫（1971）らが詳述しているので，本

報では寺家町で観察した個体について簡単に述べるこ

とにした＼'o 
地下茎は硬く，短く横走し， 長さ3mm！まどの広卵形
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の鱗片をつける。花茎は高さ20：皿内外あって硬く針金 地案内を引き受けて下さった。本館専門学芸員大場達

状をなし，黒紫色で光沢があり，地下茎と同様の広卵 之氏には種々ご教示いただいた。国立科学博物館金

形の鱗片をつける。 開花， 結実を した個体は翌年地下 井弘夫氏にはハーパ リュウムの様本閲覧に便宜があた

茎の上部付近で分校して新しい花茎を直立し，先に花 えられた。ここに記し心より厚くお礼申しあげます。

序を着ける。従って掘り起こしてみると，前年の果実

を着けた花茎の一部が残存している。花序は総：犬をな 文 献

し， 単ーまたは2～6花を横向きに聞き，花の盛りが 陛上能力 1980 多摩草木の架．多勝の自然，〔64): 

すむと下向きとなる。子房は長さ 1.4CIIl，補色で茎と 16 17. 

は色が異っている。 花は長さ 1.4cm，花弁，がく片は 土井美夫 1940 クロムヨウランとムラサキムヨウラ

淡黄禍色で先端付近！土紫色，ときに内面もやや紫色を ンについて．植物研究雑誌， 16: 688. 

帯びる個体がある。唇弁は殆ど全縁で舟形をなし，縁 林粥栄・小林義雄 ・小山芳太郎・大河原利江 1961 

辺は不規則な波状I賓があり， ずい柱より長く，外而の 丹沢山塊の植物調査報告．林業試験場閉究報

先端付近が紫色であるほかは白色である。内側の先端 告 133号

の一部に疎らに長毛がある。ずい柱と唇弁は中央より 本田正次 1931 日本植物新報知（十llfl）植物学雑誌，

下方付近で癒着し，柱頭には突起状の短毛がある。果 45: 470 471. 

実は斜上し，光沢のある黒色である。 前川文夫 1971 原色日本のラン．誠文堂新光社，東

ムヨウラン Lecanorc.』zisjaponica BwME は岩手県 京．

・宮城県以南の本州， 四国，九州、｜に分布し，クロムヨ 正宗厳敬 1969 カラー日本の植物 8. 単子薬類，

ウランに似るが，花は少し大きく長さ 1.5～2 cm，淡 東京．

黄色，唇弁！ま3裂して内面全体に密に長毛がある。 中島邦雄 1971 琉球ラン科植物目録 沖縄

奥山春季（1978〕は染野邦夫が川崎市で1977年11月 大井次三郎 1975 日本他物誌顕花街至文堂，東

に採集した果実期のムヨ ウランを神奈川県症の初記録 京．

とした。しかし，ムヨウランの特徴は唇弁の形にある 奥山春季 1978 岩手県と神奈川県からムヨ ウランの

ので，開花期の個体で同定しないとクロムヨウランか 便り 植物採集ニュース.96 : 12. 

ムヨウラ ンかの判断は難しいと思われる。 里見信生 1982 ラン科 目本の野生植物.1. 平凡

一方，丹沢山塊のリストにムヨウランを載せ，産地 社， 東京．

にミノゲ（柳川｜〕を上げている林粥栄ら（1961）の記 津山 尚 1955 ムヨウラン属の一新種．植物研究雑

録も，採集者の柳川定春（1983）がマヤランの誤りで 誌，30: 181-187. 

あることを指摘している。 上野雄規 1978 東北地方におけるムヨウラン属採集

以上の報告で神奈川県内にク ロムヨウランが分布し 史．岩手植物の会， 15:3 6. 

ていることが明らかになったが，川崎市産も果実の図 上野地規 ・保谷忠良 1979 宮城県白石市におけるム

を見る限りクロムヨウランの可能性もあり， 今後ムヨ ヨウランの分布宮城の植物，7: 14 18. 

ウラン類の分布については県内の精査が必要と思われ 柳川｜定春 1983 丹沢山塊のムヨウランはマヤランで

る。 ある FLORA KANAGA WA. 〔14): 84. 

終りに本稿の執筆に当たり，横浜市緑政局の本荘苑 〔神奈川県立博物館〉

行氏及び寺家町正田湊男氏にはご多忙のなか心よく現
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d 

国1 ヲロムヨウラ ン Lecanoγchisnigγicans 

a ，唇弁とずい柱（側面〉 b，似lj花弁．c ，唇弁とずい柱（下面）.d＇唇弁の先端．
1 ずい柱．f，果実．

写真1 1985. 8.17) 

87 



写真2 クロムヨウラ ンの全景（横浜市緑区寺家町 1985. 8.17〕．
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神奈川自然誌資料 7 : 89～94, Mar. 1986 

神奈川県産ネコノチチについて

長谷川義人・浜中義治

Rec巴ntStatus of Rhamnella franguloides (MAXIM・) WEBERB 

(Rhar 

Yoshihito HASEGAWA and Yoshiharu HAMANAKA 

ネコノチチとは

ネコノチチはクロウメモドキ日クロウメモドキ不｜ナ

ツメ族ネコノチチ属の小高木又は滋木でクマヤナギ属

やヨコグラノキ属に近縁と考えられる。属名の Rha-

mnelllaはクロウメモドキ属 Rhamnusの縮小語であ

って，種名はイソノキ属 Frangulaに似るとの意てPあ

る。本属は東アジアに約7種があり，ネコノチチはl岐

阜？・ 三重 ・和歌山以西の本州、i，四匡｜，九州，商鮮，

済州島，中国中南部（約11省〕に分布する。

本種lまクロウメモドキ科の他の多くのものと同機に

コクサギ型葉序を示す。託業は早落i生。梁lま縁辺にf.fll

鈎i歯を有し長楕円形 ・倒卵状楕円形で先端が尾状に伸

び， 基部は広いくさび形から円形で，時に左右が不同

となり，羽状脈は下面に打ち出して，通常紅赤色を帯

びよく目立つ。葉質は薄い洋紙質，色はH音緑色ながら

黄味がやや強く，秋季黄葉して落ちる。校は頂33'：を作

らないので，翌年遅く蔚芽する時に校端は枯れる。花

は5～6月頃葉肢に短L、集散花序を作り， 5～10数花

が短柄上に緑色で5数の両性花を開き， 子房は下半不

完全な 2室，半上位子房で最下部のみ花托中にある。

花柱は浅く2裂する。 果実は長楕円状円柱形で奴果機

核果で9月初旬に樫黄色となり， 10月には黒紫色に熟

す。果皮内に下半2室状の核があり， 口舛状に下向

し， 内部に庇乳を持った 1種子がある。〔他の l種子

は結実しないと考えられる〉ネコノチチの和名はその

果実の形状に由来している。

本州中部以南の産地方、ら神奈川県へ隔離分布をする

ことで県産の樹木中でも特異な種と考えられる。

フロラを作成するために調査を始めたが1956年にはそ

の範囲を中区から金沢区迄，戸塚区の鎌倉街道以東を

含む 「横浜市東南部植物仮目録」〔未発表〉作成のため

に年聞を通して歩いていた。昭和31年9月5日中里・別

所を通って下永谷町芹ヶ谷に至り ，水田てもシソクサ ・

ミズマツバ ・コミカンソウを採集し，目を転じた時に

小川に面した丘陵の斜面に柿色の小果を累々とつけた

小高木を認めた。この種の樹木はかつて見たこともな

く，持ち帰った標本を調べても産地など該当するもの

なく不明であった。

この年12月9日に東京牧野J植物同好会が資源科学研

究所の籾山泰一先生を講師とし観音崎で行なわれた。

このH寺不明のその標本を持参し 3 久内清孝・籾山泰一

両先生の鑑定でネコノチチと判明したが，久内先生は

驚いて，どこで採ったかと質問された。先生のお話し

では昭和8年の県植物日銀に載ってはL、るが，保土ヶ

谷・戸塚にあるらしく正確な場所はわからないとのこ

とであった。この後，籾山先生から案内の御依頼があ

り，昭和32年6月に平戸行のパスで当H守は砂利道であ

った県道平戸～吉原線を通って平戸へl:l:lた。その頃は

見渡す限り水凹と畠でノtス停から歩いて目と鼻の先で

先生はネコノチチを見出された。筆者は前年9月5日

にここの上手に 2個所の群落を見出していたので，こ

こは第3の場所となった。この折のことは，植物研究

雑誌に籾山泰一 「ネコノチチの再発見」として昭和32

年12月に発表された。翌33年には横浜植物会の伊達健

夫幹事から筆者に連絡があり， 6月例会で本程の生育

士山を案内するようにとの依頼があり， 当日は浅野学園

長神名勉総先生〔遺伝学故人〉の街l尽力で木原生物学

再発見とこれまでの経緯 研究所で木原均先生の講義を聞く会と合せて，京急弘

筆者の一人，長谷川は1952～3年頃より 自宅周辺の 明寺駅集合でアリノトウグサ，ヒトツパハギ，ノアズ
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キなど観察し，下永谷のネコノチチを見て六ツ川の木

原生物学：liH究所迄行った。この日，6)oj 22日には多数

の会員が参加した。

筆者はその後正確な生育状況を報告しようと準備し

たが，発表することもなく年月が経て 1±：口長男氏の

「横浜植物誌」 が発刊され，ネコノチチの生育状況の

紹介は非常に正確であった。 出口氏は現地を見に行か

れたものと思う。

昭和30年後半から宅地造成が感んに行なわれ， 第2

産地は芹谷川を暗渠にした時に失われた。この頃には

］竿ヶ谷小学校の建設と整備があり，この第一発見地に

は2本が残ったのみであった。この保存を学校のlill科

教員に要請したことで，現在も学校植物閣の案内板に

ネコノチチと記されているが， 環境の変化で枯死して

しまった。第3産地も昭和50年頃には竹材丸太置場に

変って次第に絶滅し遂に一本も残らなかった。

現在の状況・再々発見

筆者の一人，浜中は県植物誌調査戸塚区（T0-3〕の

調査中， 1985年10月3日品濃＇IIJの団地を通って， 小高

い場所にある雑木林の中で見なれない樹木を見て，こ

の標本を県｜専の高橋秀男先生に同定していただいたと

ころ，ネコノチチかもま日れぬということであった。こ

のことが気掛りとなり10月6日国鉄東戸塚で下車し前

回の記憶をたどり進むと，場所は平戸町平戸小学校わ

きの林中であることがはっき りした。ここには幼木も

可成りあり，店主さ 3～4mの成木も含めて数十本が健

在であった。成木には果実が点々とついており， 一部

黒熟しているものも見えた。

長谷川はこの報告を書くのに再び詳細な調査を行L、
1985年11月3日には芹谷川沿いの丘陵斜面の第l～第

3迄の生育地のネコノチチは全滅であることを再確認

した。

本Tillが北又は北西向の谷か川に沿った斜面に多いこ

とが共通点てるあることを知って，?f〕3!le見士山の西側lに

廻った処で約10本位のネコノチチを見出した。ここは

宅地造成地内の建築不能の斜面であった。（第5産地）

更にこの日，平戸町の平戸川f'fj似ljに続く斜面を注意

して歩いた結果，回中甲子氏宅地内と浄土宗光安寺墓

地よの斜面に見事な群落を発見し，辺自は更に上流の

一丁田橋～平戸橋間の平戸台小学校北斜而にもネコノ

チチが生育しているのを見た。これらの各生育地はコ

ナラ，エゴノキ， イヌシデ， キプシ，マユミ ，ミズ

キ，ヌノレデ，ヤマザクラ，ウワミズザクラなどの雑木
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が主で低木と してコマユミ ，アオキ，アズマイバラな

どがあった。

ここで判明した産地（絶滅も含む〕を記すと，

1. 港南区j'fヶ谷3-33地先芹ヶ谷小学校北斜面〔絶滅〉

2. 港南区芹ヶ谷43地芹ヶ谷団地内（絶滅〉

3. 港南区下永谷町414地先（旧新世乳業会社前〕（絶

滅〕

4. 戸塚区平戸IIIJ668番地先平戸小学校南側丘陵北斜

面

5. 港南区下永谷町218番士山先 三洋建商前入る西斜面

6. 戸塚区平戸f11Jl131番地 田中甲子氏宅屋敷林

7. 戸塚区平戸町.392番地浄土宗光安寺 （長谷川昌

フ＇t住職〉
8. 戸塚区平，；＝；lllJ1196番士山先 平戸台小学校北斜面

以上の内で平戸小学校南側には根廻り36CIIl胸高幹囲

29CIIlのものを見ている。光安寺並びに平戸台小学校北

斜面にも計測していないが，大きい木があり， 一般に

西日の差し込むような北斜面が好適地のように思われ

る。

文献中の産地について

神奈川県地物目録 （昭和8年〉には産地として，鎌

倉 （本郷〕とあり，これが何れを指すのかは不明であ

るが，現戸塚区は旧相模国鎌倉郡の一部に相当し，本

製llは上野村，中野村，鍛治ヶ谷村，小菅谷村，桂村，公

田村の六ケ村の呼名で後に本郷村として成立した時に

は，これらに笠間村が加わった。叉下野庭村，上野庭

村，水谷村の三村は後に鎌倉郡永野村となり，これは

現在の野庭，上永野，下永野田］の三町である。平戸町は

旧鎌倉郡川上村平戸であった。これらを勘案すると現

在の生育地J立会て相州鎌倉fill内で平戸町 ・下永野町に

限られていて，本郷土山区では発見されていないのであ

るが，比較的近隣の地域であるので情査すれば発見さ

れる可能性はあり ，この中間の柏尾 ・舞岡 ・倉田の各

l!IJ内にも生育の可能性が充分にあると考えられる。特

に秋季黒熱したものは鳥がついばみ，又種子は地に落

ちてよく発芽するので，その産地は更に見出だされる

可能性が大きいと忠われる。

なお松野重太郎先生 （横浜植物会の元幹事故人ヨ コ

ハマダケやハコネグミの学名に名を残す〉や久内清孝

先生の附代に本郷村へ行くことは非常に難儀であっ

て，桜木町の駅から徒歩で弘明寺を通り丘陵越えて”採

集に行かれたようで，本郷村のスハマソウ，ヤマノレリ

ソウなと当時からよく知られていたものである。とて

も日帰りは出来ないので農家に泊めてもらったと久内



先生 〔故人〉は述懐されておられた。。Jし徒歩で行く 文 献

ので南太田，井土ケ谷を通り，金沢道を右へ入り引越 出口長男 1968 横浜植物誌．

村の1反を越えれば平戸村であったから，迷えば平戸を 松野重太郎他 1933 神奈川県植物日銀．神奈川県植

本郷と誤認することもあるかと考えられる。本郷は古 物調査会

来より有名地〔古文書など〕であり，横浜と鎌倉の中 籾山泰一 1957 ネコノチチの再発見。植物研究雑誌，

聞を広く本郷とみなしたか， 採集者にとって山野の中 32 : 318. 

ではそれ程行政区域を厳密に考えないことと， 実際に 奥山春季 1948 植物採集覚書（其六〕神奈川県〔其

しばしば地名は不明であり特定できないことがあると 三〕鎌倉植物研究雑誌，22:89. 

考えられる。目録の地名 ・＊3RIはそうしたものの一つ 大生｜二次三郎 1951 ヤエヤマネコノチチ 植物研究雑

であろうe 誌， 26: 231. 

（神奈川県植物誌調査会〕

図1 横浜市におけるネコノチチの分布地点 地図中の番号 1～8本文に対応。 ．は絶滅地 ．は生育地
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写真 1 戸塚区平戸町光安寺 ネコ ノチチ林 （黄葉〉
Nov., 3. 1985. 
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写真 2 港南区芹ケ谷産 ネコノチチ栽培品
Nov., 3. 1985. 



神奈川自然誌資料 7 : 95～96, Mar. 1986 

多摩川で発見されたカンエ

ンガヤツリ

浜 中 義 治

A New Record of Cyρerus exαltatus 

RETz var. iwasakii T. KoYAMA 

from Tamagawa River 

Yoshiharu HAMANAKA 

1985年10月22日，神奈川県植物調査会の植物調査の

為， 川崎市高津区宇奈根の多摩川II伴で採集を行なって

いた。増水の時は水をかぶるような川床の疎地ではホ

ソアオゲイトウが多数生育しており，ヌマガヤツリも

散見されたが，その問で見馴れぬカヤツリグサ科の植

物を発見した。高さ2ocrnほどで，ひげ根は多少赤昧が

かつており ，11百旬校や球芽は全くない。叉付近ではア

カパナも見つかり，共に採集して持帰った。

更に2日後の10月24日，同じ）'I ~崎市で前回の採集地

より F流に当る中原区小杉多摩川畔で，再びこの種に
出会った。今度は疎地ではなく，釣人が魚、を釣ってい

る小さな沼地の縁であった。ここではかなり大きな個

体があり，生育状態が良く， 高さは綾位まであり， 1

株から 7～8本の茎が真直くに立ち，その上に散形の

花序が傘をひろけたように見えた。これより更に下流

ii！で，サンカクイ等と混生している高さ lmほどの個

体を数株観察した。

この両地で採集し襟本を県立博物館の大場達之氏に

同定していただきカンエンガヤツリであることが判明

したが， 更に確認のため， 11月8日記憶をたよりに現

地に出かけた。中原区小杉の溝に， 少し実が散りかけ

この種は＊湿を好み水辺に多く生育しており，私が

過去に見たカヤツリグサ属の中では最大なもので，高

さは lmに達する。茎は少し光沢のある鈍三稜形で，

切口は卵形になっている。特に目立つ点は花序のを業

がよく発達していることで，6～7個のそ立戸葉のうち4

個ほどは%に長い葉状となり， 6QCITIに達するものがあ

る。花序も大型で， 直後3Qcmほどの散形にひろがる。

花校は長短不同て、7～8個は長さ10～2ocrnあり，その

基部のものは短かくかたまって密集している。 1個の

小穂は平たい線形で， 20花ほどが2列に並んでっき，

黄緑色で，中央部は褐色を帯びている。鱗片はゆるく

2つ折れの舟形となって果実をだき，背部は緑色阿ilrn

は褐色となっている為，上記のように中央部が褐色に

見えるのである。質は柔かく ，カヤツリグサやコゴメ

ガヤツリよりも手触りはソフトである。果実は稜形で

小さく，花柱は果実の倍長で先は3裂する。

牧野植物図鑑では，カンエンとは本草学者岩崎村主園

の名にちなむと普かれており，東京不忍池，埼玉，青

森などの湿地に稀に産するとある。保育社原色植物図

鑑下巻には，上記の他茨城の名がある。叉1975年新版

千葉県植物誌では，佐原，柏，松戸，成田の4ケ所が

産地として載っている。

緒方正資（1926）によれば，東京不忍池では大正の

頃より年々？首長があるが生育を続けていることが写真

入りで解説されている。 この種は朝鮮で多く植栽さ

れ，高さ 3～4尺になった茎を用いて席を織ることに

用いられたということで， 叉種子が小さいものである

為，水鳥が実を運んだのではないかと種子散布にも言

及している。とすれば多摩川Ill半のものも，水鳥による

運搬も十分に考えられる。

神奈川植物目録（1933年〉，神奈川県植物誌（1958)

にも記録がなく ，今回の発見が神奈川県では初めてで

あるとすれば， 又新らしい貴重な記録が加えられたこ

とになるであろう。

文 献

ていたが健在であり ，更に溝の下流でヨシの間をかき 緒方正資 1926 エジプトノパヒ・ノレスヲ想定セシムノレ

分けて，高さ 1m{l'Lに育った株を 2個所で観察するこ

とが出来た。11月7日，東京都側の多摩川の二子玉川

下流で，大場達之氏もこの種を発見されたとのこと

で，探せばまだ多くの個体が見つかるのではないかと

思われる。

カンエンガヤツリ， 植物研究雑誌 3 : 260-

264. 

千葉県生物学会編 1975 新版千葉県植物誌 597. 

（神奈川県植物誌調査会〉
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丹沢山地東斜面とその山麓部の薙苔類目録第一報

生出智哉・吉田文 雄

A List of Bryophytes in the Eastern Slop巴andFoot of the Tanzawa Mountains (1) 

Toshiya 0 ZURU and Fumio YOSHIDA 

丹沢山地とその周辺地域！こ分布する種子植物やシダ

類は，早くから関心が持たれて調査研究が行われてき

た。しかしながら当時は非維管束植物は，一般のrw;ト心

が低いうえに研究者の数も少ないなど，最近までは丹

沢山地は調査の対象にならなかった。

手塚（1964〕は丹沢大山学術調査に加わり ，丹沢山

士山の主峰蛭ケ岳と桧洞丸でブナ， オオイタヤメイゲ

ツ，サワクソレミの樹幹部に着生している対一苔類相を調

査した。その結果，これらの樹幹上で姉類 ・34極，字下

類 ・21種を確認した。

生出 （1979）は丹沢山麓部中津川流域の河床に生育

するオニクソレミやヤマハンノキなどの樹幹に着生する

植物詳落を調査し，蘇類 ・22種，苔類 ・15穫を報告し

た。丹沢地域では樹幹着生の鷲苔類について，上記の

2地域に限り若干の知見が得られたが，しかしながら

地上生の種類に関してはまったく手付かずの状態であ

った。

この度，当県で比較的自然環境が保全されている愛

甲郡の地上生のl駐車苔類を主に樹幹生の種類も含めて制

査をおこなった。

ここに収録した鯨苔類目録は，生出と吉田が1983年

より1985年迄の3年間に採集した標本をもとに作成し

たものである。今回は，平野部と低山地を主に調査を

進めたので，山地生の静：苔類の標本は少なかった。今

後は山地の調査に重点を置き，苔類の機本の充実にも

努め，これらの結果を含めて蘇苔類目録の完成をはか

りたL、。なお，調査にあたり聖光学院の出川洋介氏は

数回に渡り同行し，標本の提供などの協力を得た。こ

こに厚くお礼申し上げる。

調査地の概略

愛甲郡は丹沢山地東部（塔ケ岳 ・丹沢山）とその山

麓地域（煤ヶ谷 ・中津渓谷・愛川H汀〉を含む地域で，

行政区画上は愛川町と清川村である。

警察気候

丹沢山と中津渓谷に関する気象資料は得られない

が，近接する半原の全年降水量は2,033mm，県内では

箱根〔大涌谷 3,232ill皿〕 や丹沢西部 〔中川大仏 2,095

凹）Iこ次いで多L、。一般的に太平洋側の気温が上昇す

る7・8月は， 降水量が6月より少ないが， 7月には

秦野215mm，半原302mmとともに6月よ り降水量が増加

している。

警察組生

培ケ岳，丹沢山，姪ケ岳などの山稜上は，比較的平

坦で，しかも霧が多く土撲が湿っているためにササが

少なくオオモミジガサープナ群落の草の多い群落にな

っている。

中津i渓谷付近の河床部の植生は，フサザクラータマ

アジサイ群集にまとめられている。河辺林は崩壊土砂

のi世積により，部分的に絶えず植生の更新が行われて

し、るため樹令が若い。

段丘上部から山腹にかけては，スギ椴林地となり ，

スギが多く自然林は河床を除いて少なし、。 一部にカシ

類〔シラカシ，アラカシ，ウラジロガシ〉の残存木がある

ことから全体は照葉林帯にはし、るものと考えられる。

採集者名を次のよ うに略記する。 （ 〉内は標本保

管場所を示す。

Y：吉田文雄（厚木市立荻野中学校〕

0：生出智哉（神奈川県立博物館〉

D：出川洋介〔私立聖光学院〉

目 録

MUSCI (BRYOPSIDA〕舷綱

BRYIDAEマゴケ亜綱
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図1 愛甲郡調査地域の位置図

愛川町 1：坂本 2：梅沢 3 ：上三増 4：半原 5：石小屋 6：塩川の滝 7：仏果山

8：経ケ岳
清川村 9：中津渓谷 10 宮ケi*J'! 11：柿ノ木平 12：下原 13：煤ケ谷 14：別所 15・札

掛 16：培ケ岳 17：丹沢山

BUXBAUMIALESキセノレゴケ目 Fissidentaceaeホウオウコケ科

Buxbaumiaceaeキセノレコケ不l Fissidens adel戸hinusBEsoH. コホウオウゴケ． lMJll 

Diphyscium fulvifolium M1TT.イクピコrケ．札掛〔O の滝（04026, y 2026〕

4063, Y 2096). F. cristatus WrLS. ex MrTT. トサカホウオウゴケ．

POLYTRICHALESスギゴケ日 土山峠 （0-4078〕，煤ヶ谷（Y2114），中津渓谷

Polytrichaceaeスギゴケ科 (D 401). 

Atrichum undulatum (H1mw.〕P.BEAUV.ナミガタタ F. geminiflorus var. nagasakinus (BEscn.) IwATS・

チゴケ 土山峠、（04004)' ±魚川の滝（Y-2003〕， ナガサキホウオウゴケ．

中L掛〔y2063〕． F. grandifrons var.ρlanicaulis〔BEsou.)Noc，ホソ

Polyt門chumcommune H~nw . ウマスギゴケ 馬場 ホウオウゴケ中津渓谷〔D406），境川の滝（0

(0-4064, 0-4470). 一4059,y 2020），札掛〔y 2073〕目

P. formosum HEDW.オオスギゴケ．札掛〔Y-2065). F. gymnogynus BESCH.ヒメホウオウゴケ．中津渓谷

Pogonatum infleyum (LrNDB.) LAC，コスギコケ． (0 4050). 

札掛（0-4090,y 2075），経ケ岳 （Y2157). F. nobilie GRIFF.ホウオウコケ 土山峠（0-4000〕，

P. nψρonicum Noc. et OsADA.シンモエスギゴケ 中津渓谷〔0-4055,D 400），塩川の沌（Y-2007),

塩川の滝（Y-2011〕 札掛〔y 2062）， 煤ケ谷（Y-2113〕

P. spinulosum MiTT. ハミズゴケ．がi~ ヶ谷（0 4065, F. taxifolius HEDW・キャラボクコケー煤ヶ谷（0-

y 2109〕 4081).

FISSIDENTALESホウオウゴケ日 DI CRAN ALESシッポゴケ目
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Ditrichaceaeキンシコ’ケ科 Weissia controversa Hu:nw.ツチノウエノコゴケ．煤

Ceratodonρurpureus (H1mw〕Barn・ヤノウエノア ヶ谷（0-4125）.馬場（Y-2000).

カゴケ 馬場（0-4026），煤ヶ谷（Y2115〕． GRIMMIALESギボウシゴケ目

Ditrichum pallidum (Hn:nw.) HAMPE キンシゴケ． Grimmiaceaeギポウシゴケ科

塩川の滝（Y2015），札掛（Y-2049).

Bryoxiphiaceaeエピコeケ科

Grimmia aρocaゆaHmnv.ギポウシゴケ． 中津渓谷

(D-404). 

Bryoxiphium norvegicum subsp. japo附cum(BER田 G.ρilifem P. Br>Auv.ケギボウシゴケ．中津渓谷co
GGR.) Liiv;:;: et LiivE.エビゴケ 宮ケ瀬（0-4061, -4124〕．

Y-2097〕． Ptychomitrium dentatum (MrTT.) }AEG.ハチヂレゴ

Dicranaceaeシッポゴケ科 ケ．札掛（Y2090). 

Brothera leana (SuしL〕C.MUELL. シシゴケ．馬場 P. linearぴohumRE『M.et SAK・イ シノウエノヒダゴ

(Y-2212). ケ．塩川｜の滝（Y-2032).

Campytopus jaρonicus BROTH. ヤマトフデコeケ 宮 Rhacomit円umanomodontoides CARD.ナガエノスナ

ケ瀬co4091). ゴケーキL掛（0-4075,Y-2071〕

C.門chardiiBRrn. フデゴケ ． 宮ケ i1~＇i 〔0-3998〕 R. canescens (H!:Dw.) Bnrn.スナゴケ．中津渓谷co
Dicranella heteromalla (HEnw.) Sc1-m1r. ススキゴ 4089). 

ケー塩川の滝（04024). Erpodiaceaeヒナノハイゴケ科

D:cranodontium denudatum Bn10.) E. G. BRJ'l"J'.ユ Glyp!c包omitriumh附 加：uimum (MITT.) CARD.サヤゴ

ミゴケ 馬場 co40705，経ケ岳 （Y-2161). ケ 中津渓谷（0-4046）， 煤ヶ谷（Y-2122).

Dicranuin jaρonicum MTTT.シッポゴケ．丹沢JlJ(Y Venturiella sinensis (VENT.) C. MUELL. ヒナノハイ

-2119④〉． ゴケ。札掛 （Y2087），煤ヶ谷〔y2123). 

D. scopa円削刊 HEDW・カモジゴケ 煤ケ谷（Y-2119). FUNARIALES ヒョウタンゴケ目

D. viride var. hakkodense〔BESCH.)TAK.タカネヵ Funariaceaeヒョウタンゴケ科

モジゴケ．丹沢山 （Y-1995). Funa門G hygromet門caf!Enw.ヒョウタンゴケ．札掛

Oncophorus crispifolius (Mrf'!'.) L1NDB・チヂミパコ co 4062, y 2095〕
フゴケ 煤ヶ谷〔0-4080〕． Physcomitrium euηstomum SENDTN.ヒログチゴケ

Trematodon longicollis M1cnx. ユミダイゴケ．煤ケ 煤ケ谷（Y-2126).

谷（0-4090,Y 2117). EUBRY ALESホンマゴケ目

Leucobryaceaeシラガゴケ科 Bryaceaeカサゴケ手ヰ

Leucobryum bowringii MTTT.アラハシラガゴケ．煤 A四omobryumfiliforme (D1cKs.) HusN.ヒメギンゴ

ヶ谷（0-4079). ケモ ドキ 落合（0-4069〕，塩川の滝〔Yー2048).

L. neilgherre四seC. MUELL.ホソパオキナゴケ．土lLJ Bryum argenteum HEDW. ギンゴケ 塩川の滝〔0-

峠 co4005），札掛（Y-2067). 4023），中津渓谷co4072, y 2211〕．
L. scab問問 LAC.オオシラガゴケ． B. capillare H1mw・ ハリ ガネゴケ．塩川の滝 （Y-

POTTIALESセンポンゴケ §I 2030) 

Pottiaceaeセンボンゴケ科 B.ρseudo triquetrum (HEnw.) GAEHTN.オオハリガ

Anoectangium aestivum (HEDw.) MTTT.ネジレラッ ネゴケ堀川の滝co4027）.煤ヶ谷（Y22l0). 
キョウゴケ :lifii川の流〔Y-2002〕． Rhodobryum giganteu例（ScHWAEGR・）PAl1.オオカサ

Astomu例 C円S戸um (HEow.) HAMPE.ツチノウエノタ ゴケ．堀川｜の滝co4028, y 2048〕，経ケ岳〔Y
マゴケ．馬場〔y2241). -2163〕 札掛co6666, y 2209〕．
Barbula unguiculata H日0＼＇＇・ネジクチゴケ．札掛（Y Mniaceaeチョウチンゴケ不｜

-2056). Trachycystis immarginata (BnoTH.〕LAz.ユガミチ

Hyoρhi laρroρagulifera Bno'l'H・ハマキゴケ. ±担JI［の ョウチンコケ．中津渓谷（04100). 

滝（0-4025,y 2038），煤ケ谷（Y-2120〕． T. microphylla (Doz. et MoLK.) Lmon・コパノチョ
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図 2 コウヤノマンネングサ（コ ウヤノマンネンゴケ〕

：札掛

ウチンゴケ. i危JI[(Jコ滝（0-4026,y 2034). 

Plagioinnium maximoviczii (LINDE.) Kop.ツノレチ ョ

ウチンゴケ．塩川の滝（04043, y 2022），煤ヶ

谷〔Y-2132).

P. trichomanes (Mr・n.) Kop.コツボチョウチンゴケ

落合（0-4014），塩川の滝（0-4060,y -2023), 

煤ヶ谷（Y-2131）， キL掛（Y2052). 

P. vesicatum (BEscn.) Kor.オオノくチョウチンゴケ．

宮ケi頼（Y-2107).

Rhizogoniaceaeヒノキコ’ケ平ヰ

Rhizogonium dozyanuin LAc.ヒノキゴケ．札掛 （Y

-2084). 

Bartramiaceaeタマコ．ケ手ヰ

Bartramiaρomifo門別svar. elongata TuRN. タマゴ

ケ 落合 〔0-4016），塩川の滝 〔Y-2004).

Philonotis fontana (Hu;nw.) Binn.サワゴケ 塩川の

滝 （Y-2029).

P. socia MITT・コツクシサワゴケ 落合（0-4019),

煤ヶ谷〔Y-2133〕

ORTHOTRICHALESタチヒダゴケ目

Orthotrichaceaeタチヒダコ’ケ科

Macromitriui叩 gyninostomumSuLL. et LEsQ. ヒメ

ミノゴケ．中津渓谷（04053). 

M. japonicum Doz. et MoLK. ミノゴケ． 中津渓谷

(0-4122〕

Orthotrichum consobrinum CAHD.コダマゴケ．丹沢

山 〔0-6611〕．

Climaciaceaeコウヤノマンネングサ平ヰ

図3 クジャクゴケ ：塩川の滝（右，拡大）

Pterobryaceaeヒム ロコ’ケ干ヰ

Pterobryui刊 arbusculaM1TT.ヒム ロゴケ．丹沢山 （Y

-1996〕．

N eckeraceaeヒラゴケ科

Honialia j，江戸onicaBESCH.ヤマトヒ ラゴケ．塩川｜の滝

(0 4044, y -2027). 

Neckeroρsis nitidula〔M1・1"r.〕 リボンゴケ． 宮ケ瀬

(Y 2208). 

Thamnobryum sandei (BEACH.) IWAT£. オオ トラ ノ

オゴケ．落合（0-1012），中津渓谷（D405). 

Lembophyllaceae トラノオゴケ午ヰ

Dolichomitra cymbifolia (Lrn o日.）BROTH. トラノオ

ゴケ．札掛（Y-2066），煤ヶ谷 （Y-2134).

Dolichomitrioρsis diversifo円nis(Mr・n.) Noc. コク

サゴケ 中津渓谷 〔04046). 

HOOKERIALESアプラゴケ目

Hookeriaceaeアブラゴケ平ヰ

Hookeria acutifolia HooK. et GREv.アプラゴケ．土

山11時 （0 4003） ， がi~ ヶ谷 〔Y-2136) .

Hypopterygiaceaeクジャクコケ不｜

Hypopterygium fauriei BESCH・ クジャクゴケ（図3〕．

塩川の滝 （0-4031,y 2027）.煤ケ谷（Y2207). 

HYPNOBRYALESシトネゴケ目

Theliaceaeヒゲゴケ不十

Fauriella tenuis (Ml'l'T.) CARD. in BROTH.エダウロ

コゴケモ ドキ．中津渓谷co4053). 
Fabroniaceaeコゴメゴケ平ヰ

Fabronia matsumurae BEscn・ コゴメゴケ．1持ケ岳

Cliniacium japonicum L1NDB・ コウヤノマンネング co 4121). 
サ（図2）. 札掛（0-4030〕， 丹沢山（Y2000). Leskeaceaeウスグロゴケ科

Trachypodaceaeムジナゴケ科 Okamura印 hakoniensis(M1TT.) BROTH・オカムラゴ
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ケ．塔ケ岳（0-4009).

Thuidiaceaeシノブコ’ケ科，

Anomodon minor subsp. integer門mus〔MtTT.)lwA 

TS・ギボウシゴケモドキ．中津渓谷co4120〕．
Boulaya mittenii (BROTH.) CARD.チャボスズゴケ．

塔ケ岳 〔0 4010） ， 丹沢山（Y-1997） ， が~ヶ谷（Y

-2137). 

HaJうlocladiumangustifoliun包（HAMPEet C. MUELL.) 

ノミハニワゴケ．落合co4020），中津渓谷（0-
4070). 

Haplohymenium triste (CESATr) KrnDB・イワイトゴ

ケ．中津渓谷（0-4047），丹沢山（Y-1999).

Herpetineuron toccoae (SuLL. et LEsQ.) CAtrn.ラセ

ンゴケ．塩川の滝（0-4032,y 20001). 

Thuidium kanedae SAK. ア ソシノブゴケ． 土山11J~co 
-4002〕，中津渓谷（0-4057,D 408），煤ヶ谷（Y

-2138). 

Amblystegiaceaeヤナギゴケ科

Cratoneuron filicinum (HEDw.〕SPRUCE.ミズシダゴ

ケ．；煤ケ谷（0-4071,Y-2139）.経ケ岳（Y2205〕．

Brachytheciaceaeアオギヌコ．ケ科

Brachythecium brotheri PAR.アラノ、ヒツジゴケ．塩

川の滝 （0-4042).

B. coreanum CARD.コマノヒツジゴケ田中津渓谷 〔O

-4097). 

B.ρlumosum (HEow.〕B.S. G.ハネヒツジゴケ 中

津i渓谷（0-4123,Y-2206). 

B.ρopuleum〔HEow.〕B.S. G.アオギヌゴケ．塩川

の滝（0-4033,y 2039〕，

Myuroclada maximoviczii〔BoRcz.)STEERE et Sc1rnF・

ネズミノオゴケ． 落合co4015, 2098〕．
Rhynchostegiumρallidifolium (M IT'J".) J AEG・コカヤ

ゴケ． 塩川の滝（0-4034,Y-2045), 札掛（Y-

2060). 

R. rtρarioides (HEDw.〕CArm.アオハイ ゴケ．

Entodontaceaeツヤゴケ干ヰ

Entodo悶 challengeri(PAR.) CARD. ヒロハツヤゴケ

塩川の滝co4035〕，中津渓谷（0-1111).
E. rubicundus (MITT.) JAEG・巴tSAUERB・エダツヤゴ

ケ．

Plagiotheciaceaeサナタ＋コ．ケ科

Herzogiellaρerrobusta (BROTH. et CARD.) I、>VATS.
ミチノクイ チイゴケ．中津渓谷（0-4040〕

/soρterygiumρohliaecarρum (SuLL・巴tLESQ・）}AEG・

アカイチイゴケ． 中津渓谷（0-4099).

Taxiphyllum taxirameum〔MITT.)FL.キャラハゴ

ケ 土山11中 （0-4006〕，中津渓谷（0 4056, D-

406), j:荒JI[の滝〔y2005），煤ヶ谷（Y-2141).

Serna tophy llaceae ハシポソコ．ケ手ヰ

Brotherella henonii (DuBy.) FL.カガミゴケ．煤ヶ谷

〔0-4092,Y-2142〕．

B. yokohainαe (BRorn.) BROTH・ コモチイ トゴケ．

札掛（04094, Y-2081). 

Hypnaceaeハイコ’ケ手ヰ

Hypnumρlumaeforine W1Ls.ハイゴケ．土山峠co
4001），塩川の流（Y-2036），煤ヶ谷〔Y-2143).

H. tristo引iride(BROTH.〕PARTS. イトハイゴケ．塔

ケ岳 co4011），中津渓谷 （0-4068).
HEPATICAE (HEPATICOPSIDA）苔綱

JUNGERMANNIALESウロコゴケ目

Blepharostomataceaeマツバウロコeケ科

Blepharostoma minus Houm. チャボマツバウロコ

ゴケ

Trichocoleaceaeムクムクコeケ手ヰ

Trichocolea tomentella (Ermi-i.) DuM・ムクムクゴケ．

札掛（Y-2085〕．

Lepidoziaceaeムチコ’ケ干ヰ

Bazzania japonica (LAc.) LINDB・ヤマ トムチゴケ．

中津渓谷（0-4096,y 2204〕．

B. tridのIS(REINW. et AL.) TREV.コムチゴケ．中津

渓谷 （0-4095〕目

Calypogeiaceaeツキヌキゴケヰヰ

Calypogeia tosana (STEPH.) STEPH・ トサホラゴケモ

ドキ 中津渓谷（0-4052）.煤ヶ谷（Y2203). 

Jungermanniaceaeツポミゴケ科

]ungerinannia infusca〔MrTT.)STEPH. オオホウキ

ゴケ．中津渓谷（0-4058,D 415). 

Lophocoleaceaeウロコゴケ干ヰ

Heteroscyphus bescherellei (S"l'EPII.〕HATT.オオウロ

コゴケ．塩川の流（04045, Y-2014），宮ケ瀬 （Y

-2105），煤ヶ谷（Y2146). 

Loρhocolea heteroρhylla (ScHRAD.) DuM. トサカゴ

ケ．中津渓谷（0-4051,D-414). 

L. minor NEES.ヒメトサカゴケ．中津渓谷（0-4054).

Plagiochilaceaeハネゴケ科今

Plagiochila acanthophylla subsp. japonica (LAc.〕

!NOUJ！・コハネゴケ．塩川の滝（0-4038,y 2021)' 

中津渓谷（0-4067），煤ヶ谷（Y-2145).
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P. ovalifolia MITT. "7ノレパハネゴケ．中i掌渓谷（0-

4057, D 412). 

Cephaloziaceaeヤノ〈ネゴケ科

Cephalozia otaruen幻・sSTEPu. オタノレヤノくネゴケ 煤

ヶ谷（Y-2147〕．

Radulaceaeケハラゴケ不｜

Radula japonica GOTT.ヤマトケビラゴケ．中津i渓谷

(0 4098, Y-2202). 

R. oyamensis S・1'EPH・ ヒメケビラゴケ．塩川の滝 co
-4039），中津渓谷（D-411).

Porellaceaeクラマゴケモドキ科

Porellaρerrottetiana (MoN'r.) TREv.クラマゴケモド

キ塩：Jll(J)i滝（0-4083,y 2016). 

P. vernicosa L1Nou. ニスピキカヤゴケ．塔ケ岳 co
4101, Y-2202). 

Frullaniaceaeヤスデゴケ不｜

Frullania hamρeana NEEE・ヒラキバヤスデコケ．中

津渓谷（04084). 

F. jackii subsp. japonica (LAc.) HATT.アカヤスデ

ゴケ 中津渓谷co4088〕．
F. muscicola STEPH.カラヤスデゴケ．中津渓谷 （0-

4093〕，丹沢111(Y-1998），落合（D-409).

F. tanzarisci (L.) DuM. シダヤスデゴケ．cj:i津渓谷

co 4085），煤ヶ谷（Y-2125〕．
Lejeuneaceaeクサリコ’ケ科

Cololejeunea ja戸onica(So111FFN.) MrzT・ヤマ トヨウ

ジョウゴケ． 中j事渓谷（0-4087).

Cololejeunea longifolia (MtTT.) B&NED1x. ヒメクサ

リゴケ．中津渓谷（0-4048,D-419〕．

Lejeunea jaρonica MITT.ヤマトコミミゴケ．塩川の

滝 co4037, y 2013〕，中津渓谷（D418〕．
L. ulicina (TAYL.) GoTT. et al.コクサリゴケ．中津

渓谷co4086). 
Trochole;eunea sandvicensis (Go’I"r.) MrZT. フノレノコ

ゴケ 塩川の滝（0-4036），中津渓谷 〔0-4057,

D-410). 

METZGERIALESフタマタゴケ目

Blasiaceaeウスパゼニコ’ケ不｜

Blasia pusilla L.ウスパゼニゴケ．塩川の滝〔0-4040〕，

煤ヶ谷（Y-2151).

Dilaenaceae ミズゼニコ’ケ手ヰ

Makinoa erisρata (SrEPH.) MrYAKE.マキノゴケー煤

ヶ谷（0-4102,Y-2201). 

Pallavicinia longisρina STEPH・ クモノスゴケ．宮ケ
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il罰（0-4082,Y-2300). 

Pellia endiviiefolia (D10Ks.) DuM. ホソバミズゼニ

ゴケ． 落合〔04018, Y-2103), i鼠川の滝（Y

2025〕，煤ヶ谷（Y-2150).

Metzgeriaceaeフタマタコ’ケ科

Metzgeria conjugata subsp. ja抑制ca(HATT.) Ku-

WAH・ヤマトフタマタゴケ 塩川の滝（Y2015). 

M. consanguinea SornFFN-コモチフタマタゴケ．中し

掛（Y-2059).

M. decipiens (MAss.〕Sc1-11FFN.ヒメフタマタゴケ．

煤ケ谷 （Y-2144).

MARCHANT I ALESゼニゴケ目

Grimaldiaaeaeジンガサゴケヰヰ

Reboulia hemis戸haerica(L) RADD1.ジンガサゴケ．

落合 co4017），焔tケ谷（Y-2149).
Conocephalaceaeジャゴケ科

Conocephalu1刊 conicum(L.) LrNDB・ジャコケ．土山峠

(0-4007〕，塩川の滝（Y-2019〕，宮ケi頼（Y-2108〕．

C. SUρradecomρosituin (LINDE.) SrEPI・J. ヒメジャゴ

ケ．土山｜峠（04008〕，i荒川の滝（Y-2046）目

Marchan tiaceaeゼニゴケ科

Dumortiera hirsuta (Sw.) NEE~ . ケゼニゴケ ． 落合

co 4022），塩JI！の滝（Y-2044〕，煤ケ谷（Y2153). 
Marchantia仰leaceavar. dψtera (MouT.〕HATT.

フタパネゼニゴケ．塩川の沌（0-4041,Y-2018), 

宮ケ瀬（Y-2106〕．

M.ρolymoゆhaL.ゼニゴケ．馬場（0-4021〕

M. tosa向。 STEPH.トサノゼニゴケ煤ケ谷（Y-2150).
Ricciaceaeウキゴケ科

Riccia glauca L.ハタケゴケ．がilケ谷（0-4073）. 坂

本（Y2223). 

R. huebene打anaLrNDI>NB.コハタケゴケ．煤ヶ谷co
-4074). 

Ricciocarpus natans CL.〕COIWA.イチ ョウウキゴケ．

煤ヶ谷（0-4077,Y-2127). 

ANTHOCEROTAE ANTHOCEROTOPSIDA 

ツノゴケ綱

Anthocerotaceaeツノ ゴケ科

Notothylas japonica HoR1 Iしツノゴケモドキ 煤ケ

谷（0-4066〕

Phaeoceros laevis subsp. carolinianus (MrcHA山〕

PiミOSK.ニワツノゴケ 溶合co4013〕，中津渓谷
〔04058, Y -2101, D 416〕，がilヶ谷 （Y-2128).
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神奈川自然誌資料 7 : 105～110, Mar. 1986 

化石ヨシズガイの新産地

松島義章

A New Locality of Fossil Protαρes irrediviva in Totsuka, 

Southwest Part of Yokohama 

Yoshiaki MA  TSU SHIMA 

はじめに

ヨシズガイ （Protapesirrediviva）は， 1930年煩山

次郎博士（京都大学名誉教授〉 によ って記載された化

石種である。本種が最初に採集されたのは横浜市戸塚

区戸塚H町の県道 「戸塚一厚木線」に近い地点（図1の1)

であり ，次は戸塚区品濃町の東海道本線 （現在の横須

賀線） トンネノレ（図1の2〕工事で掘り出された土よ

り見出された（般山， 1930）。 この化石の包含層は横

浜南西部に広く分布する中部更新統長沼層，当時は上

部鮮新統と考えられた。さらに本種と 共産する貝類

には，ハイガイ (Anadara granosa), シオヤガイ

(Anomalocardia squamosa）なと現在の南関東には

生息 していない亜熱帯種， ヒメシラトリ （Macoma

incong問。〉， イボキサゴ （Umboniummoniliferu1刊〉，

ムシロガイ (Hinia livescens), イボウミニナ （Bat-

illaria zonaris），へナタ リ（Cerithidea cingulatus) 

など湾央部の干潟に分布する穫で占められていること

が明らかにされた（横山， 1930）。

その後， Loe.1付近では時々ヨシズガイを採集する

ことができたが，最近は大型店舗や集合住宅の建設に

よって露頭が失われ採集も不可能になってしま った。

ところが，昨年の夏（1985年7月〕に， Loc.1に近

い横浜市戸塚区上倉田町（図1の3〕でハイガイを主体

にヨシズガイを含む多数の貝化石が産出した（神奈川

新聞， 昭和60年8月26日刊）， 本地点はヨシズガイの

第3番目の産出地点であり，しかも，最近この付近は

第四系についての調査研究が，急速に進み，化石包含

層をはじめ，その七下の地層の分布や形成年代が判っ

てきた（横浜サプ団研クツレープ，1981; 1982など， 三

梨 ・菊地， 1982）。 ここに新しく出現した露頭の観察

と産出した貝化石について記述する。これが横浜南西

資料となれば
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深く感謝L、たします。 わりにはこれまであまり開発されずに残されていた場

なお，本研究に使用した費用の一部は， 昭和60年度 所である。この道路拡幅工事は，木地域を含む南東側

文部省科学研究資補助金一般研究〔C), 課題番号 ： の舞岡町から下倉田町にかけて広がる丘陵地の造成工

60540511による。 事：の先駆である。

拡幅工事で出現した露頭は，高さ約7m，長さ約20

露頭の位置と地質の概要 mである（図 2 ， 写真 1 ） 。 図 2 の~頭スケ ッ チに示

今回見出されたヨシズガイの産地地点は図1のLoe. されるように，右下の層準にはスコリアとラ ピリ大の

3である。木地点は国鉄東海道本線戸塚駅から南東方 パミスを多く含む茶褐色粗粒砂層〔A）があり，その

に約1.2km離れた戸塚区上倉岡Ill］である。化石が産出 上へ良化石や生痕化石を含む｜倍青灰色ないし青灰色を

した露頭は，戸塚区上倉田町1346の実方敏男氏宅前の 呈する海成の泥質層（B〕が不整合に被っている。 出

道路工事にともない形成された崖である（写真 1）。 現した露頭の地質柱状図を図3の左に示す。海成層

この付近は開析のかなり進んだ丘陵地で，海抜60～ 〔B）の基盤をなすスコリア質粗粒砂層（A）は，不

80m前後の高さを示す。国鉄戸塚駅に近い位置にある 整合面直下では黄褐色～茶褐色でラピリ大のパミス多

写真1 ヨシズガイ化石が産出した戸塚区上倉田

町（Loe.3）の露頭

（ノ、ンマーの位置が扉風ケ浦周とじ倉田腐の不整合面〉

い組粒砂層となり，硬く固結している。この~~；頭にお

ける本層の盾厚は 1.5mである。 不整合商は予想外に

なめらかで（写真2), その表層は褐色を帯び褐鉄鉱

状の厚さ 0.5～1cmの薄層が発達する。 この不整合は

全体的に4～50北西に傾き，長さ5m以上にわたって

追跡できる。

海成層（B）のj冒厚はSm以上となる。不整合面直

上では，基盤から由来したスコリア質粧l粒砂屈の亜角

礁（大きさが cobble～boulder）をもち，炭化物を多

く含み，暗灰色を呈した10～15Cmの砂質シノレ卜層が基

底際層となっている。 それより 上位は両殻のそろっ

た保存のよい員化石を含む周辺の発達しない厚さ 5.5

mの泥層（B1）となる。本層の中ほどには厚さ 3～5

図2. ヨシズガイ化石が産出した戸塚区上倉田町（Loe.3〕の鉱頭スケッチ

(A ：界風ケi甫層，B：上倉田層〉
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写真2 Loe. 3における界風ケ浦層（A〕と上倉田

層（B〕の不整合面

〔不撃合面はなめらかになっている〉

表1 Loe. 3の上倉田層から産出した貝化石
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ち，不整合を：境に下位のスコリア質粗粒砂層（A）は

界風ケ浦居中部層に，上位の海成の泥質層（B1）は上

倉困層最下部層，さらに上位の海成の細砂層（B2〕が

上倉困層下部層となる。その形成年代はこれまでの調

査から界風ケ浦層， 上倉田層共に中期更新世であるこ

とが明らかにされている（関東第四紀研究会， 1974;

1980, JI町田ほか， 1980；三梨 ・菊地，1982〕．

貝化石の産状と員類群集のi首長

暗青灰色～暗灰色を帯びた泥質の上倉困層最下部層

には， 上述のように保存の良い貝化石が点在する。特

に，二枚貝類は両殻そろ って自生状態のlif；積を示すも

のが多い。同定できた貝化石は，表1のように巻貝類

17穣，二枚貝類12穫の合計29穫である。

明らかになった29種へ現生種の生態的特徴をあては

めて検討してみると，その地買.H的な分布ではほとんど

が暖流系内湾性種で 占められ，寒流系種はみられな

L、。さらに，29種の中には化石種で知られるヨシズガ

イと現在の南関東では生息していないハイガイがみら

れるが， それ以外はすべて相模湾沿岸に生息する貝

類 （生物学御研究所，1971）で占められる。

次に，主な内湾性種を松島 〔1984）の示した完新世

の内湾における生息環境と貝類群集の区分にあてはめ

てみると次のようになる。

1）河口や潟湖のよう な汽水域に生息するヤマ トシ

ジミ〔Corbiculaja抑制ca）の感潮域群集，2）湾奥部

の潮間帯砂泥底に 生息するハイガイ， オキシジミ

(Cyclina sinensis），ウミニナ（Batillariamultiformzゅ

などによる干潟群集，3）湾奥～湾央部の潮間帯から

水深20m前後までの砂底に生息するサノレポウ （Anada-

ra subcrenata〕， ウメノハナガイ (Pillucinaρisidi-

仰の，ヒメシラ トリ，アラムシ ロガイ （Hiniafestiva) 

などで特徴づけられる内湾砂底群集， 4）湾央部の潮

A 山＂＂＇＂＇・c 印刷nn, R 日叫 ’問stof 凶edividuals叫＂加 nd 下帯から＊深20m前後までの泥底に生息するイヨスダ
as intact valves 

cmの比ii安的発ぼうしたスコリアの薄層を挟む。その走

向 ・傾斜はN55。E,6°N Wを示す。 泥層の上位は植

物化石，生痕化石，貝化石を含み薬理の発達する細砂

質シノレト庖に逃移する。さらにそのよには分級度のよ

L、出IU砂層〔B，〕が重っている。この砂層中にはサンド

パイプ状の生浪化石がみられる。

このよう な特徴をもっA・B両層は，本地域で機浜

サプ団研グノレープ（1981,1982）が明らかにした界風

ケ浦層と上倉田層に対比することができる。 すなわ

レ（Paphiaundulata），シズクガイ〔Theoralubrica), 

チヨノ ハナガイ （Rae/aρulchella〕， マメウラシマ

(Ringicula doliaris）などの内湾泥底群集，5）湾奥か

ら湾央のアマモ帝に生息するシマハマツポ（Dz刀己laba

かeta),＂＇＜ キミ ソスズメモツボ （Dialast門eta），イ セ

シラガイ〔A叩odontiastearnsianゆなどの談場群集な

どの構成極がみられる。 この 1)～5〕群集の出現は，

層位的にみるとそれぞれが少しつ守つずれて産出する。

最初に出現するのは上倉田層最下部層の最下部層準

からで， 感市l域群集のヤマトシジミと干潟IJ域群集のハ
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湾泥底群集の出現発展は，貝類群集によって明らかに

なった垂直方向への生息環境の変遷を 示すものであ

り， 海進に｛料、最初におぼれ谷状の内湾が形成，その

後，内湾の拡大を現わすものである。このように貝類

群集の消長から，上倉困層最下部層の堆積環境の変遂

を明らかにすることができた。その環境変化の中で内

湾の拡大しはじめたと考えられる最下部層中部の層準

にはヨシズガイがみられる。ヨシズガイは厚さおよそ

lmの層準に限られて出現するのみで特異なものであ

る。この層準て芯は藻場群集構成種も共産する。
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ヨシスガイの産状とその生態的特徴

化石ヨシズガイの産状は，はじめに述べたごとく，

Loe. 1と2ではハイガイ，シオヤガイ，イボウミニナ

の干潟群集，キサゴ類，ヒメシラトリ，ムシロガイな

どの内湾砂底群集の構成種と共産している。これらの

情報と復元された両地点の地理的な位置から大坦にヨ

シズガイの生息環境を推定すると， 湾奥部の砂泥底の

発達する干潟であったといえよう。

今回明らかになった上倉田層最下部層準のものは，

ハイガイ以外は，内湾砂底群集と内湾泥底群集の構成

種と共産する。特に， イヨスダレ， シズクガイ，チ

ヨノハナガイ，マメウラシ7のほかに，湾央の水深20

mあるいはそれ以深の泥底に生息する小型の巻貝のヌ

ノメモッボ（Clathrofenella reticulata), カミスジカ

イコガイダマシ （Cylichnatysangusta），マツシマコ

メツプガイ （Decorifermatusimana）などを伴ってい

る。 しかも， ョシズガイを 含む同一層準の泥層を 1

mm2自の節てや水洗したところ，シマハマツボ，マキミゾ

スズメモツポなどアマモ類の葉上に生息する小型の巻

貝が明らかになった。これら共産する貝類群集の生態

的特徴から推定してヨシズガイは，湾奥よ りは湾央部

に近しらアマモ類の生育する程度に水深のある泥底で

生息していたものといえよう。

貝類Jr干集以外の生物群集からヨシズガイの生息環境

を探ってみようと考え，微化石に注白してみた。

さらにヨシズガイと共産する有子L虫や介形虫などの

微化石について，ヨシズガイの殻の中に入っていた泥

とヨシズガイと同一層準の泥を用いて分析を静岡大学

の池谷仙之助教授に依積した。これまでに次のような

介形虫の分析結果が明らかになった。

ヨシズガイと共産した介形虫は次の6麓である。

sρinileberis quadriaculeata (BRADY) a 

Aurila corniculata OKuBo 

B2: I:. 

5 
m 

Loe. 3における地質柱状図と産出した主要
種の消長

(A：界風ケ浦層，

倉田層下部層〕
B1：上倉困層最下部層，

c 

イガイである。次にやや遅れてアラムシロガイ，ヒメ

シラトリよりなる内湾砂底群，そしてイヨスダレ， シ

ズクガイで特徴づけられる内湾泥底群集のJI頃に出現す

る（図3〕。 一方， 貝類群集の衰退をみると，ヤマト

シジミは泥層の中部層準に介在するスコリア薄層より

上位では出現せず，スコリア層の直下で消滅する。こ

の層準付近では内湾泥底群集が入れ替り出現してい

る。これはこれまでの汽水域的環境から海進が進み，

強内湾の環境へ変化していったことを示唆する。さら

に海進が進むとハイガイの干潟群集は生息できなくな

り泥層上部の層準で消滅する。このような感潮域群集

と干潟群集の出現→発展→消滅，これに入れ替って内
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写真3
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Loxoconcka bisρinosa KAJIYAMA c 湾の泥底に生息する種であったことが判った。

Cytheromor』haacupunctata (BRA DY) r 

Pontocythere japonica〔HANA!) r 文 献

Bi co門iucytherebisanensis (OKuBo) r 関東第Rfl紀研究会 1974 横浜付近の第四系に関する

これらの麗はすべて内湾に生息、する種であり，現在 諮問題（1），〔2）.地球科学，28: 155 171, 

の三浦半島の三l崎や油査湾などで生息するもので~JI ら 218-235. 

れている（池谷仙之氏の私信〉。 関東第四紀研究会 1980 南関東地域の中部更新統の

このことは，ハイガイを除く他の貝類がすべて相模 屑序とその特徴．第四紀研究，19c 3) 203 
湾沿岸に生息する穫で占められること とよく調和して す 16.

L、る。 lllJ田 洋 ・新井房夫 ・杉原重夫 1980 南関東と近畿

したがって，これまでの調査結果からヨシズガイの の中部更新統の対比と編年一テフラによる一

生息環境を推定すると，Loe.3の上倉田付近は，現在 つの試みー．第四紀研究， 19(3〕：233-261.

の三浦半島西岸の油査湾程度の内湾環境となっていた 傾山次郎 1930 プロタペスの化石一新種 貝類研究

と考えられる。その生息時期は， 上倉田層恥積初期の 雑誌. 1 c 6) : 211-261. 
中期更新世である。 松島義章 1984 日本列島における後氷期の浅海性貝

類t'f集特に環境変遷に伴うその時間 ・空間

まとめ 的変遷一．神奈川県博研報（自然科学），15 : 

1〕1985年7月，横浜市戸塚区上倉田町の道路拡幅 37-109. 

工事に伴い，ヨシズガイ化石がハイガイやヨシスダレ 三梨昂 ・菊地隆男 1982 横浜地域の地質．地域地

と一緒に産出した。本種はこれまでに戸塚区内の2ケ 質研究報告（5万分のl図幅〕．地質調査所，

所から見出されただけの稀らしい化石種であり， 今回 1-105. 

の上倉田lllTはその3番目の産地となった〔図 1' 2）。 生物学御研究所 1971 相模湾産貝類 黒田徳米 ・波

2）今回見つかったヨシズガイ化石の包含j習は，中 部忠重 ・大山桂解説，丸善，東京．

部更新統上倉困層最下部居であった。 この上倉田屑は 横浜サプ団研ク’ノレープ 1981 長沼層および扉風ケ浦

界風ケ浦層を侵食した谷を埋積する海成層である。そ 層の層位に関する資料．関東の四紀， 8: 59-

こに含まれる貝化石群集の変遜から上倉田庖最下部層 63. 

は，はじめ汽水性の内湾が誕生し，さらに海進が進み 横浜サブ団Jiffク。ノレープ 1982 横浜付近の第四系〔そ

現在の三浦半島の油壷湾にみられるよ うなおぼれ谷が の 5）ー上倉田町・舞岡町付近の長沼層・扉風

形成され，そこに±(t積した海進初期の泥質峨積物であ ケ浦層 ・よ倉困層一．関東の四紀， 9:11-20 

ることが明らかになった。ヨシズガイはそのような内 （神奈川県立博物館）

写真3. 横浜市戸塚区上倉悶lilf, ヒ倉田！Ei最下部層（Loe.3）から産出した貝化石．
1：サノレボウ Anadara (Seaρharce) subcrenata〔LrscHirn）〔X2〕
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2,3：ハイガイ Anadara (Tegillarca〕granosa(LINNE) （×1) 

4：ウメノハナガイ Pilluci向。 〔P.）ρisidium(DuNKEU〕（×2〕
5～9：ヨシズガイ Protapes irrediviva (M AKIYAMA〕（×1)

10, 11 イヨスダレ Paphia〔Neotapes)undulata (BORN) ( x 1〕

12：ヤマト シジ ミ Corbicula jaρonica PnrnA （×1〕
13：ヒ メシラトリ Macoma (M.) inccongrua (v. M ARTENS) （×1) 

14：カワアイ Cerithideo戸silladjadja円ensis(K. M AHTIN) （×1) 

15：アラムシロガイ Hi河iafestiva (Po即＇YS)（×2〕

16：ムギガイ Mitre/la bicincta (GouLD) （×2) 



神奈川自然誌資料 7 : 111～115, Mar. 1986 

横浜南部、杉田町から産出した

中里層（中部更新統〉の貝化石

松島義章

Molluscan Fossils from the Nakazato Formation (Middle Pleistocene) 

in the South Part of Yokohama 

Yoshiaki MA TUSIMA 

フスマガイ ClementinaρapyraceaGaA y 少し古いことであるが， 1967年6月9日に横浜市南

部の杉田町における国電根岸線のトンネノレ掘削工事に

ともない，上総層群中里層 〔大塚， 1937）の砂質泥岩

層中より点在するトウキョウホタテガイ PatinoJうecten

〔Mizuho戸ecten〕 tokyoensis TOK UN AG A，フスマガイ

Clem仰tia 仰β•yracea GRAY などの貝類化石とウニ類

化石を採取した。

ウバガイ Spisula〔Pseudocardium)sachlinenszs 

(ScrrnENCK) 

昨年，神奈川県立時物館では7月～8月にかけて館

蔵品特別陳列「化石ー失われた世界の生き ものたち 」

を開催した（松島， 1985〕 その中のテーマの一つに

「神奈川県でみつかった化石」があり， そこに上総層

群中里層の貝化石を展示することになった。これまで

未整理のまま保管されていたこれらの化石資料が，こ

れを機会に貴重な標本として整理できたのでここに報

告する。

貝類とウニ類化石の産出地点は，図1に示すように

横浜市磯子区杉田町の国電線岸線長作トンネノレ内であ

る。化石包含層は日音青灰色からいくぶん黄褐色を帯び

て，やや風化の進んだ無層l里の砂質泥岩である。その

ためか，かなりの貝化石の殻は融けていたが，二枚貝

類はし、ずれも両殻そろい現地性堆積であったことを示

す。なお，殻が薄くふくらみのあるフスマガイとウニ

類は圧縮され変形しているものが目立つ。

明らかになった貝化石は， 二枚貝類が5種，巻貝類

が3種とウニ類の2程である。

軟体動物 Mollusca

二枚貝類 Bivaluia

イガイ科の一種 Modiolussp. 

トウキョウホタテガイ Patino1うecten(Mizuhopecten)

tokyoensis TOKUNAGA 

ケショウシラトリガイ Macomacalcarea (GMEL1N) 

巻貝類 Gastropoda
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タマキガイ科の一種 Tectonaticasp. 

ヤツシロガイ Tormaluteostoma (KOSTER〕

ハナムシロガイ Zeuxiscaelatus〔A.ADAMS) 

l凍皮動物 Echiaoidea

ウニ類 Echinoidea

サンショウウニ科の一種 Temnopleurussp. 

になった中里層下部層準の貝類群は， その生態的判一微

から，上述の貝類Mより1如 、海域，すなわち， 上部浅

海帯に生息する種で占められていることが判った。こ

のような新しい資料が得られたことは中皇居を堆積さ

せた海域の環境が，これまで考えられていたより複雑

なものとなっていたこと を示すものといえよう。

ブンプグモドキ B円ssoρsisa任 luzonica(GRAY) 

以上これらの貝類とウニ類の中で与はト ウキ ョウホタ 文 献

テガイが化石種である。ウバガイとケショ ウシラトリ 赤嶺秀雄 ・岩井四郎 ・小池 清 ・成瀬洋 ・生越 忠

ガイのよ うな寒流系種もみられるが，他種はし、ずれも ・大森品衛 ・関陽太郎 ・鈴木好一 ・渡部景降

雨関東沿岸に普通に分布するものであり，相模湾の 1956 三浦半島の三浦層群について．地球科

ような海湾ないし，千葉県九十九里浜のよ うな外洋に 学，（30),1-8. 

面した上部浅海帯砂泥底に生息する穫で特徴づけられ AoKr N. 1960 Molluscan fossils from the Naka-

る。 zatoformation in Yokohama. Trans. Proc. 

貝化石の産出地点 〔杉田llJJ国電長作 トンネノレ〕 は， Palaeont. Soc. ]a仰向， N.S., (39), 301-306. 

大塚（1937〕による中里（泥〉層の標式地， ヒ中里町 松島義章 1985 館蔵特別陳列 「化石失われた世界

に接する ところに位置する。 層位的には三梨 ・菊地 の生きもの たちー」．神奈川県立博物館だよ

(1982）の中皇居下部の上位層準に対比されるものと り， 18(1): 8 

考えられる。 三梨昂 ・菊地隆男 1982 横浜地域の地質．地域地

中里層から産する貝化石については， これまでの研 質研究報告（5万分の1図幅〉，地質調査所，

究で Yoldianaganumana (YOKOYAMA), Limopsis 1 105P. 

tokaiensis YOKOYAMA, Limopsis crenata A. ADAMS, 大塚弥之助 1937 関東地方南部の地質構造 〔横浜－

Per砂lomasp. Venericareia ferruginea (CLESSIN), 藤沢〕．震研集報， 15(4〕.974-1040. 

Turritilla nip抑制caYOKOYAMA, Turritella ikebei 大山 桂 1951 小柴層の化石群集について（予報）

KOT AKA などの中部浅海骨子から下部浅海帯に生息する 資源研梨，（24): 55← 59. 

種で特徴づけられていた（大塚，1937；大山，1951; （神奈川県立博物館〉

赤嶺ほか， 1956;AOKI, 1960〕。 しかし，今回明らか
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写真l 中里層の貝類化石 （すべて原寸大〉

1：イガイ科の一種 Modiolussp. 

2；トウキ ョウホタテガイ Patino戸ecten(Mizuhopecten〕tokyoensisTOKUNAG企

3,4：フスマガイ Spisula(Pseudocardiui刊）sachliensis〔ScnRcNcK〕

写真2 1：イガイ科の一種 Modiolussp. 

2；トウキョウホタテガイ Patino戸ecten(Mizuhopecten) tokyoensis TA1<UNAGA 

3,4：ケシ ョウシラトリガイ Macomacalcarea (GMELIN〕

写真3 中皇居の貝類化石と ウニ類化石（すべて現寸大〕

1. 2；ヤツシ ロガイ Tannaluteostoma KiisTER 

3：サンシ ョウウニ科の一種 Tem日opheurussp. 

4：ブンプクモ ドキ Brissoρsisa仔.luzonica (GRAY〕
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神奈川自然誌資料 7 : 117ー 121,Mar. 1986 

神奈川県津久井町長者舎産ヨハンセン輝石

力日 藤 aB 

Johanns巴nitefrom Choujagoya, Tsukui machi, Kanagawa Prefecture 

Akira KATO 

序 接して珪質の火砕岩をはさむ峨積岩層があり，再結晶

ヨハンセン輝石は理想化学組成式 CaMn[Si,05〕， 作用を受けている。

透輝石系鉱物の一員をなす単斜輝石で，わが国におい 試料は外観陥赤褐色，マンガン鉱物特有の黒色皮膜

ては1964年桃井斉によ って，岡山県真庭郡勝山町大 がおおっており ，新鮮面では主と して黒色塊状のブラ

名草鉱山の接触交代型の亜鉛・鉛鉱床を構成するスカ ウン鉱と赤鉄鉱がよく見られ，その間を充たすように

ノレン中に発見されて以来，同型式の接触交代鉱床に伴 暗赤色不定形の紅簾石の集合があり，これが更に褐色

なわれるスカノレンの一成分として（例：埼玉県秩父鉱 ないし淡灰褐色のヨハンセン輝石の集合を包有してい

JlJ c福岡 ・広渡，1978）〕，浅熱水性鉱脈鉱床の脈石鉱 る。大きさは 1～5mm程度，輪廓の規則性や配列の方
物と して（例 ：山形県八谷鉱山（谷口， 1969）），低変 向性は認められなL、。破面上では，柱状の晶相を暗示

nx:の層状マンガン鉱床の鉱石鉱物として（例： 山梨県 する努開面の観察されることもあり，結晶粒の長さは
落合鉱山（KATOet al., 1981）），あるいはチャート中 O. 5mm以下である。

の新｜脈として（例： 高知県大花（力［曜，未発表〉）産 鏡下では一つの集合は細長い扇状の内部構造を持つ

することが知られているが，世界的には比較的産出の た十数個の小集合の合体したもので，その大きさはさ

稀な鉱物である。 まざまである。境界は鋸歯状をなし，たんぽぽの葉の

今回確認されたものは，丹沢山地を構成する低変成 ような輪廓が見られる。これらは外方から中心に向か

度の変成岩中に発達する小規模な層状マンガン鉱床か って伸びており， 葉の中心に当る所には，暗褐色のき

らの転石と思われるが，比較的高い酸素分圧条件下で わめて微細な包有物がある。また，伸びの方向に垂直

生成されたと判断される紅熊石＋赤鉄鉱＋ブラウン鉱 な断面は方形で，集片双様の組織が見られる（第一図）

の集合中に存在する点で特殊な組合せと考えられる。 化学分析はこの種のものについて行なった。

なお，紅簾石は， 理想的な Ca2Al2Mn3＋〔OiOHISi01 集合の周聞には，細柱状の紅簾石の微晶が散在して

Si201〕に近い化学組成を持ち，ブラウン鉱は副成分と おり，また，これらの綴密な集合がとりかこんでいる

して少量の Caを含むものであることも明らかになっ こともある。その外側には微粒のブラウン鉱の集合，

た。ここにこれらの産出について報告する。 更にその外には赤鉄鉱の粒があるが，これらの聞をみ

報文の作成に当り，試料の化学分析をされた国立科 たして，扇状構造を持たないヨハンセン輝石の集合も

学博物館地学研究部地学第二研究室松原 聴博士，現 見られる。

地付近の調査に協力された無名会山本亮一氏およびノ 上記以外の共存鉱物として， 紅簾石の綴密集合中に

ーベノレ社土屋芳男氏に厚く御礼申し上げる。 燐灰石の微粒が含まれていることがある。その産状

産 状

試料は長者舎部落のすぐ南で西から神ノ川に合流す

る沢の転石として採集されたもので，沢の入口付近は

やや細粒の石英閃緑岩の周縁相が露出し， すぐこれに

は，山梨県落合鉱山のマンガンパンペリー石を含む鉱

石中のものと類似し，この場合はマンガンバンペリー

石が紅熊石に対応している。なおこの鉱石は，沸石相

相当の変成作用を受けている（KATOet al., 1981)。
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第一図 ヨハンセン輝石の顕微鋭写真

1 ） 中央から左下の無色部ヨハンセン輝石。 線状の包有物を含む。 その他有色白~l紅熊石。 i:jコ央右
下，右中の百五分には黒色微粒のブラウン鉱が含まれる。 単ニコノレ。上下長約4.75mm。2〕向。

十字ニコノレ。3)1）の中央部の拡大。単ニコノレ。上下長約1.9 mm。4)3）向。十字ニコノレ。



第一表 ヨハンセン輝石の化学分析値 第三表 ブラウン鉱の化学分析値

ユ． 2. 1. 2. 

Si02 件9.29 1.97 Sio2 l0.36 1.04 

Al2o3 0.斗2 0.02 Ti02 0.05 0.00 
Fe 0 -i< 1. 00 0.03 
2 3 
MgO 2.03 0.12 

MnO 26.55 0.92 

Cao 21.81 0.96 

Al2o3 0.33 0.0件

Fe 0 -i< 1.60 0.12 
2 3 
Mn2o3 76.20 5.so 

MnO 10.0斗 0.85 
total 100.10 Cao 1.斗工 0.15 

total 99.9斗
1. 重量百分率，三全鉄。

2. 原子数（換算基準 ：0=6）。

実験式 ・(Cao・95Mno・04)l'1・oo(Mno・ssMgo・12 1. 重量百分率，＊全鉄。

Fe3+o・02)1'1.02(Si1. 97Alo. 02Fe3+o. 01〕 2. 原子数（換算基準 ：総陽イオン数＝8〕， MnOは

l' 2・0006 総陽イオン数を計算した後， Ca原子数との和が1

第二表 紅飯石の化学分析値

1. 2. 

Si02 37.20 2.98 

Al2o3 20.58 1.9件

Fe2o3 2.31 0.1斗

Mn2o3 工5.56 0.95 
MnO 1.18 0.08 

Cao 22.35 1.92 

H o-i< 
2 1. 87 1.00 

total 100.99 
1. 重量百分率，l計算値。

2. 原子数 （換算基準 ：総｜湯イオン数＝8〕。 MnOは

総陽イオン数を計算ーした後， Caの原子数の2om想
値）からの不足分として算出し，残りのMnをMn203

とした。
実験式 ：（Ca1・92Mn2トo-os)l'2・00〔Al1.91Mn3+0.9s

Fe3+o・14〕l'3・。。（Si2・gsAlo・os) l' 3・01

012・01(0H)1.oo 

（理想数）となるように算出し，残りのMnをMn203

とした。

実験式 ：（Mn2'o.ssCao.1s)l'1. oo(Mn3+s. soFe3+ 

0・12Alo・04)1'5・95Si1・04012・02

ヨハンセン輝石のX線粉末回折値，実験式，指数配当

によ って得られた格子恒数を示す。

考察

ヨハンセン輝石と紅飯石および赤鉄鉱との共存は，

橋本（1985）によって論じられた紅簾石と鉄鉱物の組

合せと酸素分庄の関係に抵触しないが，紅簾石＋赤鉄

鉱の組合せは，その中で最高の酸素分圧条件を反映し

ており ，今回の組合せが平衡状態にあるとすれば，こ

のような条件下でも，沸石相相当の変成条件下で，

Mn2＋を主成分とする珪酸i危鉱物の生成する場合のあ

ることを示している。また，ヨハンセン輝石中の Mg

の量については，わが国での公表最高値は，北海道光

竜鉱山の浅熱水性金 ・銀鉱脈鉱床の脈石鉱物として産

するものに見られ，Mg04.5重量96，透輝石分子にし

て27モノレ%に達する（SUGAKl et al., 1985〕。またごく最

近新潟県赤谷鉱山産のヨハンセン輝石の中に，極めて

ヨハンセン輝石ならびに共存鉱物の化学組成 Mgに富み，Fe2＇に比較的乏 しいものが確認された。

Link社製電子線マイクロアナライザーにより，ヨ モノレ比にして Mn>Mgからほぼ連続的に Mg>Mn

ハンセン輝石 ・紅旅石 ・ブラウ ン鉱の化学分析を行な の関係をもつものまで変化する（松原およひかl藤， 来

った。結果をそれぞれ第一， 第二， 第三表に示す。 発表〉。 Mgは一応産状と関係なく， ヨハンセン輝石

中の Mnを置換しうるものと判断される。 また， ヨ

X線粉末回折値 ハンセン輝石においては，Caの原子数が Si=2とし

第四表に本産地およびフソレガリア Madan鉱山産の たl時lに達しないで，最低0.8内外に落ちているもの

119 



一

7
6
0
斗

7
Qノ
7

3

3
斗
斗

6
／0
8
5
8

一
）
一
8

8
5
3
8
9
2
1ム
l
7
0
6
件

8
斗

h『
2
0ノ
6
3
7
3
2
8

ぢ
A
一
5
7
5斗
3
2
0
0
9
8
6
5
5
3
3
2
2
1
1
l
o
0
0
9

Ei
－

－

：

・

・

・

：

：

：

；

：

・

：

：

：

・て
は
一
6
斗
斗
斗

3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1ム

ーム一
一
一

円U
円U
円U
円unu
円U
円u
n
U
円
U
円U
円U
円ununU

円U
円unu
円U
円υ
門

U
円
Uハunu

－
－
一
h『
2
1
1
l
hプ
0

3

1
／0
5
8
1
2

5

3

2
斗

3
2
3
3
2

－

1
ム

10 1. 868 
10 1. 808 

第四表 ヨハンセン輝石の X線粉末回折値
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1. ヨハンセン輝石。神奈川県津久井郡津久井町長者舎産。実験式〔Cao・96Mno.04)l' l・ oo〔Mno.88 

Mgo・12Fe3ト0・02).L'l ・02〔Si1・97Alo.02Fe3ト0・01) l' 2・0006・X線粉末回折計使用。 X線種 ：Cu/Ni。

格子恒数．呈＝9.894, .Q=9.100, s;=5. 275A，戸＝105.11°0

2. ヨハンセン＃!fl石。ブノレガリ ヤ Macan鉱山 Borieva鉱床産。実験式〔Cao.goMno. io)l' i・oo(Mn

0 ・ 84Fe2• o ・ ioMgo ・ 06)l' l・00Si206・X線粉末カメラ法。 X線種： Cu/Ni。JCPDSCard No. 18-

299。（指数の与えられていない7本の線を省くつ絡子恒数 ：呈＝9.90, .!:1=9.10, s;=5. 27A, f3= 

104°5＇。
（両者の格子恒数はほぼ一致しているが，FREED& PEACOR (1967）が北イタリア Schio-Vincenti鉱山

産のものについて得た値（呈＝9.978, .Q=9.156, f=5. 293A，戸＝105.48つとはかなり異なる。 しかし

原因は明らかでない。〉

涜著者が同鉱山から採集した試料について得られたものには存在していないので，明らかに不純物と考

えられる。

もあるが， 上記光竜鉱山のものは最低0.83で，この数 度の上昇に伴なう緑簾石および紅簾石の化学組成の変

字の変化も一応無関係と見なされる0 .. 化範囲の拡大とし寸解釈の内容と合致しない。今回の

紅簾石については，少量の，：caを置換すると考え ものを考慮、に入れると， 彼等の結論は次のように修

られる Mn2• および（Al , Mn3うを置換する Fe3• を 正される。低滅の変成岩に出現する上の二鉱物の化学

考慮しなければ，理想組成 Ca2Al2MnJ+Si30120Hに 組成は，共に理想化学組成式 Ca2Al2MJ+Si30120H

非常に近いものといえる。このことは， MIYASHIRO& (M3ト；Fe3← 緑簾石， Mn3←ー紅策石〕に近く ，温度

SEKI (1958）によって指摘された，変成作用の際の温 の上昇により Fe3•- Mn3＋および A l ー（Fe3',Mn3つ

120 



の置換が進むようになる。 集，1-4.

ブラウン鉱の化学組成変化に関しては， Mmmr& 橋本光男 1985 石英片岩の分類と 鉄の酸化度．岩

MrYAHISA (1980）および B口JDRACco-GmTTI(1985) 鉱， 80: 167 c演旨〉．
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言己

地球が誕生して以来，過ぎ去った時の流れ

を見渡しても，環境が生物を変えるというこ

とはあっても，生物が環境を変えるという逆

の力は，ごく小さいものにすぎなかったと思

われる。だが， 20世紀というわずかの聞に，

人間という単一の生物種がおそるべき力を手

に入れ，自然を変えようとしている。

人間の手によって，広い範囲が同じような

環境に作り変えられてしまうと，進化の過程

で積み上げられ，調整されてきた食い分けや

棲み分けが意味をもたなくなり，大発生や絶

滅があちこちで起こってくる。

人聞が作りだした環境，ないしは人聞が力

を加えることによって変化した土地は，生物

の進化がもっとも明確に証明される場所とな

るかもしれない。 （中村一恵〉
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